


トイレのことは全てお任せ下さい. /

時代は T OT Oライニングユニット

器具だけでなく、 ト イ レ 造 り に 必 要 な 部 材 を一 括 し て ユ ニ ッ 卜 化 し た シ ス テ ム 工 法 の ト イ レ 。

工 期 の 短縮、 工 事 管 理 の 省 力 化 、 さ ら に 高 品 質 、 高 性 能 で 在 来 工 法 と 同 等 の コ ス 卜 を 実 現。

大 規 模 建 築 か ら 中 低 層 建 築 、 リ モ デル ま で 最 適 な ト イ レ 空 間 を 演 出 。

自 立 壁 シ ス テ ム ト イ レ は 独 立 構 造 で 耐 震 性 も 万 全。

- ビル寿命5 0年 時 代 : メンテナンス ・改

修まで含めて、ライフサイクルコストでは、ラ

イニンク. ユニットが圧倒的に有利です。

・工期の短縮 : 13職種におよぶ従来工事

の設計 ・工事段階の作業を簡素化、各 工

程での施工養生期間が大幅に短縮、工事

管理の手間も大幅に軽減されます。

・現場の汚れ・騒音の大巾削減 : ブロッ

ク積みや、躯体工事、現場加工も不要。

臼中の改修工事も容易です。

・施工 の省 力 化 : 床上配管方式のユニッ

トを組立てるだけで、手配や段取りの手

聞を軽減します。

. 簡 単なメン テナンス. 分 割 ・着脱式の

前 面 板 ( ラ イ ニ ン グ ユ ニ ッ ト ) な ど 、

T OT O独 自 の 構 造 で 点 検 が 容 易 に 行 な

えます。

・脱臭 機能 : オゾン脱臭と 排気脱臭 の 2

つの方式で、 トイレ全体 のニオ イ を追放

します。

・清掃性の向上 お手入れのし易い凸凹

の少ないデザインです。

・耐震情造のシス テムトイレ: 自立構造

で、建築躯体の層間変位の影響を受けに

くく、 l G の 耐 震 強 度 設 計 に な っ て い ま

す。

カタログをご希望の方は 東陶機器側大阪支社までご請求ください。 〒530- 0057 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 梅新第一生命ビル東館 n 06 (364) 118 1  



通常総会議決報告

定時評議員会議決

報告

「建築と社会J 98/ 11 

会員作晶特集号

“ 私の空間作法"

作品募集

私
ゲロ

の 二E

日本建築協会

& 血

冨田

平成10年 6 月24日開催の通常総会に します。

おいて、右記議案がそれぞれ原案のと ( 1  ) 平成 9 年度事業報告ならびに決

おり承認されたので、ここに報告いた 算報告承認の件 ( 7月号に掲載ずみ)

平成10年 6 月24日開催の定時評議員 (  2 ) 理事補選の件

会において 、右記のとおり承認された 新 任 理 事 井上 利美 (熊谷組)

ので、ここに報告いたします。 原 因 敬三 ( フジタ )

( 1  ) 平成 9 年度事業報告ならびに決 村上謙一郎 (清水建設)

算報告承認の件 ( 7 月号に掲載ずみ) 松 丸 哲 也 (豊園建設)

「建築と社会」では、今年も 11 月号誌 - ご用意願う原稿 (提出資料)

面で、広く会員の優れた作品をご紹介 1. 写 真 外 観、内部のプリント 2

するため、ここ数年間に会員各位が設 - 3 枚程度 (サイスはキ

言十された作品で、誌面に取り 上げられ ャビネ判程度)

ていないものを掲載、 守ムの空間作法" 2 . 概 要 作品名称、所在地、設計

というタイトルで特集号を組むことに 者、施工者名、建築面積、

いたしました。 延床面積、精進規模、工

建築作品やランドスケープデザイン、 期など。

インテ リアデザイン等、建築に関係の 3. 説明文設計上の特徴や苦心され

あるものなら種別は聞いませんので、 た点などについて300字

下記要領に基づいて原稿資料をご送付 以内にまとめて下さし、。

下 さるようご案内申し上げます。 - 掲載に際しての補足

*  

1 . 掲載料は無料です。但し 、写真は

この特集も今年で 5 回目を迎え 、ます 原則として 白黒とし 、ご提出写真

ます充実した内容にするべく 一同努力 を掲載しますが、委員会の判断で

しておりますので、みなさまからのふ 一部カラー掲載をすることがあり

るってのご応募お待ちしております。 ますのでご了承下さい。

※ 写真の鑓影者名は必ず付記願い

ます。

※写真に著作権等が生ずる場合は、

応募者にで処理願います。

2 . 掲載作品数はご協力頂ける点数に

もよりますが、原則として、 1社

( 1人) 1作品とします。

3 . 作品の掲載順、及び誌面レイアウ

卜につきましては委員会で行いま

すので、ご了承下さし、。

作
J-QL1LdE1a I  1  

4 . 建物の特徴や特殊な事柄について

間

は簡単な補足説明をお願いする場

合がありますので、その折にはご

協力下さるようお願いし、たします。

退 任 理 事 北 村 武 司 (熊谷組)

石 川 慶 二 (清水建設)

西東 茂 之 (逝去)

前野慶太郎 (逝去)

5. 応募作品が多数の場合等は、誌面

編集上、掲載できないこともあり

ますのでご了承下 さい。

- 原稿期 日忍び送付先

1 . 期 日 1998年 8月21 日ω必着

2 . 送 付 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

編集委員会

「会員作品特集号J 係

〒530- 0001

大阪市北区梅田1-1-3引∞

(大阪駅前第 3 ビル21階)

TEL 06- 348心632

F AX06- 348心634

謹纂と社会 ・1蜘 8 1  



日 時 1 ω8年 9 月18日凶

14: 00--- 17沿O

会 場 エ ル イ ン 京 都 ・ 1F会議室

* 京都駅南倶Il {走歩 1 分

講 師 椎 名 信 義/ 元京都駅ピル開発

常務取締役建設部長

河瀬行生/ アトリエ・フ ァイ

建築研究所設計チーフ
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定 員 80人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 資 会 員 2，000円、一般 3，000円

* コーヒー付、税込

申 込 9 月10日同 までに、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さい。

① 催し名: 話題建築を聞く

②氏名

③個人会員、団体会員、一般の日I j

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 9 月11 日幽 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区格回1-1ふ 2100

T EL. 06- 348-D633 

FAX. 06-348- 0634 

〒530- 0001

2  

椎名信義 ( しい止のぷよし)

1943年神奈川県生まれ

66 J I [ 京都立大学建築科卒業

69 同大学院修了、 日本国有鉄道入社

現在 )i( /ffl 駅ピJ レ[) 日発側常務取締役を経て

本年 6 丹より大鉄工業(附常務取締役

主な作品

ホテルメトロポリタン 仙台、ホテルグランヴ

ィア岡山、金沢駅ピル、 ｊｒ 悼ｾオフィスピ ｊ レ、

京柿駅ピJ レ

京都駅ビルは、昨年 (1997年) 9 月11 目、

事業についてから 15年余の歳月をかけ

てグランドオープン した。新駅ビルは、

地下 3 階・地上16階、延床面積23万

8 千rri の日本でも最大級の駅ビルで、

東西約470m、南北約9 0 mの、細長い

郵也に駅・ホテル・百貨底・文イゆ儲・

駐車場に加え広場・通路か'縦層して配

置されてある大規模な複合施設である。

平安建都1200年を記念する事業のー

っとして 、1990年 11 月内外の著名な

建築家 7 名による国際的設計コンペを

実施し 、世界の歴史都市・京都という

特殊性を考慮 しつつ、 「市民に親しま

れ、市民の誇りとなり 、世界の新名所

として通用するシンボリ ックな形状J

および「京都の南北軸上に位置する新

所 t王I血 京都市下京区向九通1孟小路 ri レ

* ' 担小路町

主費用途駅施設、ホテル胞i役、商業施設、

文化施設、駐 'I I渇施設

建 築 主 両 日 本 旅 客 鉄 道 側

京帰駅ピJ レ開発鮒

設計｜ｬｩｩ理ｾｾ広言 ｈ アト リ エ ファイ建築

研究所

施 工 大 林 組 鉄 挫 建 設 ・大鉄工業

フルーアダニエルジャパン ー公成

建設] v

敷地面般 38，075.50m'  

建築面品，ｾ 32.350.87m'  

延床面積 237，689. 10m'  

4持造鋭敏 SRG- S、B3' 16F.P1

Ju白荷主 64.3m 

設計JUII/ U 1991年 6 月- 1994年6 F1

工 JUJ 1993年12月一 1997年 7n

河瀬行生 ( かわせゆきお)

1959年静岡県生ま れ

76  Unit ed  Worl d Coll ege of  the  Atl anti c留学

85 東京大学工学部位P築学科卒業

87 同大学院修士課程修了( 原研究室)

現 在 ア トリエ 7 7 イ建築研究所設計チーフ

主な作品

飯凹市美術開物館、茶室遊必峰、相鉄文化会館、

情凹スカイピル、マイアミリンカーンロード

再開発、ぷm駅ピル、J I [ 京大学キャンパス計画、

札幌ドーム

しいランドマーク j の創出を求めた設

計条件を 、きめ細かい洗練された感覚

と機能的なバランスに留意 した原広司

氏の作品が最優秀案に選ばれた。

原氏は 、この作品の設計主旨を次のよ

うに述べている。 r京都 lふ 歴 史 へ の

門である。京都駅の建築全体は、この

短文の形象化でありたい。平安京の都

市形態が、今日にも鮮やかにその姿を

刻み込んでいるように、歴史はひとつ

に地理学的である。ここでの提案では、

それ故、 <地理学的コンコース > なる

概念の具象化を門の表現の第一に据え

た。多くの人々が、この幅員2 7 m、高

さ6 0 mのしかし、長さにして470mの

コンコースを通過して行くだろう 。j

開業以来約半年間で 、2，150万人と予

想を上回る大勢のお客様にご利用いた

だき 、この建物は確実に京都の新しい

名所として定着しつつある。

今回の講演では、この駅ビルの誕生に

いたるさまざまな軌跡、すなわち京都

の新しい景観創造に対するリアクショ

ンとその対応、都市計画法・建築基準

法における諸官接磁平決に向けての苦闘、

事業採算性と良質な建築グレードを堅

持するための相克、そして京都の新し

いランドマークとな った当ビルの言語十

の神髄についてお話ししたい。

(椎名・河瀬)



社団法人日本建築協会

青年樹ボ諸のみなさまヘ

「建築と社会」平成 1 0年 1 2月号の

「第4 5回青年技術者特集号j へのおさそい

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年技術者特集号」

を企画し、すて・lこ44固にわたって若き優秀なプランナー、

アーキテク卜、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに限らず、計画、構造、設備、施工および

その他広く、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

とちを、 I建築と社会」に提崩し、顕彰することにしております。

布団の企画にあたり、日常目立たない対象の実積も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳( 平成 10年 9月現在) までの

青年技術者て・あって、本会個人会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせ八者を通じて応募

する。( すいせん用紙は事務局にご請求ください)

すいせ人者は被すいせ人者( 青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせ八者が学校教官である場合は

この限りでない。また本人力T組織の代表者である場合は白

せんとする。

3. 応募者は、設計( 住宅インテリアを含む) 、計画( 都

市計画など) 、構造、設備、施工、その他の分野にあって、

なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、下記

の所要の資料を本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会」にかけて

選考する。

5. i青 年 捌1諸選考委員全j において選考されたも似ま「第

45回青年技術者特集号J ( 平成 10年 12月号) に記載すると

ともに、記念品を贈呈する。

6. 提出資料

. 略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

. 選考資料

区 劃

A 資料は、 A3判用紙10枚以内にまとめる。

① 建築設計の場合

一一鮮明な写真、配置図および主要平面図、概要、設計

要旨、その他設計内容を説明するに十分な資料

① 計画、構造、設備、施工の場合( それぞれの設計計画

なども含む)

一一上に準じた資料

③ 上記以外の分野の場合

一一それぞれの分野にふさわしい資料

匡重罰

上記A 資料の名実績において、応募者本人が関与したヰ宮室、

役割、立場等を明らかにし、 A 資料中、本人が特に貢献し

た部分、または力量が活かされたと思われる部分の詳細な

説明、考え方およひ滑来的展望なと・について、 2000字以

内に平易簡明にまとめたもの( 必要に応じ、図 表を用い

て差し支えない) 。ただし応募者- 本人の執筆に限る。

・すいせんのことば

原則として、すいせ人者によるすいせんのことば (120字

程度) を添付のこと。自せんの場合は不要。

※ 「青年技術者選考委員会j において選考し、保択されたものについては、後日、

本人の写孔万年技術渚としてのことば( - ，' fi f-l幻F埼としての抱負、考え方、信念、

建築観等々 を、4∞字程度て執窄) の鑓出をお脇、するごとにします。

7. 提出期限 平 成10年 9月 1日( 火)

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

〒530-0001 大阪市北区梅田 1-1-3-2100

大阪駅前第 3ピル21階

電話 06- 348- 0635 FAX.06-348- 0634 

9. 青年技術者選考委員会 ( 平成10年度)

委員長 輿謝野 久/ 日建設計常務取締役大阪本社代表

委 員 加 藤 晃規/ 大阪大学大槻工学研究科環境工学事支ー助教綬

北浦 正 / 竹中工務庖開発計画本部長

江川 直樹/ 現代計画研究所代表取締役大阪事務所長

大西 男/ 昭間設計常務取締役

田淵 基嗣/ 神戸大学工学部建設学科教授

近藤 一雄/ 東畑建築事務所構造郡長

大野 修二/ 清水建設大阪支庖設備設計部長

大原 千幸/ 日建設計設備設計室長

桜井仙三郎/ 大林組本庖担当部長

佐貫 久/ 鹿島建設関西到苫建築部生産計画室長

3  



平成 10年度

建築工事実務講習会

主催 附日本建築協会東海支部

と き 平 成10年 10月6日ω

午前9時30分~午後5時

ところ 昭和ビル・ 9 階ホール

(名古屋市中区栄 4 丁目3-26)

定 員 100名

受講料 15，0∞円 (含テキスト代)

* 消費税を含む。

* テキス 卜は、当日配布させ

ていただきます。

- 趣旨と内容

・ 官公庁・設計事務所 ・建設業をはじ

め、設備 ・営鎗など幅広い分野の有能

な技術者を養成する呂的をも って講習

会を開催します。

・とくに取りつきにくい施工計画と仮

設見積、現場実務の基礎である積算業

務に重点をおき 、講義します0

・また、都市環境の変化に伴う法令・

規準の改正なども加え 、技術の進歩に

即応した知識の習得をはかります。

・ 「積算業務J では、建築数量積算基

準にのっとり 、また「仮設見積J では

具体例により 、その着工準備から完成

に至るまでをわかりやすく解説します。

。E p

- 申込要領

下記受講申込書に必要事項をご記入の

うえ受講料を添えて東海支部までお申

し込み下さい。引き答えに受講券を発

行致します。

なお、F AXによる申込みは 、現金書留

にて送金して下さい。

- 申込先

制日本建築協会東海支部

〒 特0- 0008 名古屋市中区栄4 - 3- 26

(昭和ビル愛知建築士会内)

TEL  (052)  261-1451 

F AX (052)  261-0251 

- 申込締切日

9 月10日開

※但し、定員に達し次第締め切ります。

・受付時間

午前 9時~午後 5時

但し土・日・祝日を除く 。

- 詳細は、事務局 (田中) へお問い合

わせくださし、。

昭和 ビル

(名古屋市中区栄4丁目 3-26)

付近見取図

- 科目・講師

一歩踏み込んだ先手の計画11

施 工 計 画

細田泰彦氏

清水建設側名古屋支庖建築部副部長

*  

適切な施工計画の立案できることが、

建築現場技術者の必須条件です。安全

で、経済的な施工計函を解説します。

計画と 致 した仮般債 をH

仮 設 見 積

鏡 博 文 氏

側大林組名古屋支底建築工事部技術課長

*  

仮設工事費は 、一般には非常に把握し

にくい面があ って、ついつい単位面積

当たり 、あるいは請負金比率のみで処

理されがちです。施工計画に基づいた

合理的で出重な見積方法を鯖見します。

迅速かっ合理的な積算I !

積 算 業 務

佐野洋治氏

附竹中工務庖名古屋支庖見積部見積担当課長

*  

見積業務のなかで、基本となるのは数

量積算です。この手順、基準を基本に

より合理的で正確な積算業務を解説し

ます。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーーー一一一ーー一一一ーーーー一一一ーーー一一一ーーーーーーーーーーーーーき り と り 線ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

平成 10年度建築工事実務講習会 東海開催受講申込書

社団法人日本建築協会東海支部御中

郵 便 番 号
広Jι 之 議 者

住 所

事(ま業たは所氏名名)  

担 当 責 任 者

電 話 番 号

受講料支払方法 - 現金書留 - 事前申込時持参

4  

h 一一一一一一

平成 10年 月 日

氏 名 年 齢
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建 築 設 備 - ビ ル メ ンテナンスの立場から 一

ビルメンテナンス業の課題・安江貞夫 22 

維持管理者から建築設計者へ・玉谷 進 25 

設備 管理上の課題一不具合事例と解決 策 - ・長町安教/ 石橋正信 一 26

最新のピル管理手法. 松村豊 35 

メンテナンスに必要な資格と技術評価・五+ 嵐義朗/ 福村登良彦 一一一 38

[ メンテナンスよもやま話] カ パ 舎 の 水 質 と 透明 度一 天 王 寺動 物 園- ・ 岩 崎 信 治

24時間の飼育水管 理 一 海 遊 館 - ・石黒音隆

人工芝の巻き取り一 大阪ドーム- ・田中義之

40 

4 1  

42 

遊戯施設のメンテナンスー フェスティ/ ' ¥) レゲート ・松藤一郎一一一一一 43

埋め込まれた航空灯火 関 西 国 際 空 港 ・長野博 44 

d 与とと

2支 ロ

通常総会級決報告定時評蛾員会蛾決報告. 会員作品特集号“ 私の空間作法" 作品募集.

話題強築を 聞く (27) オ プン後 1 年 た った 京 都 駅 ピ ル 青 年 技 術 者 の み な さ ま へ 平 成 10

年 度 迎 築 工 事 実 務 講 習 会 東 海 支 部 主 催.

作品作風
大 阪 市 立 大 学 医 学 部 学 舎

生 駒 市 芸術 会 館 美 楽 来

甲 南 大 学 平 生 記 念 セ ミ ナ ー ハ ウ ス

大 野 石 油 庖 本 社 ビル

6  

10 

12  

14 

gal l ery  

大 地 の 呼 吸

社 会 の 眼

建 築 の 眼

拠点/ 領域の可能性 (丸谷勝也) ・秋山 茂

ビチレブ島ナンディ ( フィジー共和国) ・倉沸l奈干子

都市格を高める三条件と三要件・木津川 計

関かれた学校と閉ざされた住宅・杉山茂一 マイホ ムづくり ( 2 ) ・増田繁治

古都の歴史のなせる技・梅原良矢京・敵歩“ 薪能" ・浜 崎 彰

ぱ山

一

一川

一

ω

-
m

素材と技術が生み出すデザイン 新 建 材 → 主 宅 街 地 、 ら - ・大谷弘明

読 者 の 頁

法令コーナ -

4荷造の頁

設備の頁

施工材料の頁

GBR Cニュース

基 礎 講 座

Sk etch Book 

BO O K  S T A T I ON 

inf ormat i on 

印 刷 平 成 1 0 年 7 J  I  2 5 日

発 行 平 成 1 0 年 8 n  1 日

発 行 人 社 団 法 人 日 本 主II 銀 協 会

発 行 所 社 団 法 人 日 本 述 築 協 会

大阪 rli 北区締田 1・1-3・2100

電 話 06- 348- 0635

仮笹口座 00910- 9- 39975 

印 刷 所 背 集 印 刷 掠 式 会 社

日本' 1 ! 焔綜式 会 社

定 価 12∞円 〔本体価絡 1143円〕

建 設 不 況 対 策 に 耐 震 リ ニ ュ ー ア ル を ・稲毛政信

ス ケ ル ト ン 賃 貸 と 仮 使 用 承 認jlill 度 ・還回範夫

ワ ン サ イ ド ボ ル ト と 増 厚 鋼 管 を 用 い たDSQフ レ ー ム ・古海賢一

l吸音 プ ラ ス チ ッ ク 防 音 パ ネ ル・土 橋 勝

高 機 能 建 材・吉田謙二

改正工業標準化法への取り組み

中央監視ffjl 陥 J -幹 線 動 力設 備 ・谷本敏和

各地に見る建築作品 8 点

短評 4 題 ・河崎敦子高岡伸一・辻川ひとみ福田瑞穂

庭 園 学 講 座 一 日 本 庭 園 と 水 一 「 建 築 環 境 ・省エネルギー講習会」セミナー「大阪の観光を

デザインするJ - 医療福祉 建 築に関する研修会ゼミ「光と空間デザインJ -rレオナルド・ダ・ヴイ

ンチ展 J - 賢島ミキハウス荘、「環境デザイン大賞 M.E . S. H・9 7J 大 賞 受 賞 J レイ ・ルル一作品集

r M US 長E L OUI S  L E LO UP  J 発刊. コンクリート技士 コンクリート主任技士試験、11 月にー「建

築 史 探 偵 団 j 参加者募る. 社会人選抜の大学院生募集. 建築トリエンナーレ奈良 1998でアイ

デア募る. デザインコンペ「太陽電池を用いた創造的建造物J - 宮山プロダウ トデザイン・ コンベ

ティション ' 98 “ D A T A MA P  109" 発売. 天窓がバルコニーに変身.
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作 E司.

Eヨ風

設 計 監 理.

大 阪 市 都 市 整 備 局 ー日建 設 計

筋 工.

大 林 組 ・東急 建 設 ・奥 村 組 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

大阪市立大学医学部学舎

医学や医療の進歩、高齢化にともなう疾病椛逃の変化 、保健・医療 -

hii 制との連携などの医療卵焼の変化に対応して整備が進め られてき

た大阪市立大学医学部は、平成 5 年にオープンした附属病院に続き、

このたび、教育研究の ｊ ｊ［Ｑ ｊ 党盤的と ｾｩ ｬ 三 医学 研 究部門の設世をめざし

た医学部学舎が完成し、先に完成した大阪市立大学石護短)111大 学 部

学:7q? とfj f - わせて、大阪市の医学 ー医療の ，，-，枢機関として機能するこ

とになる 。

敷地は、阿倍野再lii l発地区に|鋒桜し、 R 天王ヴー駅西方250m! 二位附し、

キャンパス 内 を走る道路により分;lflJ された 3 つのブロックを、診療

医学部の教育研究 ・石 議短大ゾーンとして 明 快に分けるとともに、

山}0i ヒ寸ーることにより、 ll1l( 、のあるオ ープρ ンスペースを (11111呆した。

配位計阿にあたっては、 |燐般する I HM病院の高情部分と' J l lh線をそろ

えて、終然とした街並みを形成するとともに、東西道路のレベル差

を利 用 して、東側11の市道金塚南北線に l而した地下 111
皆を '11と歩行者、

v[jfj[ 11 ( 病院IJlII) の 11併を歩行者玄関とし、この 2 つの玄関と病院玄

関を前庭で繋いで、分かりやすく機能的な配位とした。

Ｉ ｍ ｜ ｾ ｬ ｱ ＺＡｦは、 ｬ フロア Ｔ 税 Ｑ 盛Ｈ 1  ｍｍＱ ｾ ＳＰＰｭ Ｇ Ｉ よりなり、 ＧＭＱＧ 央部にラ

イトコートを兼ねたメカニカルシャフトを配位し、 ｾ Ｚｾ ｉ ＮＧｬｾこＧとにク笹川 Ｑ

機 械 室 屋 外機 ￎｵｾ Ｚｴ ｊＯｽ ・バルコニーやド ラフ トチャンパ ー 排気川の縦

シャフ 卜を設けて、個別運転・ 11; 1刷 lや将来の研究内容の変化に対応

し幼い，11'i I J j j とした。

3 つの札物は、 ilidl 線の 統一や暖色系の外噌で令体の調和を凶りながら、

それぞれがアイデンティティーをもっ立. I ! 築仰をめざした。医学部学:

合は、隣接する附属病院と '1円 5の、y法をそろえ、水平バルコニーの

デザインを踏製するなど、キ ャンパス全体の一 体感を図るとともに、

ｾｈｍ 病院の催しさを Ｔ 長現した ｉ ｬｊＺ ｬ ｭｩ ぽに対して 、 直線以やカ ーテン ウ

オールに よる若々しく 伸びやかなデザインとした。

(小」ヒ武・必多主税/ 1三|法投，l j - )

所 在 地 一一一 大阪市阿倍野区旭町1- 4- 3

敷地面積一一一29，854. 27ni

建築面積 一一一 2，244.16ni

延床面積一一- 46，721 .49ni

4構造 規 模 S 、R C、S R C、B5 F、19F、P1

工 期 一一一一1994年 12月- 1998年 3 月

最 寄 駅 一 一 J R天王寺駅

jf! 影一一一伸和

4 外 観 {北 東 商)

冒-
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17階 平 面 図 1: 1200 
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1階 平 面 図 1:1200 

地 下1筒 平 面 図 1:1200 
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庭園側夕景
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由甲

言宣言十監理.

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工・

( 建築) 森本 組

( 造 園 ) 修 家 進 国

み ら く

生 駒 市 芸 術 会 館 美 楽 来

生 駒山路 の|止li'i '( > な住宅街に辿っこの胞設は、すぐれた主芸術作 '!II!'{ 二位

に 触 れ る こ と の で き る 機 会 を 促供 す る と と も に 、 絵 画 ・陶立さをはじ

めとする 市 民の去芸術指11作活動やその発表・展示の. 1Mを，没けることを

Ｑ ］ Ｑ 的 とした 地域 管主ｽｾ辺美音 ｬ ｩｪｦ ｮＺｩ である 。

施設全体を特徴づけている 「分 節化された瓦尽板 」 や「 低 く ｾｲ ｪｊ えら

れた 'Iif先」は、 J，' j J 辺住宅とのスケ ールの調 和 に 配l位したもので、 「池

を 配 し た 庭l，iJIJ や 1' 1三駒 石 に よ る 石 JjJ J とともに、 IJ; 1. i 党に液け込む

ように日 I-j 回している 。

ゆるやかな坂道に ｉ 伍 するアプローチは、ヨ ｉ なる瓦 ｊｾ ， ｦｈ と竹林の織り

な す 演 出 に よ って rli 民 を や さ し く 迎 え 入 れ 、 施 設 内 で は 庭 園 を 凪 む

ようにしてI f f i ! . 行配位されたロビーが、展示室やセミナ一室等の諸宅

を結び、緊リ長1'，ぷと羽 l らぎがM 7 - する心地 よ い で11¥1が ひ ろ が っている 。

泌示室は、 卜分 な 天) 1二高と 吋!fV)J反 示 パ ネ ル に よ り 綴 々 な 企 阿 展 示 に

利 mさ れ 、 セ ミ ナ 一 室 ・ ア ト リ エ は 、 庭 園 に 胞 さ れ た 野 点 の し つ ら

えと共に、主芸術創作活動の実践の jj;} と し て 市 民 に 開 放 さ れ る 。

この胞設を収り医|む手伝ち .. tr いた IJ;1境 と 施 設 内 の 変 化 lこ2百んだ 空川 榊

jえが、市民にと って 知的 で 心地 よ い刺 激 と な り 、 泣 か な 生 活 を も た

らすノlミi庄学科の峨として爪ー!日 されることを J9H寺している 。

((1;: ，片悦 ー / ' U h佳 築 設 計 'IC務所)

借地境界線

所 在 地 一一一 生駒市西松 ケ丘 2 番2 0号

敷地面積 一一- 4，932. 83m

建築面積 1，7 30 .45 m  

延床面積 一一一2，851 . 67m

禍造規模 一一- R C、1 F、B1 F

工 期 一一一ー 1996年 10月- 1998年 4 月

最 寄 駅 一一一 近鉄奈良線生駒駅

織 影 一一一 エスエス大阪、 島 修一※

配 置 図 1  :  12∞ 

展 示 室

V 西 側 節 撤





作置彊

Eヨ風

設 計 監 理圃

竹 中 工 務 庖

施 工.

竹 中 工 務 底

甲南大学平生記念セミナーハウス

この建築は、甲南大学のセミナー及び宿泊の胞設として、また、 地

域文化にも貢献しうる文化施設としてやl' 戸市御影の大学創設省縁の

地 にJ 十回 されたものです。

施設桝 ｪ 或は ＱＱ 階のセ ミ ナ一室 Ｓ ＺｩＺ 主及び ＲＶＰ 人収容の大 ｊ Ｚｾ 議 室 と、 Ｒ

|桝の学生とビ ジ ターのた めの宿泊CEがホワイエを悶む形をと ってい

ます。

敷地のもつ歴史と、それがこの辿築を通じて未来へと つ なが ってい

くことをな識して、訪れた 人に光やさ巨などの持つ物迎!的なH寺山! とは

呉な った 111寺の流れ」 を意識させることでこのことを表現できない

かと考えました 。特にホワイエは周辺の景観を遮断して、中心にWi

えら れたシリンダー状の トップライ トで 「をを 切り取 る」 ごとで、

日前とは異なる 111キの流れJ を作ることができたのではないかと J也、

います。

また、ホワ イエにはドイツのア ーテ イスト、へんベル ト ハマ ック

氏の 「色のマ ッス」 による作品を設位しています。設，11段階からの

コラポレーション( 共同作業) によ って、アートと弘I ! g誕が呼応し、

この場を活性化 しています。 ( 竹中工務脂/ 諸 国詰吾)

配 置 図 1階 平 函 図 1:  2000 

所 在 地 一一一 神戸市東灘区住吉本町 2 丁目 29-15

敷地面積 一一一一3，5 7 9 m

i童築面積 一一- 1，0 7 0 m

延床面積 一一ー 1，9 5 0 m

4荷造規模 一一一R C、B1 F、2 F

工 期 一一一 1997年 3 月- 1998年 3 月

最 寄 駅 一 一 阪急電鉄神戸線御影駅

織 影 一一一東出，晋彦 (左頁)、 吉村行雄 (右頁)
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由甲

言ｾ言十 Ｎ

( 意 匠 ) 志村 建 築 設 計 事 務 所

( 構 造) 膏 葦建 築 構 造 事 務 所

( 設備 ) シ カ タ 総 合設 備 事 務 所

監 理・

志 村 建 築 設 計 事 務 所

施 工圃

鹿 島 ・鴻 治 組 共 同 企 業 体

大野石油居本社ビル

敷地は広 Ｑ［ 占城の 北 西て一、同 ｦ ｊｉｉｉ は太 川川 に ｉ Ｈｩ￭ し ており必 川 の ＱＧ ， ＧｾｊｾＧＱ ァハ

ートに辿なる位位である 。 大 ｾ Ａ ｲ グループはガソリンと、 ｌ ｐ ｇ スタン

ドをごたとする業務の会社で、創立50周年を機に木社ビルを新築する

ことにな った。|鋒緩する内向稲前公I. i J l の. t I f 搬と、ガソリン、 LPGス

タンドにあ， ｾ ￩ｬ 、て設計することになった 史噌として、事務部川以外に、

コレクションの小機良刑判伯の絵画の収Ji:&.1曜とバレーポールができ

る体育館があ った。 11析と 21析を '1j::j')5ft1SI" 1とし、 3階に収』・&11在、 411皆、

5 附 に 体 育 館 を お さ め る こ と と し た
、|三

l師は体育館の鋭校から決め

た3Om X18 mの矩形 l二、弓j 阪の| 併段と説的のコアが接する j杉とした。

ｊ＼｛Ａ形、 ｉ ｾ ｲ Ｈｩ￭ は Ｔ ＴＺの柱でボイドスラブの ｉ ＢｴｩＺを支え、フレキ γ ブルに 川

仕切り ができる椛造になっている 。 体行官 ￎｾ の回線はバレーポールに

必:r! l iな Ir: IJ さを際保して、鉄'1'1' とタイロ y ドによって軽やかにセIIJI を

創 って いる 。 Ｍ［［ｵ 気設 備 では氷 ＮＨ［ｊｾ 熱を 利川 し、収厳ＯｏｩｉはＧｴ￮Ｑ Ｄｍｴ 恒似の空

調 ［ｾｦｬｩｮ をそなえている 体 育 館 は |こl然換気と採光が卜分にとれる 1; ト1

1- 1部を設けている 。 外rr.llは( +fi'古fi の J;l-lUとタイルの外壁とが Itll[ (ji を

なして、スリ y トのカーテンウオールとともにシンポリ y クそびえ

たち、 ｩ ｬｬｲｪｩ ｾ の既存の立ＮｉＡ築 ｉ ｴｙ ｩ に車 ｲｲ たなぷ↑Ａ＿をＩｊＱ Ｑ えることができた 。

所 在 地 一一一 広島市中区西白島町22番 32

敷地面積 一一一2，919.44rrl

建築面積 一一一 665.50rrl

延床面積 一一一2，825. 22rrl

4荷造規模 一一一 R C、5 F (一部S )

工 期 一一一 1997年 8 月- 1998年 3 月

最 寄 駅 一一一 7 ' ストラムライン械北駅

j量 影 一一一 フレ y ソンス空ジオ矢野勝偉

( 忠村公夫)

断 面 図 1 ・800

ーう

1 階 平 函 図 1:  800 

? リ ナ

マ夜 景



拠点/ 領域の可能性

設 計 A R C  UNI T  S T UDI O 

丸谷勝也

阪神淡路大震災の復興住宅としての提

案であ った。建築物の再建はもちろん

のこと心身の再生、イ主み続けることの

気概や夢をもう一度奮い起こすために

は何が必要なのかを考えた。

最も「処点としての居場所j の確保が

必要な時期での計画案であ ったが、情

報の扱い方、温度差の違いなどの問題

もあり、このプロポ ザ ル は 必 要 と さ

れなか った。

そして、時や場所等の状況は違えるが、

「鎚長/ 事局或」の可能性を秘めながら 、

このプロジェク卜は継続されていく 。

口Re-Site HOUS E/  1998.Hyoug口

実現した復興住宅である。拠点づくり

だけでなく 、領減化した敷地を再精築

し干爵霊的に心身の再生を計ろうとした。

口C AGE HOUS E/  1997. 0saka 

被災地ではなく、現実的な都市型併用

住宅として計画された。 その高密度化

した「拠点/ 領域」は 、重層して展開

される。

口Lodgi ng 02/  1997.Gunma 

非住宅の中でも比較的小規模な宿泊施

設の計画である。人と人との距離間や

接触頻度で各々の 「拠点/ 領域j が可

変であることからこの類型への変換が

可首Eにな った。

これらは 、各h の結果としては違って

見えるが 、 「環境J (人工の) として

はそれ程の差異はなし、。むしろモノ (建

築) としては等価かもしれない。 しか

し、 防局或J が人の行為を誘発し「拠

点J の可能性を拡張するのではないか

という仮説は 、様ノ守な有効性をも って

いると考えている。

1960 大阪市生まれ

1983  京都府立大学

生活科学部住居学科卒業

貴 志 雅 樹 + 環 境 企 画 室

1990 A RC  UNI T STUDI O 設立

1992 京都府立大学非常勤講師~

1993 平安女学院短期大学非常勤講師~

影ー告白巻 豊※

企画編集一秋山 茂 (作品作風1) 委員会)
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ピチレプ ，ｉ Ｚｾ に ｩ 佐ぷｪＡ ｊ ｉＨＭ ( フィジー) ｾａｈｩ ｾ＠ Ｎ ｈｾ＠ .f ，j- : ;宇治

ＱＡＡ ｜ｬｬｊ ｪ ＨｩＱｬｦ に投げ ｉｉｾｉ したからだを激しい太陽の熱でおおい、 何 もせず放心した心

地 でいることを請してくれる夏は、催しい。 それなのにいつの川 にか、私た

ちは太陽の匂いを忘れてしま った。

n 'l j' ((J( J に白然から遊離していく 小で、 それでも私たちの干fイf を支えてくれる

j 1r  J;i' には、 f ども H寺代の JJ;uf ¥l ; ; ( がある 。 いまの f どもたちが将米、自分たち

の J)j (}jf¥U;( を思 ったとき、 Mが伐るのだろうか。心をほえ、分り合おう とする

術を持たない子どもたちが 吻 えていることと 、 ｉ ｾ ｉ 然と交信する機 会 が減 った

ことが、 1!! 引刻イ系とはJ41えない。

これではいけないと、 l土l然 素 材 を せ っせとえ1 f 主義に取り入れてはみたが、それ

あっ

らはもはや製品でしかなく、ノ|三命材料としての熱さはない。

駆けまわ って いた ｲ･ ＡＱｾ少年たちは、もう ｾ Ｉｓｴ ｪｨ ￢ っ てくるだろうか 。

ｰＧＭ￬ＩＩ ｊ 公千子Ｈ編集委 ｾＮＮｬ )  
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社|会|のlM

都市格を高める

三条件と三要件

文化のスト ック、景観の文化性、発信する情報、アメ二

ティ、セキュリティ、ヒユーマニティを備えた都市を構

築すべく 、多くの人びとの思いと営みを共同させたい。

人間に絡があるように、都市にも i怖がある。その絡を古l¥diA告と 11干

ぼう 。私は拙著 『含基都市へJ (1986{1三刊) で大阪の者1¥市桁がなぜ

京阪神 三 首 Ｑ ｜ の中でいちばん低いのかをｾＧￎ ｉｅ 的に明らかにしたつもりだ 。

その後、古1¥市絡についての論議はいくつかなされ、大同正文大阪

商工会議所会頭の 『都市格について j で、いかにして大|販の占l¥dJ絡

を高めるかが今日に及ぶ謀題にな ったのである。

余談ながら、人絡者であるかなL 、かの条件はただ一つ、すなわち、

教誌のありなしに尽きる 。人間にと っての大切な資質は、善悪を見

分ける力を持っていることであろう 。人絡の高低に学歴のありなし

はいささかの関係もない。

人絡に教主主が問われるように、t i ; I ¥rll 桁を格づ、けるのはく文化〉の

ありなしにやはり尽きる 。文化、といってもこの際の概念は広L、

私は古| 時絡を高める文化の1%剖として次の三点を指摘してきたものだ。

①文化のストック

②景観の文化性

③発信する d情報

①の文化のスト ックには伝統的歴史的文化、あるいはぞII版文化財

はむろん、後位に残す現在の文化も合む一切のスト ッ夕、その質J4

の盟富か否かを問うのである 。

②の景ー観の文化性とは、自然環境の長しさを第一義に、t i ; I ¥di 的現

代的景観に併せ、観n・に耐える美観を全体として捉える 。

③の発信する J情報とは何か。どう L 、う都市も全国、全世界に情報

を発信している 。その内容の快・不快に郷市の絡、あるいはグレー

ドは左右されるのである 。

都市絡をづ| き上げるために経済を活性化させねばならない、と説

く人がいる 。が、者1¥市格と経済) J には関係がないことをこの| 緊強調

したい。経済力の強さが者1¥市絡を規定するなら、東京に次 ぐ第二の

経済的実力者1¥市 ・大阪は「がめつL 、J や 「ど根性J rど派手J に 「ど

ケチJ などの不名誉で、芳しくなL 、評され方をされなかったはずだ。

あるいは、第二の大阪ともいえた重化学工業都市 ・尼崎市が、や1
1
戸

，U  

人から 「尼j 、とある極の郷J散をこめて呼ばれることもなか ったに

ちがいない。西宮市や宝塚市が 「丙」、「セJ などとけ っしてH手ばれ

だろうか。

立命館大学教授・「上方芸能j 編 集 長

木津川 計1きづがわけい)

1935年 10月生まれ。

文化庁芸術祭 ( 演芸部門) 審査副委員長 、大阪文

化祭賞審査員 、上方お笑い大賞審査員 、読売テレ

ビシナリオ大賞、広告電通貨審査員 、川西市生涯

学習短期大学学長

NHKラジオ「ネ y 卜ワ- ? かんさい」レギュラ一。

主著に「文化の街へJ (大月書底) r上方の笑いJ (諦

該社現代新書) r含釜都市へ J (神戸新聞出版セ

ン合一 ) r人間と文化J (岩波書庖) r生き甲斐の

ゆくえ J ( かもがわ出版) ほか多数。

都市格を計るに、経済)J は日リの次元の指標と EI3 しt げる。すなわち、

青1¥干11Aちと都市力は区別されねばならないのである 。

都市力とは、その部 rli の工業生産高や流通高、雇用|吸収力や相税

収入額なと経済指標を 1:11心にした都市の活力を指すのである 。

都市力の強い古1¥市や同家が文化の絢畑たる花を咲かせることはむ

ろんある 。国内では伏見桃山H寺代や元禄時代の京都、ヴィクトリア

ザ| のイギリスなどがどれほどよH古らしい文化を生み出したかを1:J:l"包

すれば卜分だ。

思想的には強い都市力が高い都市格をもたらすことではあるが、

! 主化学工業都市が高い郁rli 絡を示した例を私は寡聞にして知らない。

が、経済都市の目棋が屯厚長大の重 化 学工業から ｬ 経小 ｾｦｈ 苛な 知識集

約型産業に移行したいま、新しし、音1¥市力が高い者1¥市絡を形成する要

因になる可能性は大き くなっている ことも確かだ。

liI ¥1打絡とは何かの私兄を述べたのだが、近年、 私は別の初白主から

新たなー虫干|ニを加えねばならない、と考えているのである 。

新たな要件とは、第一に、 1980年代以降の都市目標である くアメ

ニテ ィ〉 のありなしである 。

第二は、阪神 - 淡路大23災以降、どの都市にも共通の課題とな っ

た防災対策、すなわち、 〈セキュリティ 〉が追求されているかどうか、

である 。

第三は、神戸市須磨区の“ 少年A" がひき起した犯罪の重大性を

思うにつけても、者111打や地域には くヒューマニティ〉が線づき、広

がらねばならなL、

都市の機能性が高度化する。さらに、梯佐な都市11' uJ i ! Hも生じてくる。

L 、きおい都diA告は何によ って定まるか、も多様にな ってくる 。

そこで、まとめる 。t'i' 1¥1打桁を高める三つの条件任沼 ゆに加え、新

たに付与する要件として、アメニティ、セキュリティ、ヒューマニ

ティを措定する 。

上の三条件と 三要1' 1二を耐えた都市を乙そ私たちは梢築すべく、多

くの人びとの思いと常みを共同させたい。

強襲と社会 ・1998.8 19  



AR CHI T E CT's  E Y E  

関カ亙れた学校と閉ざされた住宅

杉山 茂一

先月号に 11茅lざされる住宅」 というタイトルで、千葉の拡張

の新住宅地 についての批判的な所見を述べた。一方、ここにつ

くられ た打瀬小学校と L 寸 学校は、住宅地との対比で大変而白

か った。 この学校はオー プ ンプ ランで、内部空間の分節や室 内

と戸外の関係など、なかなかよ くできている 。 そのなかで、と

くに私が面白いと思 ったのは、この学校が周辺に対して全 く開

放的なところである 。

打 瀬小学校には、敷地のまわりに塀が一 切ない。校舎内はと

もかく、校庭などは出入り自由で、街路から綬業の様子 もうか

がえる 。 これは閉鎖的な住宅都と際立っ た対比 を見せていて、

住居」詳を 何 街区か通り過ぎて 学 校の ｉ ｾ￭￭ に来ると、ほ っ としたも

のである 。 この対比 は意図されたわけではないが、住宅地 と学

校の関係について示唆的なものに感じ られた。

私はこれまで、住宅も学校も、も っと開放的にと考えてきた。

現状ではどちらも閉鎖的にすぎるか らである 。 しかし、幕張の

ようなかたちで学校の開放性を際立 たせるのも、 地域のコアづ

くりとしては面白いのかもしれなし、。だからとい って住宅の閉

鎖化 が好ましいとは考えないが、アーノ f ンデザインの問題とし

ても っと掘 り下げてみたい気がする 。

わざ

古都の歴史のなせ る業

大阪市立大学工学部建築学科助教慢

梅 原 良 矢

春に京都の大学 で非常勤訴師 をしていたH寺、課題の敷地 を北

山通り近辺に各々自 由に選んで、もら った。十受業の後、 学生の計

画怒図を確認しながら、私ならこう考えるのだが等 と惣像しな

がら敷地 を散策するのは結構楽しい経験で あった。

ある夕方、植物園のまわりを歩いていた ｈ 寺 、 Ｑｾｬｏｏ ｉ ｉ の 川 辺で、

これま でに経験したことのない光来 が広が っているのに目を止

めた。以前、 御所の月華門 から、人の去った後の誰もいない紫

震殿の雨庭を見たH守、空白の向 こうに広がる東山の美 しさに怠

を呑んだ記' 憶が有るが、それと閉じ様 な感動 を自然に対 しで|泣

えた。夕方の光の 中、川 を挟んで人々が散策し、速く 橋 の続く

光示を見ていると、そのスケールの縦大さに古都 の美 しさとは

こんなに凄いものかと思 ってしま った。

その後、機会 が有る度、上賀茂、下賀茂、 宝ヶ 池方面へと 疎

- * に沿って多くと、日常的 にこの古都の街がいかに水の流れと

体化 しているかを知って、不思議な感慨 を持った。理性とし

ての碁擦の自の中に自然としての川 が悠々と蛇行する光景 を見

ていると、 確 かなものの中に不確 かなものが訓 り込んでいるは

ずなのに、この よ うに調和 して見る者を感動 させるのは、やは

り古都の歴史のなせ る業なのか。

坂倉建築研究所取締役

20 蟻築 と社会 ・1998. 8

マイホ ームづくり - (2) 

増田 繁治

建築を宏、した者にと って、マイホームを自分の子でつくるこ

とは、生涯の夢であり、是非とも 実現 させたい仕事である 。私

の場合は、そ れが30代 で実lJ 'i できたのであるが ー・・ ・・伝大の謀題

であ った土地 の磁保の目途が立っ たのである 。

正確には、父が神戸市北区の山奥に、資材置場として購入し

ていた土地、 50坪の使用の討しがでたのである 。間仁18 m 、奥

行21mで、少 し 劉|ヲした! 慢の羽未のような土地である 。 プランは、

夢の実現に向けてこれまであたためていたものと、ある先輩の

総 2 階建て住宅を参考にして、 パ ートナーと論議を重ねるうち

に回の字型を少し変化 させた平而プランにまとま ってきた。f史

L 、JI券手の良い台所や、 iffi り矩健のある茶の間 を中心にして、木

造 2階建て、 1∞m
21

の方形屋恨のi'&ci -Iーが出来上がった。積算をし、

建設資金の目途をたてたのち、父の知りあいの工務庖に工事を

↑刷質した。約 5 ヶ月で工事は完成し梅雨明 けの 6 月末、公営住

宅 から新居に引 っ越したのである 。繰に囲まれたすこし寂しい

所であるが、下界より、 2 、 3 度温度が低 いため、快適な最初

の夏を過ごす ことにな った。植栽については、近隣の造園業の

植木畑 にあ ったカリンの木、 3 本を 中心に翌年の 3 月に植えて

もら った。 その木が成長した現在、沢山の突 をつけるようにな

り、我が家は γ 日早j奄' とな っているのである 。

兵庫県都市住宅部営絡課長

京 ・散策“ 薪能"

浜崎 彰

6 月 1 日の夕方久しぶ りに平安神宮 を訪れた。京都の初夏の

風物詩である“ 京都薪能" を鑑賞'する為である 。従来能楽堂 で

淡じられている能は、 閉鎖的排他的な印象が強いが、こうした

野外劇の形にしたことによ って我々にと って身近なものとなり、

今 日の能ブームの火付け役とな ったようだ。

舞台は門 を入 って正面大極殿の前に設置さ れ、観客席は簡単

な桟敷席 と椅子席が用意されている 。 この 日は悶の心配もなく

心地 よい風 にふかれ、東山 を|眺めながら 開演を待つのもなかな

かいいものである 。 あちこちに外国人の姿 も見ら れ る。

最初 の能は まだ明 るいさをの下で演じら れ る。内容がよく 理 解

できないまま 一番が終わり 独特な雰囲気に浸っ ていると、来賓

の挨拶とやらで現実 に引き 戻 された。次はい よいよ火入式であ

る。数ヶ所に組まれた薪に火が入れられ、あたりは一段と幻想

的な雰囲気に包まれた。タ|品lの 中やがて二番目の能が始まり、

待火に照らさ れ浮かび上が った舞台と平安神宮の朱色の社殿 が

幽玄の 世界へと導く 。次は狂言 の舞台へと変わる 。難解 な能に

比べ言葉動作も よ く分かり、周りからも笑いが聞 こえる 。最 後

の 能 ( 切能) が終わ る頃はすっかり夜も更け、あたりは其っn音

である 。極上の授沢を昧 わ った満足! 惑を胸 に帰途についた。

清水建設大阪友活設計部部長

建築 の眼
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建築設備の維持管理は、建物内外の環境保全を目的とし、単に設備の維持だけ

でなく、設備の機能を生かしながら、効率的な運用を図る活動である。

建物は、設言十、施工の段階を経て、維持管理側にノて卜ンタ ッチされる。建築設

備の設計や施工は、建築コス卜のバランスや意匠上の調整を行い、省エネルギ

ーの手法の導入や維持管理の良さを考慮、しながら行われている。

建物竣工後、重大なクレームはすぐに顕在化し、その情報は設計者や施工者に

フィー卜‘ パ ックされ、改善や改良がなされる。 しかし、多少の不具合なことは、

維持管理者の技術と努力で、それなりに維持管理されているのカ現状であろう 。

今回の特集は、多少の不具合なことにスポットをあててみた。実際に維持管理

業務を行っている方々に、現状設備の維持管E旦との改良煮や今後の維持管理の

あり方について、執筆をお願 いした。 これらの意見や提案が、維持管理のしや

すい建物を建設していく上で、設計者や施工者の参考になれば幸いである。

設備介科会・山根敏和

• 
総 論

ビルメンテナンス業の課題

• 
各論

維持管理者から建築設計者へ

設備管1呈ヒの諜重一不具合事例と解決策ー

最新のピパ答理手法

メンテナンスに必要な資格と技術評価

• 
メンテナンスよもやま昔話

カパ舎の水質と透明度天王寺動物園

24時間の飼育水管理海遡官ー

人工芝の巻き取り 大阪ドーム

遊戯施設のメンテナンスーフ工ステイノてj レゲートー

埋め込まれた航空灯火関西国際空港一

本t. ' J' ;!j主企J]!! I

安江貞夫 Ｏ 梶 ぅ 井 宏修 Ｏ ｩ 可 ￬ｾｴ 隆之 Ｏ ｅＡ｝ノＺｬＱｬＱ ｮ 幸Ｏ 凶同道統 Ｏ 野口太郎 Ｏ 椀 内 ー 失 Ｏ 桝井 Ｍ ｮ 際 Ｏ 水谷 jヰ/ 村上幸三郎/ 谷津和久/ 111機敏手11

(紛大阪ビ/ レメンテナンス協会



総 論

ビルメンテナンス業の課題

安 江 貞 夫

動丘、建築業界でもフ ローからストックの時代い、うことでや刷勿

の対俸制呆全に対する関心が高まり、ビノレメンテナンス業務面からの

問視供の場カヲくなっている 。 その寸列として、本誌に樹高する

機会が得られたことは喜びにたえない。

何分、常日頃からテ守ータを蓄私せず、研究も体系化、 kfl 織化され

ていない業界だけに、以下は断片的て、、個々人の主観のみの読み物と

なっているが、今後の車間寺保全への共生の糧になれば幸甚である 。

ビルマネジメント業務

建物の維持管理( ビルメンテナンス) とは

一般によく知られているヒツレの仕事としては、ヒツレの清掃( 員) 、

保安警備( 員) があるが、地下の樹成室などの建築設備を運転管理

してし、る技祁描集団がどノレ管理! の中心となっているケースは多い。

ここに「ヒツレ( 建物) の創出t管理業務」とは 「完成した建築物の目 的に

沿った方針に基づき、建築 ・設備の機能を適切な状態で発揮させ仰i

値的制する管理活動」と定義したい。

「一床 ・天井・内壁

トートイレ・洗面所

建築物内部清掃一一一寸一一ブラインド・照明器具

」ーエレベータ ・エスカレータ

「一外壁・窓カ. ラス・サッシ

建築物外部清掃一一一十一屋上

L ー建物外回り

空気環境管理 一一一一寸一一 空気環境測定 l  

L ー空気調和装置の清掃|

「一貯水僧清掃

給水管理 l  水質検査 |  

」ー給水管洗浄|

「一排水権清掃

排水管理 ;  湧水徳清掃

トー 浄化僧清掃

」ー排水管洗浄

害虫防除 ねずみ・昆虫等の防除

廃棄物処理 ゴミの収集・倣出

「一受変電設備

卜一屋内配線設備

電気通信設備一一一一一トー照明設備

トー非常用発電設備

トー電話設備

」ー蓄電池設備
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昇降機設備 l  エレベータ

」ーエスカレータ

建物構造部の点検整備

建築設備の点検整備

警備業務

防火防災業務 一一一

駐車場管理

受付 ・案内

エレベータ運転

電話交換

メールサビス

図 1 ビルメンテナンス業務 (全11，1ピノレ メンテナンス 協会資料より)
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同義語として「ビノレメンテナンス業J

は、産業分類 「建物サービス業J の中

に呼称されており、また建設省を中心

に、「建築保全業務」ぃ、う l呼称のもと

に、設備保全のみでなく清棉な E の環

境保全を含めた広範囲な業務を展開 し

ている 。

図 1 に、見聞寺管理業ニピノレメンテナ

ンス業として、その業務内容を示す。

ピルメンテナンスの沿革

欧米では 100年以し仁の歴史があると

いわれるピノレメンテナンス業て、あるが、

わが国ではl以後、米国大使館をはじめ

として接収された建物の洋討帝業務を民

開業者に委託させたのが、本格的な業

の貴台まりでやある 。

昭 和30年代に入って建築ラッシュ

と新素材の採用に伴い、米図式の清掃

メンテナンス方式を中心として市場が

急速に拡大 し、また、昭和40年代に入

り 「建築物における衛生的環境の石制呆

に関する法律J ( 通称: ピノレ管法) の制

定により、 ピノレメンテ ナンス業が公的

に認知されてきた。

このように清帰業務を 中心にビノレメ

ンテ ナンス業は拡大するとともに、設

官;t 管理要員費の削減から外注化へ、ま

た機械主行) f f j の発展により保安員から院

側j員と して の外注化へと、次第に総合

メンテナンス t してのビノレメンテナン

ス業へ質的に変革してきた。



図 2 技術変遷とビルを取りまく現在の課題

この業務の拡大の背最には、 図 2で示すような建築設備の技体' f i ! X

革がある 。特に設備管理技術は、各機器の職人的専門家集団から総

括的マオ、ージ、ヤ ー集団へと、その中心が移ってきた。

最近の重要課題

私たちヒツレメン各社のコンセプ卜の多くは 1'1対座、安全、 4住主的

な環境の提供をj であったものが、事丘てやは 「地球環境に優しく、

適切な管理由て¥高い品質のサーピスをJ い、うコンセプトが加わ

り、各社のli 攻略が織変わりしつつある 。

このような社会的ニーズの変化を、話題となっているテーマ( 課

題) で紹介しよう 。

(1 ) ビル内環境衛生管理

ピノレ管法、労働衛生法、水道法等のガイダンスにより、諸外国に

較べ、わが国の室内環境は良好な状態を対惜しているい、える 。

しかし、シック ・ビノレ症備砕をはじめ、新たな衛官管理上の謝迫

力主発生し、その対応に迫られている 。

その一つが、開放型冷却搭系て、、発生したレジオオ、ラ菌によるシッ

ク ・ヒツレ症候群( 在郷軍人病) である 。品丘、 この掬丙は給湯機系

などのj昆水系でも発生しており 、 きめ細ヵ、ぃ換水処理て、、対処してい

るが、その実態の究明が待たれるところである 。

次は、病院の院内感染防止のために、清帰 ・消毒 ・医療廃棄物の

処理など一連の作業システムが制度化され、医療機関 ・ピノレメン業

者とも E も取 り組みを始めたが、焼却炉か ら発生するダイオ キシン

排出量の調査など新たなｾＪＡ温も発生している 。

いずれにしてもふ、分煙な ε

環境つづ守〈 りに?常常品首. に努力する L必必必必、要カがずあるム。

(2) 環境保全とビル

地3純襲境保全のための京都会t義以来、地羽近且| 暖化防止 ( C0
2
排出規

制Ｉが国家的訪♂ ｾとなり、 一 方、企業では ｉ ｓ Ｐｬ ＴＰＰＰ の取得が盛んで、

あ ん そ こで、地主蹴境保全い、消極にヒツレ管理の立場で取り組

むべきテーマを以下列記する 。

① COJ サ策としての省エネ ・節水対策の提案実施

廃葬/¥手IJ 用などシステムのリ ニューアノレも含めて、現状ていの実態把

握からの取り組みが重要。

② ヒツレ内から 出る廃棄物Jの減量化 ・リサイクノレ化のための取り組み

ゴミ の分別 ・リサイクノレ化は、テナン卜 ・処理業者を含めた寸E

のシステムの一翼と して、ピノレメン業 としても 重要なテ ーマ。

③ ヒツレ内ヵ、ら 出る有害 もしくは環境破壊要因 となる物質の抑制

アロン使用機器の代替促進、 P CB の厳正な保管、ボイラ 一等の排

煙 (CO、NO
x等) 適正管理、排水処理の適正管理に加え、あらゆる

洗浄時の羽|寺夜も管理の対象 t なる 。

その他、 レベノレ ・項目の大小はあるが、 ヒツレへ入る エオ、ノレギ一、

ヒツレから出る廃棄物の地現法案境負荷を定量化するシステムづくりカ
f

該l題である 。

(3) 帝樹寺管理コストの削減

L  C  C  (Lif e  Cycl e  Cost) の概念及び研究討説への取り組みは、

かなりの成果をあげている 。 しかし、不況い、われる今日、オーナ

ーテナン卜の要望は自の前の管理コストの削減である 。 しかも築後

20数年から最新ビノレまで、ハー ドは変わらずとも 一律の要望である 。

これに対応すぺ〈 苦慮している のがピノレメン各社であるが、その一、

こ を紹介しよう 。

・高度制御システム導入による省力化 ・省人化

目新しい手法ではないが、 BAS ( ピノレ ・オート メー ション ・シス

テム) 導入による在来ピノレの省力化、 z官 邸111降Il 化がある 。 これに加

え、遠隔制御民祝システムを導入しての無人化( 省人化) は、コス

ト自IJ i.臥カ果はより大きい。ただし、無人化となると、①常駐翻先( 電

気主任技手J i I老やボ、イラー技士) 、 ② テナン卜 ・サービス( 管球取り替

えな1::")、 ③非常時のリスクな E を考慮する必要がある 。

・省エえ、ノレギーへの取り組み

照明2長具の省力化、空調用ファン ・モーターの制御、 エ レベータ
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運転台数制笹j I など、部分的なリ ニューアノレが盛んである 。

そのためにも エえ、ノレギー消費実態把握( エオ、ノレギー診断) 分析評

価と、改善提案への取り; 且みが必要て、ある 。 その上で、実施後のメ

リットに対する ヒツレメン側へのメリッ卜配分があれば、より積極的

に推進可能となろう 。

Ｎ整備 ・ 改修 Ｎ ＱＭｾｾ等を含めたト ー タノレ管理による コ ストダワン

診断から始まり、中 ・長期的な{ 麟普 ・改修計画立案をピノレメン各

社でも行っている 。 ここに L CCを合めた FM7え、ージ、ヤ ーの領域

を目指すヒツレメンが、常日頃の管理データや負荷状況を基に総合的

に立案させ、その後の管理コス卜低減にも責任を持たせることがコ

ストタ守ウンになるはずである 。

. 仕線変更等によるコストダウン

清掃などでは、新しい作業方法、仕様変更によるコストダウンが

行われている 。設備についても、法的に定められている点検 ・整備

( 受変電設備、ボイラ 一等) も含め自主的点検の周期の最適化 (多

くは周期の延長) が必要である 。 自己診断内蔵システムや、連続し

た運転状況データ処理により、点検 ・整備l刑制が算出可能となって

いるからてザある 。

(4) メンテナビリテ ィの研究

建設省をはじめ全国ビノレメンテナンス協会にも、メンテナンスの

しやすさ、すなわち作業性と故障事例から企画|・設計 ・施工段階へ

積極的に提案しようとする研究会が発足し、各ビノレ管理者にアンケ

ー 卜調査を行い、まもなく結果が発表される予定てある 。

後J 1! l の、点検 ・整備上の不具合な個所や事故例のレポート では、

その主旨仁沿って、現場の経験からそのーイ列を述べる こととした。

ピルメンテナンス業の目指すもの

先般、ビノレメンテナンス業の全国大会が大阪で開催され、特別講

演の中てや、設計者の立場から IC0
2
問題J と 「サステーナフツレ・アー

キテクチヤ ー : 自然との共生を目指す建築物J が今後の建築設計の

課題であるという提言があり、今後の ピノレメンテナンスとしても、

環境保全に対する取り組みの責任と重要性を痛感したと ころてある 。

先に述べ t-:i知 工の重要課題を合め、経営上から今後取り組まねば

ならない事頁として、次の項目が考えられる 。

(1 ) 提供業務の品質 ・責任の明文化と評価

提供業務については、契約書 付士糠書を含む) にあるように思え

るが、 「いつ何 をするかJ のみであり、その業務の品質については明

らかではな い。例えば、故障が発生した場合、定められた手)1頂で行

っておればその責任は問われない。本来ならば予防保全とし、う立場

から事前の処置や提案の有無をもって、 行喋の品質 t 技術力を矧illi
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されるべきでーあろう 。

要は、人材ガ陥町、はなく、請負として責任をもって主制管理を行

う立場を明確にする 必要があろう 。 そのためには、設計者および施

主の意図他画書、取扱説明書など) を十分引き継ぎ¥定量化でき

る目桜値などを管理目標とするシステムづくりを行い、業務評価の

手段にできればと思う 。

(2) 運営データの有効活用を目指して

設備管理業務では、多数の記録をとり、報告、保管を行っている 。

しかし これらのデータ( 運転記録、点検記録など) のうち、水道光

熱費に関する検針結果は経理上の支払い、請求に関係するので、毎

月、累計などで予良告し、オ ーナーのチェックを受けているが、その

他の機器データはほとんどm龍されているのカ理問犬である 。

今後は、これらのm鼓されているデータの有効活用が必要である 。

特に改{I芸計画や投資などでは、省力化度や効率低下度などが重要な

判断資料になるからである 。 この ことが、 FMマオ、ージ、ヤ ーや、ピ

ノレマオ、ージ‘ ャ 一業務への拡大の第一歩となる 。

(3) 人材の育成は7)<.)童のテーマ

各機器の保全のための高度な技能 ・技術を習得した専門家( 多く

はメ ーカー) と、各機器の保全についてはプロに任せ、点検、整備

結果と運転状況を1到拝、把握してピノレ全体の管理技術を提供する集

団とに、二極分化するであろう 。

多くの ビノレメンテナンス会社は、 どちらかといえば清婦、瞥備な

どは前者、設備管理は後者・の例が今までは多ヵ、ったが、今後は設備

管理! 技仲南ーも二極分化 し、それぞれを分担し、会社としては総合管

理からオ ーナ一代行まで行う企業が市場を制鞘する ことになろう 。

そのため仁は、メ ーカー並みの専門技術者占の教育 ・育成と、ピノレ

経営から管理全般にわたる |幅広くしかも将来まで運営改修の計画作

成が行える コンサルタン ト能力の教育向上が必要て、ある 。

むすびにかえて

以上、建物の網寺管理をする立場である ビノレメンテナンス業の概

要ぞ述ぺた 。 ｾ Ｚｦ 断管哩者は建築物の企 ｼ 百 ｼ 、設計、施工い、う建設ス

テージよりも、号 |きi1主し1&のヒツレオ ーナーやテナン卜をサポー 卜す

る立場の意義が高いのは事実であるが、 LCC を考えると、建設ス

テージ関係者との情報交換がぜひ必要である 。

このことから、次の各nI抗、、はピノレメンからみた不具合司酬を中心

とし、 F Mのーイ列、ヲ|き継ぎのあり方などを紹介する。建設ステ ー

ジ関係者の参考となれば幸いである 。

( やすえ さだお制宣伝; 人大阪ヒソレメンテナンス|附 仰 1  

近鉄ピノレサービス株式会社代表取締役専務/



錨〆

維持管理者から建築設計者ヘ

玉 谷

管理会社の業務は、現状てやは引き渡しを受けて運用管理に入る 。

ヒツレカf抱求し運用管理に移行するとき 一番犬切なこ U ; t 、新築|埼の

設計思想や意図が正確に管理者に号 | き継がれることである 。管理者

は、その意をしっかり受けとめ、 H寺の経過とともに変化する諸々の

要求に自在に対応していかねばならない。建築主、設計者、施工者、

管理者は、よく意思の疎通をはかり、状況認識を共有し、互いに協

力してヒツレの長命化をはからねばならなし、。

建物引き渡しを受けて

ヲ|き継ぎ|時点の検分は、 どんな狙いて建築され、 どのような車問寺

管理を要求されるかを明確にし、関係者が同席立ち合いのも t に、

狙いどおりに機能するか、要求どおりの維持管理を行うに支障はな

いかについて行う 。 もちろん、 この限られた時間ではチェックしき

れないものや、シーズンはずれのためチェックできないものもある 。

これらについては日を改めてチェックする 。不者1I令が発生した場合

つぷさ

には、その原因を具に調査し、責任の所在を明時にするとともに、

互いに誠意ある対応が要求される 。管理会社は、 Jj 包設j阿賀責任保険

を付保し担f呆して L、る 。

引き継ぎ時の書ま買には設計図書、竣工図、施工図、機器完成図、

ｪｬｩ ｬ搬成Ｊ ｾ責表、取扱説明書、官公庁関係届出、許認可劃空、予備品リ

スト、鍵リスト、関係者緊急迎絡名簿等のほかに、長期保全計画書、

保守点検制主及び要領害( 標準的な交換部品の取り替え周期や価格

なども記11戎) 、電気 ・ガス . i由・水の予想、使用語L計算書、管: El I L ヒ弘132:

すべき特宅己:J:r，; t頁を記 した苦手頃などをぜひ加えていただ きたい。

建物が区分所有ピノレの場合には、所有区分、専用共用の区分を i明

確にした図面や文書、及び費用負担の方法や害i I 合などを明記した文

書をいただきた い。

ピル運用管理の拠点

管理者の詞怖は、 居住者へのサービス( 快適性 ・利便性 ・安全性)

とランニングコスト( 経j剤企) とのバランスをし、かにうまく t るか

にかかっている 。管理面への配慮がよく行き届いている建物は、効

率よく管理が行え、 LCCの多くそ占めるランニング コスト の引き下

げにも効果があり、良質な管理念実現て3 る。

運用管理上、作劇二の効率性、安全性への配慮は非常に大切であ

る。 ピノレ運用管理の拠点て、ある管理諸室の合理的な配置と広さの確

保は、効率化の原点となり重要な意味を持つ。

管理諸室とは、防災センタ ー ( 中央監視室 ・保安室) 、清掃員控

室、更衣室、シャワ 一室、便所、湯沸室、仮|眠室、ゴミ置場、倉庫

などである 。各居室は、報峨スペースのほかに事務用品や点検記録

進

用品広報告書な E の用紙類及び書事事や図面などを収納保議= するスペ

ースが必要である 。例えば清J需員控室は、清掃対象面積が10000m'

のオフィス ピノレてやは、拶日先及び更衣スペースを兼用して 18m' くやらい

の広きが必要である 。 また各倉庫は、用途別にその使用目的に迎合

した場所で、樹刈呆管する資樹4、物品などの数量、寸法、形状を

よく調査し適切な広さを佐保する 。台車や脚立、養生シー ト、 土の

う、清掃用機械工具、子姉品( 蛍光管など) 、消耗品、計測器、図

面など種々雑多な収納保管物がある 。清掃用資働材倉庫は清掃員控

室の近くに設け、延床面干l nOOOOm'の賃貸オフィス ビノレで床イ土I: J f が

タイノレカ ーペットの場合だしその広さは 11m' ぐらい必要である 。

蛇足ながら、その他首班、いただきたいZ糊を羅列する。

・人 の 蹴j誌と、業務用、工事用資機材の搬出入経路との交錯整理

• i約三点中: 食整備を安全かつ容易に行えるスペースの硝呆と対策

・貸室内立ち入りを極力なくし、共用部から保守点検が行える自己慮

. キーボ、ツクスやカ ー ドシステムの採用による入退官官の自由化と省

人イヒ対応、

・清掃の作業効率を考え、洗浄方法が異なる仕上材の複雑な組み合

わせ使用をさける

・保守用コンセントや作お刊水栓を適所に設ける

. 館内通信連絡システムを装備する

設備更新に対する自U患の良 しあしは、 工期、工事費、入居者に大

きく影響してくるので、入念に検討してお いていただきたい。

効率のよい管理システムの構築

ヒツレ管理者は、 システム全体を最良の コ ン テ ｖ ションてや連 ｾｩ 去する

ことを心がけ、エオ、ノレギーのf県駄を見逃しではならな い。効果を検

証するためのデータ収集が必要で、計主主総などの適切な装備が不可

欠となる 。 この場合、計器の精度は、誤差が 1%程度のものが必要

であり、安価な計器の開発カ望まれる 。高価なため常備で きな い場

合はタッピンク守、ソケッ トのj容接、フラ ンジの取り 付け、あるい は

短管を入れるなどして、計測を必要とする時点で簡単に計測器が取

り付けられる配慮が必要である 。

高効率機器や適正容量機器の採用、ウォ ーミ ングアッ プ 。 ｾｪｬｊ 笹 ｰ 、外

気冷房、全葬! 佼換器などの採用のほか、搬送動力 を削減する工夫な

どエえ、ノレギーを効率よく 利用て3 るシステム構築を検討願いたい。

エオ、ノレギー管理は環境保全の立場ヵ、らも真剣に取り組まねばならな

い重要な課題である 。

l矧子、各位と のコミュニケーションと、設計段階での管理者からの

意見車問Rの実現をせずひお願いして結びとしたい。

( たまたに すすむ 星光ピノパ? 型株式会社設計監理吉[ ! 技師長)
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各論 2

設備管理上の課題- 不具合事例と解決策-

長町安教/ 石橋正信

ヒツレの機能を長期にわたり十分に発揮させるためには、日常保守

はもちろんの こと機能維持 ・回復のために謝包する定期的な点検 ・

整備作業などのメンテナンスが重要な役割を果たしている。

日頃、設備管理を実施している中で、スペースや機器の設置状況

等に起因して作業性が悪いもの、あるいは作業安全に問題があるも

のなど、メンテナンスを行う上て、、ろいろ不具合な事項が発生して

いる。現状を管理する中で問題点として残っている具体例と併せて、

一語十または施工時に考慮してほしい不具合事例を紹介する。

また、長期にわたり建物を管理していると、経年劣化やシステム

に起因した故障や事故に遅E邑する ことがある。 これらの事故事例も

取り上け¥劣化に対する予防措置として原因の分析や対策も参考に

していただきたし、。

メンテi ンス作業性の確保

日常の管理では、設備機苦へ容易に寄り付けるような経路や、主 される。定期点検や整備作業では、工具、器具を用いた作業となる

要機器を操作する際のヒューマンエ ラー防止のための措置、あるい

は漏水や停電等の異常時に機能停止により支障をきたす部分を最小

限に切り分けられるような機器配置などの管理運用面の要素が要求

具体例 1 ポンフ室( 揚水ポンプ・消火栓ポンプ) の状況

[現状] 右の写真は、

階段下のスペースにポ

ンフ室を設置し、足の

踏み場もないといって

いいほどポンプ、モー

タ一、配管類が轄鞍し

ている状況である。点

検や整備をする場合、

配管やポンプの上に足

をかけた不安定な姿勢

で作業をしている。また、配管やポンプが障害になり、移動もままな

らない。

揚水ポンプは水位感知による自動起動になっており、電源を遮断して

いなければ、いつ起動するか分からないので、点検の折は十分に注意

することが要求される。

26 建築と社会 ・1998. 8

ので、設備機器周囲の作業スペースの確保はもちろんの こと、塔屋

機械室、天井内 ・高所設置など櫛告の設置碁所による接近性が問題

視され、安全な接近経路の確保が重要な要素となる。

具体例 2 水道メーターの取り付け位置の配慮

日見状] 検針用水道元メーターの取り付け位置が床面より 2. 8mの高

さにあり、検針の都度、脚立を使用している。脚立を立てるにも床面

には給水ポンプが、上部には配管類か施工されているので、上下に注

意して検針 しなければならなｾ ｜

[要望] 設計段階で、計量のため必要なメーター類、特に課金に必要

なメーター類は直読できる位置に設けるか、それができない場合は遠

隔検針などにより直読できる方法を考慮してほしい。

企水道元メーターの配管中の

取り付け位置

4 メーター下部床面のポンプの

設置状況



具体例 3 照明・コンセント回路の地絡による分電盤主幹 E L B 卜リッフ

日見状] 各階の分電盤は、照明回路及びコンセント回路を貸室と共用

部に分岐せず、 一つの回路として構成さ札地絡保護として主幹に

E L Bが設けられている。蛍光灯の不点管を取り替えるとき、蛍光灯を

ソケットに差し込もうとし誤って灯具に接触させたり、フロアコンセ

ントの配線の緩みや破損などの接続状態不良による接地で地描事故が

発生した場合、主幹 E L Bがトリップし 1 フロア全部が停電となる。

右の回路図に示す分電盤は貸室最上階のもので¥塔屋機械室の照明及

びコンセント回路も含んでいる。塔屋機械室での自己線工事、配管工事

や空調機器のメンテナンスなど比較的頻繁に作業があり、これら工事

に使用するコンセント機器での地絡が懸念される。地絡が発生すると、

貸室への波及停電が避けられない。最近は、パソコンなどデータ処理

の機器が増え、瞬時の停電でも嫌がる傾向にある。

[解決策] 管理上からは、共用部分の原因による貸室への波及事故を

防ぎた L 、。そのための分電盤回路として、貸室と共用部の照明回路及

びコンセン卜回路を、主幹より分岐し、独立した回路として設ける。

具体例 4 自動制御用空気源装置室の換気不足による室内温度上昇

[ 現状] 空気源装置室は熱源機械室に、入口開口部 ( 850mmX2100mm) 

を有する奥行き (9000mm) 、幅 (3000mm、1500mm) の区画された部屋

である。空気源装置室には、コンプツレツサー 2基と圧縮空気の除湿

用としてブラインク ラ l 基が設置されており、空気溜タンクの圧

力低下により自動運転されている。空気源装置室の入口開口部周辺は

ガス吸収式冷温水機の影響で周辺5J i 1J 支が高L、上、コンプレツサー運転

時の発熱及びク ラーの排熱により夏季の室温が45"C までよ昇し、機

器の使用周囲混度制牛を満たしていない。

[ 原因] 空気源装置室には換気設備力清安置されておらず、開妾の機械

室の換気設備で換気できる設計であったが、給排気の圧力バランスに

回路図

より入口開口部からの換気が有効に作用していない。 [解決策] このため、隣接の機械室の給気ダクトを延長して吹出 し口を

設置し、空気源装置室から機械室へ押 し出し換気するように改善 した。

改善後の室温は Ｓ ￵ｃｾＳ ア ｃ に抑えることができた 。 併せて、ガス吸収式

市; ¥t J c 欄司辺も排気の流れができ、改善がみられた。

具体例 5 排気ファンの設置配慮不足

[現状] 排気ファンをダクトスぺ スに設置している例を写真に示す

が、設置スペースが狭いため、壁面からファンプーリーまでの間隔が

30cmしかなく、点検及びV ベルトの交換などのメンテナンスの作業が

やりにく L 、。

本来、ベルトカバーはファンを運転中にベル卜やプーリーに接触する

のを防止して作業安全を確保するものであるが、着脱作業がやりにく

いので取り外したまま運転しており、危険な状態である。

[ 要望] メンテナンス時の着脱などを考慮すると、作業スペースとし

て最低60cmは必要である。
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具体例 6 厨房雑排水会所内トラッフ。管 の 施 工 不 備

[現状] 庖舗より排出された痘房幸聞はは、会所に一度流入し、 トラ

ップを介し別配管にて雑排水槽へ排出されている。この会所は、 50伽m

角で、深さか澗1mあり、内部には〆200の雑排水槽へつながっている

トラッフ官( エルポ管) が謝置されている。会所底部と 卜ラップ菅の

隙間か澗3伽しかなく、 j由俗事の樹責により排水管の詰まりがよく発

生し、その都度清掃するが、作業スペースがなく寸分な通智乍業がで

きなL 、。 卜ラッフ曹の改修を行うにも会所内が狭いため作業ができず、

庖舗営業をしながらの会所の改修となると、仮設配管を施工しなけれ

ばならない問題もあり、根本的な改善策を行わないままになっている。

[ 要望] このように十づ予な内部の作業スペースをとれていない構造で

あるので、施工時に上部から通管できるように、エルボ管に取り外し

可能な開口部を設けるなどのメンテナンスに対する配慮を望みたい。

厨房排水

今

具体例 7 給 水 引 込 管 定 水 位 弁 の 設 置 配 慮 不 足

F見状] 二つの建物の事例で、給水引込管の定水位弁を受水槽の上部

に設置したため、受水槽室の天井と定7 ] < . 位弁との間隔が1l 0mmと非常

に狭くなり、弁内部のピストン部が引き出せなし、状態である。定水位

弁の不調で給水が止まらない場合の分解整備や、ワン皮パツキン等を

取り替えるときは定水位弁本体をフランジ部で取り外し、作業しなけ

ればならなL 、。弁本体では相当な重量とな り、下部の受水槽パネルの

破損にも注意する必要があり、また、頭上空間もないので作業性が非

常に悪い。

[ 解決策] これは、設計または施工時にメンテナンスに配慮していれ

ば避けられた不具合である。解決するには、受水僧室床面での作業ス

ペースを確保できる場所まで、受水槽に沿って給水引込管のルー卜を

変更する。

が

聞

は

隔

空

性

問

上

業

眠

頭

作

と

叫

し

井

伽

な

い

天

川

が

霊

山

4
・

司

別 の 建 物 惨

でも同じ

ような言支

置状況が

具体例では、スペースに関することを中心に取り上げているが、

設備を設置してしまうと、ノレー ト変更とか改修の改善がなかなか進

まないことがうかがえ、問題点としてい つ までも残ってしまう 。 ま

た、 具体例の “ 照明、コンセント回路の地絡による分電盤主幹 E L

B トリ ップ" はスペース の問題とは異 なるが、 管理上の責任範囲と

いう面て潜在的な要望として常に もっ ていると思われる 。

アてf木例以外 lこも、設備管理か らみて日頃気 にかかっている点や要

望的な事項 としての不具合をいく つか列挙する ので、参考としてい

ただきたい。

・天井機器の削減または天吊機器の作品定場や作業スペースがない 0

. 高所にあるパノレブ操作用タラ ッフ。及び点検歩廊がない。

・天吊パッケージ等のドレン配管の勾配カf十分とれていないので、

羽ド水アカ等 により閉塞 し、漏水する 。
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- 切り 替 え作業時の見やすい位置に主要配線 ・配管。 機器の系 統名

称、や色分けした識別表示を明記してほしい。

・ Ｚｨ型冷却塔の充填［ｦｾが取り外しにくい 。

・笠 F織にフイ ノレタ ー ・カn湿器の作到蹴況州儲忍できる点検窓がほ

しい。

- 蓄電池のオ ープンラ ック方式または低所設置にしてはい、。

. ホ一ノルレ叶y照}

置し fたJ 場合、点検できない。 (低pJy室長r. 1:r設置要望)

・作業に適した天井点検口の位置 ・引佃自数一一璃難!佐tれていてメンテててで、守、

ないものカがfある 。 また、直下の床面状況にも配I昔、してほしい。

・機 械室の床排水のサイズを l サイズアップする 。

・冷却熔什近にメンテ用給水栓を取り付ける 。

・外周マ ンホーノレ ・会所は、 土砂等 が入り込み固着 し、開閉不能と



なる 0

・作業性からいうしテナン卜内に入室 しなくても作業が行えるよ

うに空調機、 ヒツレマノレチ室内 樵 全梨佼換器等の共用音11の設置が望

ましい。

・パイプシャ フト、 ダク トスペースの出入りは共用部分から直接で

きる構造 t し、作業空間として壁面との間隔は最少60cm干呈度必要て。

ある。

- 受電点検や排7) q i ! 9 清掃時の作業に応じた車両の駐車スペースの確

保、およびケーフツレ、バキュームホース等の引き込みt E路が妥当な

延長であるか』食討 しておく必要がある 。

・メンテナンス作業や改修工事に対応て3 るように、入荷用エレベ

ーターの屋上停止や長尺対応あるいは扉間延長などの機能を付加し

ておく。

作母 童保

本来は最優先される事項でなければならない。 しかしながら、安 廊、樹回腕など総合的な見地に立った安全対策を設計に十分に県

会|生カTート分'TI制品!:てや きて いないのでメンテナンスはて3 ない、 と単純

に割り切る訳にもいかな L 、。危険な状態守合みながらのメン テナン

スは、感電や墜落など最悪の事態への防謎装置が具備されていなけ

れば、やらないことになる。

官頭てや述べたように、ピノレの機能を長期にわ たり発揮させるには

メンテナンスが不可欠である。設置する制服齢出こ対する作業性を

把握し、機器だけの安全戸z慌 てなく、作業スペース、作業足場 ・歩

具体例 8 受 電 室 の 天 井 に 設 置 さ れ た 照 明

- 不点管の取り替えは一

[ 現状] 受電室天井のは

り側面に照明器具を取り

付けている。その下部に

架線や導体あるいは高圧

機器があり、不点管の取

り替えが不可能な状態で

ある。年 l 固の停電作業

時に点灯状態の良否にか

かわらず管球を必ず取り

替えている。

り込んで、ほしい。以下に、その司王{ 列を紹介する 。

・電気室等通電時における作業安全を考応、した機器配置( 共体例 8)

・屋上の設備に対する接近動線のf倒 呆 ( 山本{列9)  

・高所照明や航空障害灯等の照明取り替え作業への画百省、( 具体例10・11)

. 号|き違い窓における釆り 出し作業時の安全対策

一安全帯フックを固定す る金具の設置一

・天井面設置機器の建具等 との接触に画己慮した機総配置( 具体例12)

具体例 9 塔 屋 出 入 口 ハッチ の 状 況

[ 現状] 塔屋へ出るためには、直径約5(k; mのハッチを押し開けて出る

ような構造となっている。ハッチまでは壁画に固定された約 3 mの鉄

製垂直はしごを昇降する。はしごの天端からハッチまで1ま約 1 mある

がこの間にはしごはなく、ハッチを押し開けるときの握り手部分がな

いため、足元が不安定になり危険である。

塔屋には高架水槽が設置されており、点検時の出入りや、水槽清掃時

の資器材の運搬などの作業性が悪い。

[ 要望] 構造上、出入口にハッチを設ける場合、ヒンジ式の押し開け

方式ではなく、スライド方式を望みたL 、。また、不特定の第三者が近

ノ、ッチとはしこ・の設置状況炉

づける場合には、ハッチを

施錠できるようにしておく

必要がある。
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具体例 10天井内キャットウオークの効果的配置

[現状] あるホ ルの天井内のキヤツ卜ウオークの例である。照明ラ

インに合わせて効果的に設置されているが、感知器の設置位置はキヤ

ツトウオークから若干離れており、点検や取り替え作業は天井のチャ

ンネルの上に乗った状態で、行うことになる。

ミEEr52ミミミ

企キャッ トウオークと照明ライン

具体例 12ニ 枚 折 の 防 火 戸 と ス フ。リンクラーヘッドの位置

問 状] 常時戸袋の内 lこ帆納してある二枚折の防火戸は、防災信号に

より順次閉鎖するシステムであり、所定の機能で動作すれは寝現Eない

が、防火戸の二枚目のラッチが外れ枚目と同様な状態で作動し、二

枚目の防火戸スプリンクラーヘッドを直撃破損し、放水した。

[原因] 防火戸の設計とスプリンクラーヘッド位置との関係で、総合

的な面から予知して欲しかったことであるが、現実このような問題が

あるので、多角的に検討 ・検査が必要である。

[先様 ] 二樹斤の防火戸民広がった状態で閉鎖しても当たらぬよう

スプリンクラーヘッドを位置変更する。他のところについても調査し、

対策をする。

.  
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具体例 11 高 所 照 明 の 設 置 例

[現状] 照明設備か高所謂置のため、器具の帯留守言理か商単にできない。

約 12 m
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劣化に対争 の一考察

照明関係の経年劣化への対応としては、 劣化度判定の結果に基づ ここ では、 材質の選択や配管施工の改善 など の、改善 を搭 包した卜

〈予知取り 替 えが望 まし く、 ここ にメンテナ ンス技術が生か される 。 ラフツレ事例 を取り 上 げ、 その対策も 付iせ て紹介する 。

一方、配管の劣化 について も、長寿命化への努力を行っ ているが、

具体例 13照 明 器 具 の 焼 損 事 故 一 一 蛍 光 灯 安 定 器 の 経 年 劣 化 を 考 え る

[現状] 分電盤の配線用遮断器 (MC 8) がト

リップ。

[原因] 蛍光灯安定器がレヤーショ 卜のた

め過電i九

[文様 ] チラツキ、明るさ低下等の現象発生

器具について、パワーク

ランプメータで消費電力

を測定することにより、

事前に焼損事故を防止す

る。そのための測定立帯子

が必要。

安定器外部焼損

具体例 14非 常 照 明 用 蓄 電 池 の 寿 命 検 査 一 一 長 時 間 停 電 を 想 定 し 確 実 な 検 査 方 法 を

安定器内部劣化

[現状] 建築竣工 8年目のオフィスピルについて、建築基準法による

「蓄電池内蔵型非常照明の寿命検査」を詳細に実施したら、 7的6の不

(個数)

25 

し 40用匡雪習

合格が出た。

[原因] 蓄電池内蔵型非常照明のニッケルカ ドミウム蓄電池は、 5 、

6年目から急激に劣化し寿命がくる。点検調査の方法 ・時期( 寿命の

バラツキ等も考慮) 等、総合的に検討が必要。

[ 文様] 蓄電池内蔵型非常照明用 「蓄電池ライフチヱツ力一」による

点検。

ノt

'/ 20 

ア

tf 1 5  

萱 10

"  
個

き 5
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20%  

。
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蓄電池の処理は、環境にやさしく。
接続 (点灯) 時間

(分)

不良蓄電池のメ カ 引き取りが必要。

[特記事項] 蓄電池内蔵型非常照明は、すべての電源供給の断たれた

先般の阪神大震災のときでも、その“ あか り" で、助かったと聞き、私

たち関係する者として、建築基準法で定めてある 3(}'; 1 連続点灯確認

を、管理者にも分かつてもらう よう報告を し、 不具合なものは更新し

やすい方法を工夫し、いつも安全な環境に整備しておこう。

寿命ノ〈ッテリ一分布図

「一戸K ア--， 安全ワイヤー
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蓄電池ライフチェッカー
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ストップ釦
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具体例 15スプリンクラー配管の腐食が進行

- 配管のピンホール腐食により突然放水事故となる l

消防設備のなかでも、最高の消火能力をもち、最大の効果がある“ スプ

リンクラー設備" の配管「管内が腐食によりピンホール」。最初は少量の

j扇水が 、しばらくすると配管内圧力降下により、ポンプが自動( 圧

力チャンパ一方式) 始動する。放水量が増え、 7J(J員事故となる。

[ 現状] 竣工から 18年経過したビルのスプリンクラー配管が、同年目頃

からピンホール腐食により、次のような放水事故が発生した。専有部の

内装をはじめ商品を濡らし、営業上の問題に発展する。

①スプリンクラ一分4皮配管( 事務所室内横引配管) にピンホール腐食

②スプリンクラー庖舗系主管配管にピンホール腐食

③スプリンクラー庖舗系統の主管エルボ部にピンホール

[原因] スプリンクラー配管内の消防用水は、頻繁に入れ替わることを

想定してL ¥1;):い。 しかし智旦ヒ( 例えば内装工事等) 1カ月に数回以上

運転( 水抜き ・水張り) することがある。腐食の原因についての水質は、

塩素分はない。配管中の空気は真空ポンプ ・管末テス卜弁で排出するが、

完全に抜けず、溶存酸素により腐食が進行したものである。

[対策] 防食対策について、次の各項目を検討する。

q酒己管材料面

給水と同様、ライニング鋼管か望まし L 、。電縫管はその溶接部か閣題で

ある。

次はフレキシプ凡管の継手部 ・本体についても同様の対策が必要。経年

劣化に対する実態追問調査が必要である。

②施工および管理面

万J : : ;乙ケ;yfヨ:乎ぞ乎引ii河，t山i

t;:;: F?戸 一

}叶十守f?r  ?--i三三
三マ;  

ょι 4通 関 臨1

団ｾ世 ［ ［［ｫＮｻｦ タ ー 子 一
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A . 水張り時の空気抜きは、管末テス卜弁機能が村? できるよう、少量

ずつ ・ゆっくりと張れる“ 保守用パルプ' 等を考案する必要がある。

B. 管末テスト弁等で空気が抜けなし慨は、“ 空気抜き弁" 等総合的に検

討が必要。

③万一の放水時の対策

A. 放水時の水損カ洋士会的問題となる所をはじめ、工レべ 夕 ・口ピ一

等の竪穴区画および重要な箇所は、散水が拡大しないよう“ 排水ヒ。ツト"

を作り、多量に排出できるよう“ 施工時からの対策" が必要。

B. 管理上の準備としては、散水被害を最小限にとどめるため、排水口 ・

排水場所およびそれらの用品等を準備し、訓練を適時実施し、平常から

準備しておく 。

[ 特記事項] 漏水事故の処置については、次のように実施した。

①分噛己管( 専有居室内横引配管) にピンホール発生

[ 原因] 管内に異物が付着し、電食と断定

[処置] 腐食した周辺の配管取り替え

②主管配管( 電縫管) にピンホール腐食

[ 原因] 配管溶接部分に腐食が進行中

[処置] 腐食部分取り替え( 今後の晶官Eがあるので、詳細は関係者で検

討中)

③専有系統の主管の工ルボ部にピンホール

[ 原因] エルポの製作上の問題と電食との相互作用と断定

[処置] 腐食のヱルポは応急処置。。お兄を酎見し使用中)

※ 〔詳細の原因はエルポ取り外 し後、調査の予定〕



具体例 16受水槽ストップバルブ緊急操作時“ 水" が止まらない

一受水槽をはじめ周辺のパルプの機能は大丈夫か もの。十分注意 し、 念入りに操作することが、基

[ 現状] 綾工 10年目、給水系統の整備 ・水僧清掃 本である。

整備作業時にパルプ( パタフライ弁) か精め切れ [ 文様] 給水系のパルプの操作性を考慮し、更新

ず苦慮する。また漏水事故等の緊急時に「閉止不 については、耐腐食性と閉止操作面を考慮し、主

能J では事故を拡大させる。スルース弁について 操作弁以外は、弁体の当たり面が弾性( ラパ)

は、作業完了後“ 弁の開作業時" 弁体がB歯み込み、 からみて バタフライ弁が良い。( 耐腐食性に対し

主車自が上がらず切員した。パルプ本体取り替え。 ても SUS- 304で材質が良くなり、寿命が長L 、)

[原因] 受水槽をはじめ給水系のパj レブは、給水 パルプの機能については、年 l 、 2 回点検し、事

中の塩素分と流水中の異物等が弁体表面で発錆し、 前に整備計画と対策等の管理が必要。

漸次腐食が進行して、弁体の機能が低下し、最終

的に使用不可能となったもの。

主軸がt坊員したスルース弁については、メタルタ

ッチで締め切り性能は良いが、弁体の腐食のほか

に、弁体が入る溝に異物が噛み込んだところへ弁

体を押し込んだことにより引き上げ不能となった 取替用バタフライ弁。ナイロンコーティング管

具体例 17排 水 管 清 掃 整 備 は 頻 繁 に 実 施 し て い る が … …

受水槽出 口。バタフライ弁撤去

では流水中の塵撲 ・毘虫等により詰まるので、掃除できる所に掃除口を設けること

が必要。またヱルポは、開徐ができる排水管用のものを使用すること。

[ 特記事I到 。盈気管の配管腐食と通気能力を調査しよう 。〔通気たて管が途中で腐

食 ドラフ卜とれず〕

ｇ 溺 ｾＷｊ く横引管の通気立ち上げ部に排水系統平面図にみるように「通気用掃除口 ｊ を

取り付け、排水能力を回復。

日見状] ビル管理法により排水管等の洗浄 ・清 べきであろう 。

掃 - 整備を行っているが、その効果は少しの間で [ 対策] 通気管の設計 ・施工管理上の巴唱として

ある。排水管内の異物は除去しているのだが、集 次のことを解決することが必要。

中排水する時間帯には異常音をたてて流れる。こ q湖ド水管径の 1/ 2以上の管径はあるか。

の一斉排水時の不調は排水能力低下、ゆえに通気 包購引配管が長く、途中で分岐している配管では

能力に問題がある。 通気管はあるか。

[ 原因 図では、排水管よりの通気管の取り出し ③分岐配管系は単独で通気管は設けてあるか。

位置が間違ってL 、てそのための卜ラプ)1持生の ⑪司一系の通気管は/ ¥イパス配管となっていない

ように思われる。通気管の排水横枝管での取り付 か。

け位置は、“ 最上流の排水管が排水横枝管に接続さ C M気たて配管は防災上鋼管を使用するカえその

れた直後の下流側" に取り付けねばならないとさ 接続部は、溶接の場合には注意。( 溶接にすれば腐

れている。 したがって図のような施工では通気管 食七班員のようになる。ネジ継手は良好)

内に、接続された排水管より異物や油目融買力押し ｾ気たて配管は鋼管の場合、発錆腐食が閉塞の

込まれ、通気管としての役目が損なわれたと見る 原因となるので、現状では“ 石綿二重管" が良い。

の盈気たて配管の閉塞は、大気開

放部付近の発錆腐食か著しく、通

気不調の原因となるので、適時整

備が必要。

⑫盈気管たて配管の閉塞について

は、排水管からの立ちよけ胃付近

庖鋪排水後続口 庖舗排水後続ロ

即

日

f

f

t

 

庖舗排水系統

.-u: 〆 口庖舗肋除 雪1水

l 「舗排水後続白 地階庖舗排水系統図 (平面) I  :  I  

i  

バ∞JlLUD

.  - '1 I  

咽 ＱＵｾ 通 気 管 の 臨 時 . 3 1

切 ｉｾｴ ｩ 福島 ｾｲｾｾｴ r  ｾ［＠
:t ; + ; t  I血 血 村
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具体例 18密閉系の冷却水配管 ( VLP) 腐食による漏水

選葬E している。

この自動運車お昼程において、ポンプ水量が減

り、ポンフ袖シーj レ部等より空気が漏入した

ことが考えられる。腐食部は VLP配管の流速

が変化し、ライニングの弱い継手部 ・パッケ

ージユニットの異種配管による電食。また、

管内の異物等も腐食の原因に考えられる。

[ 文様] 密閉式冷却水系の循環むk呈と配管施

工について

①冷却水を循環漕長中に空気が漏入すると考

えられるポンフ官及入側の水量変化に対応する

ため、「膨張タンク」を設け、熱交換器の保護

として、 「安全弁」を設置することとした。

②ライニング鋼管については、現在では「コ

アー継手」を使用すれば、グーレド、アップと

塔 ｾ
E量計

::4 3  

庄

工

.

z

o

u

冷却水 ・温水循環ポンプ

工

口

仁J

ーその冷却水系システムと配管腐食を考える

[ 現状] 冷却水系で最高の水質保持がで、きる

密閉循環方式の、ビニルライニング鋼管

(Vし門 で、施工された水冷式ヒートポンプパ

ッケ ジ系( 床置式) の冷却y畑E管が、竣工

15年目で腐食漏水した。

この冷却水系システムは密閉式冷去問: 苔 ・熱交

換器 ・自動弁とポンプで構成さ札冷却水温

度を調整しヒートポンプパッケージ供給して

いる。最近、パッケージ付近の冷却水管で、

ピンホ ル腐食が発生( 横引きから立ち上が

り部 ・パッケージと冷却水管継手部)

下の天井に漏水した。

[ 原因] この冷却水系システムは右の図に示

すとおりであるが、冷却水温度調節のため、

冷却曙と熱交換器を自動弁て酔切り替えて自動

し、階

改善後のシステム図

なる。

異体例 19空調ダクト系の内張り・ 塵境の飛散

で、予知保全が必要。

[ 原因] 給気ダクト内は、加湿 - 結露等の7 . 1 < . 5 1 ' によりメタルラスが腐食

し、風圧でグラスクロス内の硝子繊維等が飛び出て飛散、ダクト内に堆

積し、これが飛散したもの。また剥離した硝子働維がタ. ンノマ等を塞ぎ

風量低下となるので、早急の処置が必要となる。

[ 対策] ダクト内風速が強L 、ところについて

は、ダクト内部にスタッドボル卜を溶接し、

消音材をパンチンク. メタルで押さえ、剥離し

ないように施工する。

永年使用しているものは、給気ダクト内部の

点検 ・保守と、塵撲の内容分析( 細菌培養)

を実施することが必要。

一硝子繊維 ・堆積塵竣等の管理を考える

[ 現状] 空調ダクト等のプレナムチャンパー ・エルボ部分等の内部は、

消音材をメタルラスで押さえであり、これが経年使用により持久力がな

くなり、内部の硝子働時が飛散し居室内に出るケースがあった。初期

的なものはーー骨始切こは、空調運転を開始して 10年目程度から発生するの

空調ダクト。チャンパ一室の内張りはずれ

(左倶Ij 施工前、右側 : 施工後)

断熱防音処理中。スタッドボルト溶接

工事が発生する。 これ ら改働時には、 l吸収式の紫佼パイプ等の長尺J，:) _仁、 事例 を交えて設計 ・施工H寺にさかのぼるような大きな事項、

物の搬入 ・抜管スペースや全紫佼エレメン卜に見られる → 本 捌ヲの

大型機器あるいは重量物機器の樹立入経路も、倒せて設言111寺に十分 配

臆していただきたいことを、 t量1iZに申し添えたい。

あるいは機株単位で改善カ河T能な ものなど、気のついたまま列挙し

た。整理が不十分な面も 多々 あるが、メンテナンスする{ J ! i Jの問題点

や要望を理解 していただけ れば幸いである。

やすのり 近鉄ピノレサービス株式会社技術管理部 1  

まきのぶ コスモエンシニアリング株式会社 Ｇｲ Ｚ ｪＱ［ ｾＧ先 取締役Ｏ

( ながまち

いしばし

作業性も面白合: された設計で¥メンテナンスも十分行い、機能 t し

て良好であ っても、いずれ設備機器の附寓化や社会的劣化による更

新や、更新までいかなくとも劣化部材、部品の取り 替 えなどの改修
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各論 3

最新のビル管理手法

松 村

ビルメンテナンス業務から8 MBへ

ピノレメンテナンス業務としての建築や設備の品問寺 ・保全のデータ

ーは、手書きの記録を経て、さまざまな機器に集積される! 時代とな

った。 これらの時系列データーやエオ、ノレギー消費記録は、確かに古

くから f呆管され、設備員個人のノウハワとして応用されてきてはい

るが、 ここ にきて他のデーター と出版 ・分析 ・判定される技術が注

目され、求められている 。

それは、 「ピノレ・マオ、ージメントシステム ( BMS ) J の研究、応用

へと発展し、 コンサルタン 卜業務をしているケ ースもある 。

また、 i互壬f- [ " ファシリティマオ、ージメントシステム j のひとつの

機能として、 「ビノレメンテナンス業務システムJ が位置イ寸けられ、 日

常の管理データーがシステムのデーターベースとして活用されるケ

ースも出てきている 。

わが国でも建物のライフサイクノレコストが問われるようになって

久しいが、業界でも、早くから建物謝主rr技術の向上が図られており、

「ピノレテV ングライフサポ ー トセンタ ーJ [ " ヒツレドックJ [ "修繕 ・

改修コンサノレテイングJ [ " 建物創備保全マオ、ージメントシステム j

等々 と名付けて、各社各株の取り組みがなされている 。 また、それ

ぞれの研究室も見学させてもらったが、メンテナンス企業ならでは

のアイデアがなされていて、第三者機関としての公正を図っている。

これら建築 ・設備の対備保全に取り組んできた私たちの実績と今

後の業務がその機能の一部となり、より明確化されたマ ニュアノレと

なり、その技術や判断力カ当刑il日され、経営資源としての杭築が求め

られつつある。

F M ( ファシリティ・マネージ、メント)

. 企業経営の一翼を担う F M

昼盆

境を、経営的視点から総合的に企画 ・管理 ・活用する経営管理活動j

t 定義している 。

わが国においては、 F Mは単に資産のメンテナンスと同じに解釈

されたり、建物の利用を機能面に偏って初期投資にとどまり、 コス

ト管理の分野でも、キャッシュフロ ーに具体的な金額の動きでもな

い限り、経営スタッフに着目されることはなかった。

そこで、システムを推進する人たちは、ファシリティ ・マオ、ー ジ

メン卜 ・システムの構築と経営li 攻略としての活用を図るため、 図 1

にあるように職務のf鵠作住置付けるとともに、以下のように 7 つ

の提言をしている 。

①「ビジョン→戦略→戦術( プロセス) →許制 J のシステム( 体11，1])

をつくる

② F acili ty Management  は、全祉制舌管理が望ましい

③データ収集 ・管理のシステムを杭築

④C A F M ( コンピュータ支援 F M) を「スペースと コスト J のデ

ーターベースとして活用

⑤ 「受益者負担J を原則 t した詩L金ノレーノレをつくる

⑤ コスト 管理の什組み をつくり、貢献度をビジュアノレにする 。 F M

は、「コストで針上の業Ｊｾｾに貢献する経営管理のツ ー ノレ Ｈｔｏ ｏ ｕ ｊ

⑦井の中の蛙にならなし、。絶えず他とベンチマ ーキングし、自らの

住置付けを把握して、 P D  C  A  ( Plan， Do， Check， Act ion) を回

す

これらをより具体的に実践し、日常に運用サポー トさせている例

をピノレメンテナンスの立場から紹介する 。

1  F M戦 略

2 中長期実行計画

C A F M  

戦略 ・計画

1980年頃、アメリカでその機運が高ま

り、それまでさまざまな分野て考えられ

てきた高価値資産の経営 ・運用 ・管理の

手段について、 F M いづ新しし 、経営管

理手法が明確な形態を現してきた。

品質評価

財務評価

供給評価

評 価

3 不動産取得

4 施設貨貸借

5 建 物 建 設

6 室内空間装備

F Mの対象 t してのファシリティとは、

企業団付噂の繊制本カ事業活動を展開す

るために自ら使用する施設( 土地、建物、

設備等Ｉ 、 および利用する人の環境Ｈ報ｾ先

空間、居住空間等) を包括したもの t 考

えられており、 F acili ty Management  

t は 「企業 ・団体などの全施設および環

運営維持

8 維持保全

9 運用管理

10 サービス

L A N 

図 1 F Mの標準業務の展開

7 情報化施設装備

8 大規模改修

建築と社会 ・1998. 8 35 



F Mシステムの適用例

. F Mのステージ

京阪奈学中町研究都市にある施設を管迎するエヌ ・ティ ・ティファ

シリティーズの取り組みを紹介する 。

同社は、この FM! : C M  ( コンス卜ラクションマオ、ージメン卜)

を統合したシステムとして一元的に管理する ことにより、企業の施

設の最適化 し 資産の戦略的活用を可能にするエンジ、ニアリング ・

サーヒコと 位置付けして取り組んでし、る 。

i F M・建築業務支援システム」の総合的レ運営管理( 統合 F M)

システムは、「ヒツレテ、、イング ・マオ、 ー ジメント ・システム ( B M

S) J 、「ヒツレテ川ング・オー トメ ーション ・システム ( BAS) J 、i C

A Dによる F Mシステム ( CAFM) J の各機能および各種データー

ペースを i L A Nシステム j により 一元化 ・共有化するシステムで、

単 一 ヒ 守ノレ ｬ こと ｅ まらず、 ｾｬ 宇管理することも可能としている。

・機能の概要

因 2で示すように、 L A Nシステムのファイノレサーバ ・端末 ・リ

ーダーをそ のニーズに合わせて設置した事例を説明する 。

① 「現場/ 巡回点検業務J の機能として、 ヒW 設官官菅理の現場ては、

ノf ーコードシステムで個別の機器に付けられたシーノレをハンデイノ f

ソコンに読み取らせ、点検項目の入力 ・故障記緑 ・処置結果等をデ

ータ一保存させてし、〈 。 その結果、故防記録制也の機器とのより校分

析で、機器の大 ｪ 見ＮＺｬＧ ＱＴｻ Ｑ 針善や交換工事の判断材料として活用してｾ ， J.， 。
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また、空気環境iWJ 定も自動ill 院し、現場てゆ入力石儲Eをし、デー

ターのl吸い取りにより、統計 ・自動出力させる 。

このほか電球等の消耗品交換 ・保管管理をする。消耗品の消費サ

イクノレの統計を探り、余分な伎町苦を避けたり、延命共I策の判断基準

をグラフ化させて、予算管理へと導〈 。

特定の出入り口を対象に人の往来を記録させる 。協力業者のデー

ターの場合、単に セキュリティにとどまらず、「作業T衣頼の傾向J i定

期作業管理J i年間法定作業管理J 等に用いる こt もできる 。

②「オペレーション関連J の機能 t して、 ヒツレテV ング ・オートメ

ーション ・システムの履歴を残し、 エオ、ノレギー管理と、その応用に

対応すべ〈時間別、月別のグラフをみることができる 。

③ 「総合管理 . F MJ の機能として、保全実野管理、制l辛苦情受付、

工司王進捗知青管理、固定資産管理、賃貸借管理、スペース管理、重

要顧客管理、鍵 ・カード貸し出し管理、防災笹報状況把握、データ

ーベース管理等を活用している 。

④ 「オ ーナ・テナ ントサービスJ の機能として、蓄積されたデータ

ーは端末を用いて、リアノレタイムに数列的にも、グラフ化させても、

報告させる ことができる 。

防災記録を用いて、重要警報の発生状況や措置状況について、逐

次オンラインて市僻立できる 。

テナント室、共用会議室は、利用者の状況に応じた照明装置の作

動、空前j等のコントロ ーノレをシステム登録させておくことで下品金管

理を有効に活用させ、省エオ、対策を含めて効率的な運用をしている 。

防災セン夕、設備管狸センタ

品 産品

図 2

統 合 F Mシステム構成例

| データベース管理|
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オーナ・テナント

サービス機能

C A D 図面集からスペース管理諸表作成

オベレーション

関連機能

現場/ 巡回点検業務

支援機能

，、、 L  A. . N  

B M S  B A S  

ピJレマネージメントシステム

光熱水等の計;11) 管理を時間単位で表示

M

 

M

M
町

駅

F

問

攻

h

H
て

d

，M

ユ

c

cば

コ

ピJレ オートメーシヨンシステム

総合管理 F M機能

保全実績管理

ヘルプデスク( 故障・苦情受付)

工事進捗実績管理

固定資産 ・賃貸借管理

スペース管理

防災警報状況把握

デタベース管理

地球環境負荷管理

F M群管理

複数ビl レ保全実績管理

社員をはじめ登主新IJ 用者はカ ー ド管理で、社員食堂や自動販売機

の利用がプリペイドで給与天引 きとな ってし、る 。

. スタ ッフルーム

防災センタ ー兼中央監視盤室には、従来の '1-
1
央監祝装置に加え、

ピノレメンテナンスサポートシステムの端末と、 F M端末を個別に置

き、独自のデーター処理を開始し、 P波国各・計 @i J か ら 「プロジ、エク

卜管劃が構築されたばかりの段階で、今後の様動実績カ明! 待され

る。

また C P Uの小型化により、 一方の壁面には見' 慣れた防災蕊示盤

が並んで、いるが、室内 li →l貨の事務所風景となり、省力化 が大胆に

進められている 。経営資源への一助として、スタッフルームは必須

の役割lを担ってし、くことになろう 。

ピ ル メ ン テ ナ ン ス 、 ピ ル ・ マ ネ ー ジ メ ン ト の 立 場 で

. F Mマネージャー

このようなシステムは、対象施設の個々の辛情てい検討されるべき

内容を取り込む必要があり、建築計画の段階ヵ、ら F Mマオ、ージ、ヤ ー

の統括的なマオ、ー ジメン卜が必須で¥オーナーの全社的管理のもと

に紺寺保全の分野で、情報のオ、ットワーク化を構築し、データ ー収

集 ・管理のシステム体制を整えていかねばな らなし、。

1: <に、 エオ、ノレギーの効率的運用を図り、システム管理サイクノレ

図 3 統合 F Mのシステム機能の事例

を構築するために、できれば個別の計立器を設定し、動力機器の個

別対応、照明回路、コンセント回路、 C P U専用回路、修制水、雑

J:f: J *、中水、冷温水5;I Jに管理したいものてある 。

図 3てやは、 3 つのメー ンプログラムが L A Nシステムてやつながれ、

5 つのセクションで処理され、その機fiEを発揮していく 。 その目的

と意識付けは多角的で、より深い機能が開発、提案されている 。

• DA T A取りは先見事頁の時代

また、 パー ソナノレコンピュータのソフトシステムの高度な進歩に

より、データー処理II システムはフィ ー ドパックして構築する こ とが

可能にな ったこと、インタ - ; j 、ッ卜 ・ホームページの利用が容易に

なり、イントラオ、 ッ 卜の活用も図られている 。

その結果、品質 ・財 務 ・供給の詞輔のように予測されたシステム

のステー ジ、の」二て澗羽目liされるのではなく、 リアルタイムの 比 Ｉ ｉ ｾ 交割引 ｬｩ

が可能になった。

そこで詳細な運転データ一、負荷条例〉情報による計画自動運転の

設定、中長期のデータ 一集積、 f也施設のデーター比較による修特計

画の立案、改善提案を容易にする こ とができ、グラフや C AD等 の

図表化て、設備や建築の専門家でない経営者にも説得力あるレポー

トが提出されている 。 また、 C M ( コンストラクションマオ、ー ジメ

ン卜) の領域にも活用され、設計資料の一端を担う ことに なる 。

(まつむら ゆたか 大阪ピノレメンテナンス協会、 株式会社栄光社常務取締役)
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各論 手

メンテナンスに必要な資格と技術評価

五十嵐義朗/ 福村登良彦

メンテナンスに必要な資格

- 資格の分類

建築物には、快適な環境を提供するために照明、空調をはじめ多

極多様の機溶類が設けられており、これらの設備機器の運転 ・保守

点験等の多くは、法符噂によって定められた資格を有する者が当た

ることとされている 。

これらの資格は、内容や目的が多岐にわたっているが、大別して

次のように、①適用される設備I l lli 月IJ と、 ②資格者に認められた担三J!.

業務とに分類できる。

①資格の適用設備からみた分類

環服、様、建築物、電気ボイラ 一、冷I職 、 制 休 、 昇 降 機 、 消

防、防災、野侃i等

②資格者に認められた担当業務からみた分類

機端の運転業務、機器の点検検査業務、? 制崩改修等の工事施工等

このほかに、設備管理全体の運営管理や、ヒツレマオ、ジメントに関

する資格がある。

これらの資絡の中には、ヒツレごとに有資格者の選択あるいは常駐

を業務づけられているものがあり、また、ヒツレメンテナンス業( 清

掃 ・瞥怖を含む) の営業を登録し、あるいは認定を得るための人的

要件として必要な資格も少なくなし、。

ヒツレメンテナンスに関連ある資格の必要なものを? 、前記①、②に

よって分類し、次頁の「主要資格Ｍｾ包長 ｊ に示した 。

・主要な資格の概要

(1)  電気設備 ・空調設備に関する主要な資格

「屯気主任技術者J rボイラ ー技士j 及び「空調用冷凍機械責任者J

は、これらの設備の運転 ・整備に関する保安上の責任者として法令

によって常駐が翻労づけられてし、る 。し、ずれも高度の技術力が求め

られる資格で、設備の規模により資絡にランクが設けられて し、 る。

(2) 蹴境衛生管理に関する主要な資傍

「建築伽詩境衛生管理樹脂J ( 通称ピノレ管理校体渚) は、 3，000

M 以上の ヒツレに選任が謝奇づけられており、ヒツレの環境衛生につい

て全般的管理に当たるものである 。

また、空ラrll 器境測定、貯水間I清1掃、飲料水水質検査、清掃等の作

業を行うためには、事指i庁にそれぞれの業務ごとに定められた資格

者を選任して周け出る。

(3) 設備の点検に関する資格

前記の屯気設備、空 ｾＯｩｪｾ 矧 ｩ ｩ のほか、建築物、消防設備、鼻伊織、

給 脚 部 目j には、定期的な点検が義務づけられており、その作業に

は定められた資格者が当たることとなる 。

38 建築と社会 ・1998. 8

技術評価づくりをめざして

・建築物の維持保全業務資格が急増

建築物設備機器の安全 . 1:1樹三的で快適な環境づくりが主湿の資格

IJ : 致し方ないとしても、各機株ごとに資絡も分かれ、主管行政庁が

多数である。そ こで、建築物の針路料呆全業務運用上の横断的な資絡

として「ビノレ設備管理技能士」が誕生した。

横断的な業務( 建築物 ・設備機器のMfj 寺保全、建築物室内環境の

紺寺管理、労働安全F性法による室内環境維持、建築物総括管理業

務、マオ、ジメント業務等) 管理を遂行するいづ観点より 9VE し、

数多くの「ピノレ設備管理技能士J が全国で誕生しており、技術言判耐

の一助になる ことを期待する 。

. 工事検査資格の制度化への期待

工:i; J1f i i i : ' ! ! ' f 者とともに、竣工H寺には発見できない設計のチェック、

施工H寺の不具合等を、メンテナンス側がオ ーナーに代わって検査で

きる制度( 自主的なものでも) が望まれる 。

. オーナーに代わってのピルマネジメント能力

今までは、 「 主要資格Ｍｾ首長 ｊ に示す資絡を所持しているのみで連

開= 理に対応してきたが、今後は、マオ、ジメン卜能力( 経営 ・管理

・処理 ・取り扱い . f i i i : ' 惇等) カ清判聞の対象になる。

。:1備保全を計画実施( 劣化診断と点検整備の立案も合む)

②省エオ、ノレギーの診断と立案

③テナン卜要望への対応能力、業務支援等広い分野にわたる専門女日

識の発揮

④中長ｾｾｊＱｉ麟善計画の立案Ｈ予算、計画 、 策定、管理等Ｉ

ピノレメンテナンスの業務を高度化し、 その機能をト ータノレ化し、

活動的な運営をしていく ことにより、これまでの受動的な施設管理

の立場から脱却し、建築物対自寺保全業務経営における中心 として評

何Ii されるだろう。

・付加価値業務の確立

⑪食I収能力主? 。竣工|侍はもちろん、点検整備などのシステムづくり

が必要である

②品質管理システムの導入を。 IS09000の認証取得は、内部官: 迎体

制の強化や、経営革新等が動機づけになっており、それゆえヒツレメ

ンテナンス業界においても取得の動きが加速している 。従業員の意

識を4街悲 し、システムに|刻する知識を? 身につけることからスタ ート

し、建材 l管理業務のレベルアップにも 必ずつながるので、取得の方

向へ全社的に検討する 。

( 3 ) I 環境負荷に対する立案を。室内環境の車問寺、 地球温暖化、生物の

生殖機能を乱す恐れのある環境ホルモン及びダイオキシン問題等グ



主要資格一覧表

J且 吋 業 務

ムtSl l 設備 宝t 裕 名 称

選任常駐の 業笠鉢等に必

運問 機器4 検査 工事
関 係 法 令

安 否 判 要な資格 キ2

管理 逆転 *3  整備

フT シリティ 7 ネジャー資絡;
。

7 ネジ

主主築 ・設備総合管理技術者:
。

ノ ン ト

ビJ レ経営管理士
。

姥築物rm説衛生管理技怖伴; • 。 。
! : l ! 第物衛生法第 5 粂

空気環筑前IJ 定実施者
。 。

建築物衛生法第 12粂ー2

防除作業監督者
。 。

住築物衛生法第 12粂ー2

環 境 ｾｬ ｪＭ備作業監督者 。 。 建築物衛生法第 12粂 -2

公宮防止管理者 大 会t • 。
公3 防止組織法第 8 条

廃棄物処理路設投WfJs理 者 : • 。
l蛙. t 物処J l I l 法第21条

ビJ レクリー ニング技能士
。 。

職業能hl 間売促進法第62il!:

J i l l 築士 l  級級

2  

。 。
I.I!築 1:法第 4 粂

特株主主築物等調査資俗字f :
。 雄策 Ｉｍ｜ｾ 法第 ＱＲ 粂

il! 祭 主J! 築設備士
。

処策上法第20粂

J i l l 築仕上げ診断技術者
。

ゴンド 7 取 扱 業 務 特 別 教 ; 。
労ゴ働ンド安ラ全安衛全生規法制59粂

.( fj 韮 f 者

生J! 築設備検査資格者
。

! : l ! 集』在触法第 12条

訟備全般 ムJ ! 築芯備診断技術者
。

ピ/ レ設備管理技能士

1 級 。 戦. 11fi UJI 問先促進法第

2 級 62粂

エネルギー管理士 熱m気管管理理
。 エネルギー合思化法第

7条

少'"

:距

エネルギー管理長
。

エネルギー合理E化法第 12粂

屯会1主任技術者 部第第3231 8櫨櫨R  
。 。。。。

電気'11業法第54粂

:宜主t工事士 :  第第 2l f極重 。
電気.D II上法第 7 粂

電 官t

自Ｇ家 ＺＹｾ［ Ｑｉ設備専門技術名Ｚ 。 消防法

帯電池設俄整備資格者
。

消防法

ボイラー技士
特 組組組

1  

:  2  

。 。。 ボイラーA安ぴ全圧焼力則容第器2  

3粂

ボイラー整備士
。

"  
第35粂

ボイラー

ポイ 7者t- IIR扱 技 能 講 習 会 :

{I韮了

。 。。
"  

第24粂

小名ｾｾー ポイ 7 ー特 別 教 行 修 :

f  

。
"  

冷 凍 機 冷凍機械武任者 :  前郁部 23l  M 岨岡
。 。。

高11: ガス保安法第27粂

貯水槽清掃作業監有者
。 。

挫築物衛生法第28粂

飲料水水質検査実絡将
。 。

挫築物衛生法第28粂

給段排備 水
浄化槽技術管理者

。
浄化榊i - 11W， 10条

浄化柑管理士
。

浄化榊WW，45条

浄化槽清掃技術 者
。

浄化榊法

fl 降 機 f l-I l *設備検査 資絡者
。 ｩｬＡ築 Ｉ Ｂ ｕｾ ｩＭＱ Ｑ 第 Ｑ Ｒ 条

3段脂 肪備 m 

ｩｬＧｉｾｊｪ［ 設備士 :  叩乙 磁蹟
。。

消防法第 17粂

i1'i I 坊設備点検資格者 :  ;第R 2l 樋極 。
"第 17粂 3-3

危険物取扱者
: 叩 極極 。 。

消防法第 13粂

乙

防火防災

，iq;右， I盟'fi 
防火管理者

。 。 。
消防法第 8 条

軍手術 f J . 指導教育責任者 • 。
普備. 11法第 11粂

警備業務 機織警備業務管理者 • 。 瞥備ｾ法第 ＱＱ 粂

防犯 設備士
。

[注] 略りゅの説IYI

* 1  @ : 退任かつ常駐 ・ ; 選任 O 常駐 l<1t築物持a i:去 処築物におけ新日31( J ! l 蹴例制民同期す説去1 : ll

( ただし通用条件は融制問による) 公， ｬｩｾ ｊｩ ｊ ｊＺｪ ｬ 蹴去 特定工場における公訓1J J : j 臓の整備は到す砥I II

* 2  法III叫主づく: t i の登録認定に必姿な' f i . 怖 ｡ｾ 砕拠邸去 ￞ｩｾ 糊グ双山及ｲＮ ｬｾＢｦｬ Ｇ師同期す若松 ｉ ｉ ｉ

* 3  設備の符級検査のほカヒ主i物のクリーニングを合む エネルギー合型化法 エネルギーの使用の合理化l司測す説去伴

ローパノレな環境問題について、建築物総合維

持保全 焼 葉物処理含む) 業務の立場か ら課

題解決へ遁進する ことてある 。

④節IJ 御運用ソフト能力開発に関しでも、制御

機器メ ーカーの開発した運用ソフ トを100%

完全なシステムと して運用操作する のではな

しに、品鮒Iイ呆全スタッフにて運用 ソフ トをチ

ェック改善する機能を構築しておく ことが必

要てゃある 。

⑤緊急時 ( 天災、 事故等) の建築物 ・設備の

対応に関しでも 、緊急事故を想定したマ ニュ

アノレを作成し、勤務者及び、パック アップの担

由者が、日常シミ ュレーションを繰り返し、

マニュアノレを習得 し建築物1樹寺保全の運用に

取り組u ' ことである 。

t 士三E

- -
巾口 E コ

ヒツレメン テナ ンスの目的は、受託 した建築

物 ・設備の持つ機能を、優秀な技術、高度な

管理能力により、 安全かつ経済的に発揮させ、

↑ 財産な環境を演出する ことにある 。

顧客の期待通りに 「安全1生H 快適性H 経済

性J r利便性」及び 「社 会|生J の対崩発揮に向

かつて誠実に実行する ことが、 恒久的な主目

的である 。

ピノレ管理手法 としては、「設。市逆転要項J を

定め、 「設備運転保守要領Hチェッ ク リス トJ

「設備年間点検整備計l亙陸」 等で作業をスケ

ジ、ユーノレ化 し実施 漏 れ を 防 ぷ 日 ;lit - 月例 ・

年間作業主?笑施する ことである 。 また、突発

トラブノレ対応の 「緊急時の対匁民主置指針マニ

ュアノレ」作成と研+銭川練も、 もち ろんのこと

である。

対句寺・保全 には事前 ・事後 ・予知 ・予防保

全等があり、これ らの品樹寺保全業務 ・マえ、ジ

メン 卜へと 参画させ、低価格で安全で高品質

な建物品問寺保全業務を行う ビノレメンテナンス

に日夜遇進せねばな らない。

c叫 し よ し お 肌 建 物 管 理 株 式 会 社 取 締 役 )  

」、〈むら とらひこ 西 日本電気システム株式会社顧j: i]/
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メンテナンス プ よもやま話

カバ舎の水質と透明度一天王寺動物園-

岩 崎 信 治

天王寺動物園は面積 l l ha を有し、有料公園

である天王寺公固と寸木化 された動植物公園で、

明治36年に大阪で開催された第 5 回内国勧業

博覧会跡地に、上野 ・京都動物園に次いで日本

で三番目の動物園として大正 4年に開園した。

従来の動物展示は動物系統分類学的展示がナ

流であったが、 10数年前から動物の環境展示を

取り入れ、 主役となる却対勿だけでなく、副f物相

や植物相、地質、地層等をも含めたいわゆる生

態的展示が急速に広がってきた。

当国てやも平成 3年よりこ の展示手法の調査 と研究を行い、 ，Z OO

21基本計画J を策定し、老朽化した跡物舎の建て替えを進めていく

こととな った。平成 7年に艇虫類生態館「アイフア ー」を、平成 9

年には日本で初めて、池てや遊泳する水中のカパがカヲス越しに見ら

れるカパ舎を完成公開した。王用主、平成10年 8 月の完成公聞をめざ

しサイ舎を建設中であり、秋にはキリン舎を中心としたサノ f ンナ草

食獣ソε ーンの建設が予定されている。今後も ，Z0021基本計画j に

基づき、約20年をかけ動物舎の整備が予定されている。

圏内の設備上の工夫

従前は圏内高f国王配電紘舶に通信設備や他の弱電設備が併架され

ており、入園者への安全面並びに景観商上てかも問題があったことか

ら、順次、電線路の地中化を進め、平成 9年度末にほぼ完了した。

開園以来幾度となく到f物舎の新設 ・改修が行われ、特に給初球埋

設管路において系統が複刻針ヒし、 またイ夏用水量が増大したため、動

物舎の整備にあわせ整理統合を進めている 。

当闘では動物舎の清帰及びアシカ池等に大孟の上水道を必要とし、

渇水期の節水並びに経費節減に苦応、していたが、当国一帯の地下7J，

を調査したと こ ろ、水量も多〈 比 ｾ交的良質である こ とが分かり、法

適用外の深井戸をきく弁し、駒大 ・除マンガン等の減過により清水

化してイ到有している 。

サバンナ草食獣ゾーンの建設時lこ1.000 トン規j莫の同水貯留槽を

設け、樹木潅水 ・便所*1先水等への雨水の再利用を図る 予定である 。

力パ舎での水質との悪戦苦闘

コアラ 舎やj時虫ま匙主態官官等、当聞の動物舎には特徴のある施設、

設備があるが、その中でも特徴的なカパ舎の設備について紹介する 0

・水似里設備 (主要J機器)

全自型住主物滅過器 - 処理主:125111
3

/h 6基

減過ポンプ。: 1111
3

/ l11in 6台、オソずン発生装置 : 発生 量100g/h
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カノ吋也の「ナツコ J

た処理水の一部は、オソV 発生装置で凝集性を高めたうえ、プーノレ

に戻 される 。 なお冬季の水温の低下を予測してガス温水器を設置し

たが、水温が15' t 以下にならなかったため、まだイ変用していなし、 0

・水質の安定

、 Ｑ ，闇の設備とのかカ ｂ わりて、精 ［ｴ こ気を使ったのが、カノ ｾ￬ 也のＪ質 ｴ

透明度の品自寺てある 。 これには凝集斉IJ 等の添加量、逆洗回数及びオ

ゾンの量が大きく左右する。凝集剤を増やすと透明度は高まるが、

減i凶器に負担がかかり 1版過水量が減少する 。iI ; [ 過水量を多くするた

め、逆j先回数を増やせば滅過車111菌が洗い流されて育成せず、 i鈎りが

発生する。濁りを取るためオゾンの量を増やすと 、透明度は上がる

が、水鳥のエサのドジョウが長生きしない等々 、 しばらくは試行主昔

誤の込続てあった。

最近にな ってようやく水質も安定し、カパの遊泳を入園者に喜ん

てやいただける透明度判断てやきるようにな った。今後は、近日 中に

同居を予定 している熱帯産淡水魚を長期飼育できるよう、 引 き続き

水質 ・透明度の新出'j ，tこ努力する所存てある。

( いわさき のぶはる 大 |仮rll 主I ! 設! 雨天王寺 j出版物公悶事務所管理諒主査)



ンテナンス 2 よもやま話

24時間の飼育水管理一海遊館一

石 黒 吉 隆

j毎遊館は大阪 ・天保山地区に平成 2 年 7 月オ ープンし、丸 8 年が

経過した世界最大級の門大水族館である 。 目玉であるジ、ンベエザ、メ

( 雌) は、体長 4 m ( 体重800kg) から 7.5 m (5 ， 500kg) に成長 し、人工

飼育最長記録を更新中てある 。 これは飼育水の水質管理に負うと こ

ろが大きい。7] "<は水族fi i 1 の命である t 言われている所以である 。

飼育水は多くの生物を飼っていると、上回安的短時間てや、新i 1jj) j'C i: 

はかなり異なった水質になってしまう 。 新 ｾ Ｎ Ｑ ｦｪＺ水は黒 ￬ｾｊ ｊ を使ｊ］ｬ ｊ してい

るため、溜般に費用がかかり1:常に高仰liである 。海水をて3 るだけ

免税制aいしないよう、長〈イ克って、 しかも生物の館主長を品自寺するた

め、水質 li 毎 Fl iJll J定し、水質変イヒに*111心のj主誌を払って いる。水質

を良い状態に保つため、設備の運車説: :1制官: 問、海水の入れ篠えや薬

品処理、水槽の清掃な E は綿密に行わなければならない。

設備の運転維持管理

オープン当初、 24時間の運転監視体制をとっていたが、現在て

は、異常智報装置を増設し、昼間のみの体制とし、夜間は梯械ワッ

チにより人件費の削減を図っている 。奥常が発生したとき、自動的

に装置を止める こ とは制倒的に容易ではあるが、大量のJ魚、の死につ

ながる可能性があるので、運転員はたとえ深夜であっても出動し、

異常に対処する こ とで、事故を未然に防いでいる 。

海水の入れ替えと薬晶処理

飼育水は当然、天然のまfri!! li 毎水が最も良いが、大阪湾に面してい

る海遊館て" はlf: x. 水する ことができない。 また、たとえ託手7ドを;干:;1時取

水した場令、水i} i¥UまJ ; l i : 冬てヰ日当の差があるため、飼育水慌を四季

営通じでほぼ一定に保つ必要があるので、 1J Jl IJ'iI 't ・冷却 に莫大な熱エ

オ、ノレギーが必要となる 。

海遊館外観 遊 泳するジンベエザメ

このため、水を常時入れ替える こ t は水族館守主営に t って、必ず

しも得策 t は言 えなし、。 その解決策として、有配員再使用 して い る *

e一部入れ替えるとともに、水質の変化に対しては薬品処理をする

ことがt圭済的である 。

薬品処理として、 pH の調整のためアルカリ剤を、水の殺菌・透明

度向上のためのためオゾンを注入している。注入に当たってはその

立、速度を慎重に設定しなければ、伺育育f7水ドの白i濁鈎札、生物の奥7市i行" . 死

亡を引き起 こす こ とになるム。 しカか、し、 薬品処理fだだごご.けててで、令、は、 ?訴応目陛室ててで、や、

ない物質、たとえばミオ、ラノレバランス、窒素の残留など に対 しては

適宜、 水の入れ特えをする 必要がある 。

水槽の清掃

生物の餌の食べ残しゃ持出佐働力 ｾＷ ｊ ｱ［， ｾｩ の底 ｬ こ 泌まり、腐敗するため

水質を悪化 させる 。 このため、 これらの固形物をダイパーが水中てや

ポンフ可制 |し、 7) q i んから取り出す こ とが水質的!備向上するために

必要である 。

また、水槽のアクリノレパオ、ノレ ｬ こ Ｗ Ｉｱ￭Ｎｷ ｮｾｾ 明により珪藻がはえると、

くもりまたは汚れとなって、展示効果を落とすので、清帰を怠るこ

とは紫物である 。 しかし、水質の点ヵ、ら見れば、珪藻は水中の室索、

リンなどを l吸収してくれるので、なしろ除去しない方がベタ ー とい

う痛し摩しい、った点もある 。

*  

ιLヒ、 主要なポイン 卜を述べたが、 このほかにも水量に対する飼

育生物の数量、餌の註、ろ過器の洗浄頻度など水質 に島洋ll を与える

フアクタ ーがあり、 これらをt記直iの状態に保つ必要があ る。

( いし〈ーろ よしたか 海遊館飼育展示部副部長)

循環ろ過システム
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メンテナンス 3 よもやま話

人工芝の巻き取り一大阪ドームー

田 中 義 之

大阪で初めて建設された多目的ドームのアリ ーナ内で、私は人工

芝の巻き取り転換作業をしている 。人工芝は二通りの方式て港き取

りを行っているが、その一つは従来のように個別人工芝( 全長55

m、幅4. 6m) を心棒に絡ませて巻き取ってゆくロ ーノレ方式と、 もう

一つ は巻き取りシステムによる大型人工芝巻き取り装置である 。

この大阪ドームで、大型人工芝巻き取りシステムが、日本で初め

て採用され、世界の野味場てやも 2仔IJ 目のシステムを使い、人工芝を

巻き取っている 。

大型人工芝巻き取り装置の原理

この大型Jに工芝巻き取り装置は、巻き取る時聞が従来の方式に比

べて速く、巻き取る面積 ( 7600m') も大きい。また、 従来方式には

不可欠の人工芝収納スペースを、地下ピットを有奴坪IJ 用することに

より軽減させることができるのが音対立の特徴である 。

大型人工芝装置は、昔からゲームセンターにある卓上型エアーホ

ッケーゲーム機の原理とよく似ている 。すなわち、 このゲーム機の

附戒であるプラスチック製の直径 l Oc mfJ: 1 : : . の円盤を、床面に聞い

た多数の穴から エアーを吹かせる ことで府面より数ミリ浮かして、

床面と 円盤の摩揺す丘抗をなくしてスピーテY に円盤を動かすこ t が

て3 る原理と同じ苅法である 。

大型人工芝の大きさは全長117m、l隔65mあり、そのままロ ーラー

に巻き取ってしまうと 重いので、床面の摩擦抵抗が大きくなり、ま

ったく動かないか、人工芝が破れる恐れがある 。 そこで、床面に数

十カ所のエアー吹き出し口( 空知噴射装置) を設けて大型人工芝と

床面との聞にエアーを入れ、大型人工芝を浮き上がらせて摩擦抵抗

を少なくする 。容易に巻き取れる装置 と地下ピッ トに大型人工芝を

ま収納できるのが、 この装置の原理である 。

作業の改善を重ねて

しかし、大型人工芝装置によりボ、タンーってソL工芝を簡単に巻き

取っているわけではない。巻き取るための各準備作業 L 装置の操

作技術によ ってはじめて、巻き取る こと がで3 るのである 。

当初、われわれは人工芝の扱いには不' 慣れて二施工業者から指導

してもらい習熟してい ったが、より速く正確に巻き取るためには L

われわれは施工業者や協力会社とともに試行錯誤しながら、各装置

の改善 ・作業の工夫などをしてきたのである 。

たとえば巻き取っている最中に、 エアーにより人工芝が左右二つ

に分かれた山ができることで、ロ ーラーに巻き付ける際しわが発生

するために、当初は、 111が発生すると何人かで判さえ仁行っていた

のである 。 これでは作業的に効率が悪かったので、いろいろ考えた

結果、作業員を大型人工芝の両サイドに数十名ずつ分かれさせ、人

工芝を巻き取っている最中に山が広がらな いよ うにー列に並んで、余

分なエアーを抜き取るよう作業を改善 したのである 。

現在、 このような独自の方法な E をいくつか考案してきた結果、

かなりの技術や作業時間などが改善され、良くな ってきて，，1. >。た

だ現状のまま安堵することなく、より技術を磨きたいとおも って日

夜方、ンパ、っているところでやある 。

舎日もまた・・

もし機会があって大阪ドームに来 られた際、アリ ーナ内でのわれ

われの人工芝巻き取 り作業を見られる ことがあるかもしれなし、。 そ

の とき、アリ ーナ内で大声を張り上げている私がいるかもしれない。

ロー ラーのように巻き取れる装置があるため、大型人工芝はそのま ( たなか よしゆき 株式会社大阪シティドーム施設管理部課長)

①巻き取り開始前

大阪ドーム アリーナ内

42 建築と 社 会 ・l捌 8

④巻き取り途中の状態

人工芝巻き取りのフロー図

で子苓Ｉ ｾ イダテ

②端部の人工芝を巻き取る ①巻き取りピットの査が開き、巻書取り開始

⑤アリーナの大半を巻き取り 、完了アリーナ ⑥周辺人工芝巻き取り完了

中央部は、次イベントの準備開始が可能



メンテナンス 4 よもやま話

遊戯施設のメンテナンス- 冗ス列バルゲートー

松 藤 一 郎

平成 9年 7月18日、大阪吻子世界。に都市型立体アミューズ、メン

ト佐合施設が誕生した( 写真 1)。

早朝から深夜まで点検の日々

フェステイノカレゲー トは年中型¥I j ;木で毎円夜間営業( 10・00- 22・00)

のため、メンテナンスは営業H寺n:] 外に実施する ことが多し、。

メインの「デノレピスザ コー スターJ ( 全長 750m.  Ｚｴ ｬＡＡ ，Ｎｊ ＺＮ ｾＺｾＴＵｭ＠ .  

最大傾倒50度・最高時速100km) li -f-:tt!五U ( こ人気が高〈、オ ープン

して約 4 カ月で l 万回ιL七( l l j I 両当たり) の稼働回数であった。

この車両総点検は、館内数カ所に設置してあるメン テナ ンスクレ

ーンを使い、 トラパーサーから 5 附へ、 5 階から 2 階フロアへ、 2

階からは荷物用エレベーターを使って降ろし、工場に持ち帰る 。搬

出は、深夜行三業 となってしまう( 写真 2、 3  )。走路点検は、毎 日早

朝 111寺JlJ 1近〈点検歩廊を歩いてチェックするが、雨上がりの点検歩

廊はi骨りやすく、特にや11経を使う 。

当相刻i 自てい開発した「占 いラビリ ンスJ ( ライドに乗りながら 15 ｾ＠ 、

をする) は、女性客やカッフ。ノレに人気カ市j いライドのひとつである 。

占い診断システム ・車両間隔調整システムは定期的にチェックする 。

ライドは自定式のため、追突防止システムに距離センサー とパンパ

ー リミットスイッチの二重安全装置を採用し、始業点検にて作動確

認を行っている( 写真 4 、 5 )。

日常メンテナンスでは、ライドの桜1ffi)}状況に合わせ駆動者11・巨]i v王

者11等に注意を払っている 。特に外lliH製子-(j /lj パー ツの在庫チェック 1;):

重要な作業となる。また、 ビノレの11
1
にある遊底必j包設M出i官迎という

意味てや、運営オペレーターの意見 li 設計 ・製作 . fJ広仁の改良ポイン

卜としてフ ィー ドノ f ックされている 。

運営管理上の配慮

運営面では、オ ープンの 101時とともにコ ースタ ーエ ントランスが

大混雑になり、 10分後には r60分待ち J、午後になると最高 fl80分

待ち j のプラカ ー ドが出る日々があい、た。 1 日の乗車人数は約5，300

名てある 。 それゆえに、始業点検と試運t伝は 10時までに終わらない

と、より凶ニの大i蹴ほヲ| き起こすことになる( 写真 6 ) 。

釆率待ちのお客様を営梨l寺間内に終わらせる ため、 営業終7 前に

ラインカット( 受付終了) を行う 。毎回のごとく苦情が出る時間帯

である 。問天のときカ対寺に困る 。 とりあえず並んでおられるお客様

を釆111させて しまわなければならない。途中で運休すると背情の嵐

となる 。雨天で休止していても、小雨になるい、つの聞にか釆率待

ちの列ができていて、開3開j か 「運休J か判断に迷う ことが多い。

現; t E でも土円は、 i607t 待ち」の状態が続いている 。

写真 2 コースターの車両をメンテ写真 3 荷物用エレベーターで、コースタ

ナンスクレーンで降ろす ーの車両を搬出

写真 4 車両間隔調整システム 写真 5 自走式ライドの

「占いラビリンスJ

写真 6 混雑するコースターエントランス

( まつふじ いちろう ｽｒｾ￞ｾ 興業株式会社配管［部フェスティパノレゲート所長Ｉ
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メンテナンス 5 よもやま話

埋め込まれた航空灯火一関西国際空港-

長 野 博

暗聞の中に: 鹿めく五色の光を頼りに、総重量300 トンもの機体が

わす ｡ 力、 Ｑ ｾ ［ｬ￭ ＶＰｭ の滑走路に舞い降りてくる 。 消走路に着陸する航空機

は、 I時連300kmの高速で進入するため、瞬時に着陸仁必要な' 情報をパ

イロットに伝える必要がある 。

この燈めく五色の光は 「航空灯火J 1:
11
乎ばれ、灯色 t 灯火の配列

により、離陸 ・着陸及び地上走行を行うノ
f

イロットに自機の進入

角 ・姿勢 ・滑走路の残距雨降の情報を与える 。 さらに「航空灯火」

は、パイロットとの「ヒューマン ・コ ミュニケー ションJ を行う H佐

ーの施設であり、灯火の光度 (光の強さ) を畳間 ・夕方 ・夜間等の

周囲の明るさに合わせて、パイロットが視認しやすい光度に制 ｾｦｦ ｛ｬし、

心理的負担を軽減している。 これら「航空灯火」の灯色 ・光度 ・光

度比・ 配光 ・配置は 1 C AO  ( 国際民間航岱機関) により 国際的に

統一 されている 。

過酷な環境下の航空灯火

1994年 9 月 4 日、関西国際空港は国内で最初の24時間運用空港 と

して誕生 した。

写真 1 関西国際空港「埋めく航空灯火J

この空港に設置している航空灯火は灯器紘約5，500灯、うち、標題

とした禍走路や誘導路の舗装内に 「埋め込まれた航空灯' j り は 約

3，000灯にものぼる 。これら の灯是非は、台風よ りも強烈な砂まじりの

ジ、エツ 卜プラス トにさらされ、航空機の衝撃や荷重に耐え、夏の高

温に耐え、灼けたタイヤ ゴムの粘着やi4lJ l1i l 汚損の洗礼までうける過

酷な環抗にある 。

限られたメンテナンスタイムに

メンテナンスタイムは、航空機の比)1攻的まばらな深夜の時間待に、

週 3 1: 1間各 3時間与え られている。 u立言うものの航登機はエ ンジ

ン付きの爪、特に国制更などはJ!Rしだいて" 大幅な遅延も頻発し、決

44 建築と社会 ・1998ι

写真 2

舗装内に埋め

られた灯器

写真 3 灯器洗浄車一高圧水により写真 4 配光測定車 車両前後の測

埋込型灯器に付着したゴム 定器により灯火の光度を測

や撲を除去一 定一

して 3時聞が保証されているも のでもな し、。 いかに航空機の運航を

妨けないで矧l寺聞で作業て3 るかも、 24時間運用空港の重要な課題

てゃある 。

現場では日頃から光度や配光を専用淑IJ 定車によって調査し、その

記手新制好から灯器の状態変化と 傾向の把握に努める 。 ゴムや壊など

により灯総群の性能力主低下する前に、灯総洗浄車によりレンズ面を

高圧水洗浄して性能の回復をはかる 。 レンス‘ 面の付着ゴ、ムは頑固で

キ占っこく完全な除去は困難である 。

やがてよ刊器内部でもランプフィラメントの熱ダレや寿命末期の光

度低下、反身持克の曇りな どが進み、レンズ面洗浄のみでは規定性能

まで回復させる ことが困難にな ってくる。灯器は規定性能まて'lf¥:下

する前に定期的に交換し、予防保全を行う 。回収した灯器は空港内

に設けた整備作業所にドック入りさせオ ーノf ーホーノレする。 小 さく

凝縮した灯器内部の組み立ては、部品ごいこ細かな検査と調整をし

なければ規定配光がiI; iu足きれなし、。

オーノf ーホーノレされた灯器は、最後に光度、配光を石i町立し、再び

現場への出番を待つ。

メンテのためのメンテも生じ・.. 

航空灯火メンテナンスにおいて、関西国際空港は予防保全を主体

とした囲内トップクラスの樹戒化空港である。樹成化に よって現場

作業のスピー ドアッフ。を達成した。 しか し代償として これ ら機械、

機是非、装置のメンテナンスが必要となった。メンテのためのメンテ、

「時間J も子聞とお金で貰うものら しい。

( ながの ひろし ｼ具 ｈ Ｏｉｬ間際 空 泌施設エンジニア株式会［ｦ ｊ 則市 ｍｾ 主役Ｉ



「建築と社会」 誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 形判に変え、特集と作品作風頁を二本 0635、F AX 06- 348- 0634) まで。

( 当時・関西建築協会) の、 機関誌は 柱に、シリーズものの頁を織り込み、 販売価格は1200円 ( 送料・消費税含) 。

特集一覧・ 1 9 7 8- 1 9 9 8

大正 6 年 9 月に 「関西建築協会雑誌j その時々の社会を反映したテー 7 を選 なお、 I建築と社会j 創刊号~昭和30

と題 して創刊された。大正 8 年に「日 んで掲載してきた。 年12月号まで全f)1巻の復刻版が、 1991

本建築協会雑誌J 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年10月から l順次発行( 不二出版) ・配

国1築と社会j と改題し、今日に至っ おりで、パックナンパー購入希望は、 本されているので、詳細|は日本建築協

ている 。昭和42年からは体裁をA 4 変 日本建築協会事務局 (T E L 06- 348- 会事務局へお問い合わせ願いたL、。
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弘明

Hi roaki  

大谷

Oht ani 

と l 問 列e細活躍材

日建設計

住宅街から

素材、技術の源流への Re- approach によって新たなる創造性に向かう ことを

企画するシリ ーズ第 8 回は「新建材j について考える。今回はこれ までのアプ

ローチとは多少異なり、素材がつくっていく街並みについて考えてみたい。

新建材は、今や私たちのまわりの住宅街に、急速に画一的に広がっている。

このままにしておいて よいのだろうか。

景観に大きな影響をもっ外壁用サイデイングパネルに着目し、近未来の家並

みのあり方を展望したい。

Ci 素材と技術が生み出す des ignJ 幹事会)

素

材

と

技

術

震災後の神戸の街並みに広がる新建材の家々 。 これが私たちのまち。

素材に罪はない住宅をカ タ ログ て、、決 める時イ℃

一方、主! ! 築設計に携わる者の多くは、 こうした新感材に対して一

種の差別意識を? 持っていると 言わざるを得ないだろう 。 もうちょっ

と予算があればこれは使わない、し この理由は極言すると、「なに

かの様にJ に見える表現の工夫がされているから、ではないfごろう

か。石模様、レンカ守刻葉、協彰りとうたわれるその素材の表情には、

他と 差5)IJ 化をはかる72図 !:1J:2;lf J阪に、それぞれj剣間性で類似した印

象を与 える 。 それは 「型t1jl し」の絞殺でしかない。

人々 は、 一生に一度の大きな貨物として住宅を建てるとき、いか

に失敗しないようにするか、見劣りせず見えるかについて思い悩む。

人々はこれまでの実f本験から塗りかベはヒピが入いるから困る、い

つまでもきれいに見えるようにしたい、手入れの手聞にはもう耐え

られない、 と考えてきた。 その答えの一つが、外壁用サイデインク、

ノf オ、ノレて、あろう 。

住宅用材料の選択を左右するのはカタログの束。例えて言 うなら

大型家iむ製品や自動車のj肱入言|直面|にも似た、「安心」捜しをま日らず知

らずに強いられていく 。 しかし支持Aそのものがオ、Jゲティブ t いうわけではないのだL 素材

に相応しい表イ育や味わいとい ったものを与え られていないだけだ。

新延坊"n は文字どおり歴史の浅い材料であるわけで¥現在むしろそ

の進化の途t にあると考えたい。売れているから良い製品、

カーは、シェアの大きさに甘んじないでほしし、。

とメー

FJ f ! 発者{)[ IJ の「知恵J によって、ま 7ごまだ良くなる可能性を秘めて

いる新素材。大げさに言 えば今後の新建材のレベソレが日本の街並み

の明日を左右する 。

木造下地にも簡単に取りつけられる

建築 と社会 ・1998. 846  



すくやれた性能だが

外壁用サイテV ングノ旬、ノレは実に高機能、高性能である 。凹方'口

じゃくり加工によるシームレスの連紘f上上九 1 時間の防火性能、

耐凍害性能、防水性能、遮音性能( 透過偵失30dB) 。これをた った15

ミリー20 ミリの厚みて市制呆できる 。 また超高耐1' 11.柔性を誇るフ ッ素樹

脂塗装のものもある。そしてなによりもスピーディーな施工の筒{ 更

さと高ｾ '*1iR'性。 ラスモルタル+ リシン/ : f .W: 同等の材工側格でで

きてしまう 。

まったくノ ーメンテナンスであることを売りにするサイテ川ング。

この外壁は ii 先える J のである 。 日本人のも って いる欠点鍬らい、

スペック主義、衛生観念、消潔指向がまさに投; 惨されている材*;I-/:

いえるだろう 。ただしその代慣として表而にj享い塗膜がつけられ、

素材の質感は消されることになる。

洗えてしまう外壁

使い方を改めよう

建築業界側の問題。手rr建材の使い方にはもっとマナーが必要だ。

索材のあり方をもっと高めるイ郎、方とデザ、インがあるはず。大きな

而績をおおう ことのできるサイデイングだからといって、住宅のス

ケーノレで、単調に使ってよいわけはな L、。

壁面感が強くなるのを避け、庇やパノレコニーを大きく出す。立面

をうまく分割 ・分節する 。いろんな工夫ができるのではないか。

新建材だから こんなものだろうい、う日脱臨時で支配され、あきら

めているのは、本当のところは設計者 ・施工者の方であろう 。

この発泡! の貧困によ って住宅を所有する市民、 そして街並みが被

害を受けるのだけは、将来にわたって避けなければならな L、。

素

材

と

技

術
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司 読者の頁

建設不況対策に耐震リニューアルを

稲毛政信

パフツレj抗成後の負債処理に端を発する景気の低迷は、建設不況を

もたらしている 。 またli 銃後; 堂々と建設し、パフツレ期の急激な建設を

推し進めた結果、今は新しい建築計画が木当に少なくなってしまっ

た。あらゆる胞設が、量的には建設されてしまったと 言 える 。 こう

いった建設不況の中で、ようやく耐震リニューアノレをやるべき 11寺が

きているし、その方向に楚操界全体が取り組むべき |侍と思う 。

l震災前と震災後

読

者

の

頁

阪神 ・ 淡路大震災後の平成 Ｗ 年末には、「建築物両 Ｑ 陵改 ＱＱ 劉創出 ｾｊ

が施行され、各都道府県で「耐震診断員J が1000名単位で養成さ

れ、ょうやく{ 材，IJが整ってきている 。た1::"箆災後 3年半を経過し、

どんどん風化が始まっている中で、 ｩ 同 ｴｾ 主改修は余り進んて｜、ないの

も現実である 。

震災後のキ11
1戸市内の調査結果によると、務娘三I也で笹l牒 ・崩壊の割

合は、新面、目ミ (81年) 以前では54%、以後では 14% と非怖に大きな

率 t なっている 。特に来! 耐震 以前の建物てやは、半分以ょが危険で、あ

る。 この来! 市花里以前の建物はもうすでに 17年五μ ニ経過し、その大部

分は設備をも合めて大 ｗｾ 改修をすべき時期にきていると 言 える 。

ところで、私の家の周りは地震で多くの家が品li れ、ょうやくこ の

3年半で空き地も少なくなってきた。 その通勤途中の、地震では潰

れなかった家がこの 1 カ月はど前から突然家を出し、あれよあれよ

と 言 う間に Ｓ 階建て住宅を建て出した 。 作 ｾＱＮ ごか象徴的な出来事のよ

うに忠われる 。たぶん周りの新築された家に刺激されたのではない

か t 思われる 。 そう言えば私の家も、以前は客間ばかりが王説明が良

〈、日常生活は北側の部屋であったが、現在は不幸な結果としてで

はあるが、放t藍な住まいとなっている 。

多 くの人々も潜在的には、より良い家を求めて いると忠、われる 。

特に不景気のH寺は、この欲求も新築ではなくリフォ ームやリ ニュー

アノレに向かっていくものであり、また何かのきっかけがあればl Ji .在

化するものと忠、われる 。

l木造住宅耐震リニューアルの三つの動き

木造住宅の聞記主リ ニューアノレとして、注目すべき動きが三つある 。

一つは、耐震診断の告側実施による笑絞づくりである 。全国11班

の設計事務所、建築会社、リフォ ーム会社て》脳哉された「木造住宅

耐震耐虫推進ltli議 会j が、 9年 9 月の 1 カ月に東京、崎玉、千葉、

茨城、神奈川てや、在来木造住宅の精密i町民診断を1!1h科て'268; 肝に実施

した。 そのうち改修すべき住宅は65%にも上っている 。 また、積浜

市の「木造割自「土む陥凱 ｉｊ 度 ｪ て、、は割迎 ｦｾｾ 刷て実施し、過去 Ｓ 年間

てや ＴＹＰＰｾ 午の診断念行い、約 Ｗ 害 ｉ ｊ が何らかの 耐 民改修が必要であっ

た。そのうち 14必肝が改菩となり、建て替えが約100軒、そのほかは

改修となっている 。

このように、木造住宅の耐震診断資 5 - 6万阿を無料とする こt

で、ようやく大立の診断及び改修を行っている 。横浜市以外の自治

体でも診断設の 1/2程度の補助を行っているが、あまり診断は行わ

れていない。 それだけーー般の方の意識が低いと 言 うことであるが、

診断費を無料にする施策を、園、 地方自治体あるいは事業者の協力

で1子えば、木造住宅の路町主リ ニューアノレは完主践的に進むもの t 思わ

れ、早急な整備が望まれる 。

48 建策と社会 ・l 蜘 8

木造住宅の面1震リニュ ーアノレのffi : l J きの二つ目は、 1軒 当たり 100

万円以下の耐震改修方法が生まれつつあることである 。大腕荷にお

いては、学需慌時焔等で構成する検討委員会で「木造住宅の簡便な

耐震改修」のリーフレヅ卜が作 られている 。 そこでは、限られた費

用 (100万円以下) で、住みながら、短い期間で、間取りを変えるこ

となく補強で量る工法が提案されている 。 また崎玉県の E 社は、新

築| 砕のホーノレダウン合物の機能に着目し、独自の後付けのホーノレダ

ウン宝物工法による百花駒I i 強方法を生み出し、行- っている 。 これも

100万円以下の簡便な方法であるが、耐掛1 ¥強の普及として事業が

拡大している t のこと 。 その他ょうやく酎飼酬が出fごして、やり

やすくなっている 。

木造住宅骨臨リ ニューアノレの三つ自の動きは、|長l知也tE，灯台、市;J震

改修を中心に行う事業者が出てきつつあることである 。先述のE 社

の例、あるいはもう ＵＰ 凶汗もの笑絞を上げている東京都の ｔ 社も ｉ ｟ｉ ｾ，

てきている 。共に精密診断を行う ことにより、改修を行っているが、

T 社ては、金協とが材の組み合わせ によ ってはぞ抜けを防止する補

強、師、I力壁による補強、基ぬと 土台と柱をーイ本化する布! 胞の三つを

総合的にシステム化 した耐震改修を行っている 。 そのうち 3割から

4害1 ] では、外壁や内装や間取りの変更などのリフォームやリ ニュー

アノレも岡崎= に行っている 。

以上のごい、木造住宅同様リ ニューアノレ市場は、今到j き出しつ

つあり、そのf f i : l Jきへの公共的、社会的取り組みが一層必要とされて

し、る 。

l公共先導で耐震リニューアルを

一方、木造住宅以外の→l矧操の場合は、耐震リ ニーアノレは本、

は私たちの生活要求としても必要なものと 言 える 。先日もや11戸地裁

で、阪ヰI j l ・淡路大i琵災てゆホテル倒壊♂死へ l 億百万円のj刷11命令が

おりたZj:q列も1:1:' ，てきている。| 尉111・淡路大震災が昼間1に起こってい

たらと思うとぞっとするが、私たちはそれほど危険な述物に固まれ

ている 。

→
l生建築では、宅脆ようやく 学校等の公共施設で而協リ ニューア

ノレが行われてきているが、民間てやはまだまだである 。昨今の不況下

では、やはり公共先導にならさ「るを得ないと忠、われる 。 その必要性

はl
明白であり、 この不況11寺には、例えば多人数が集まる公共施設は

Ｕ カ年て Ｑ 師、 ｲｾ リニューアノレをやり切ってしまうぐらいの公共投資が

あっても良いのではないかと，官、われる 。 そうする ことにより、 i両校長

リニューアノレ方法州Irffi し、民間建築へのi皮及効果は非; 常に大きい

と思われる 。

現在の建設産業の力は物凄く大きなものであり、その力を、社会

的に必要とされる同: 目星改修に向けていくことが、今必要とされてい

る。この除l震改修をきっかけとして、設備の改善や省エオ、化f H'J取

り等の使い勝手や弱者戸‘ I策の改普等を行い、両官主リニューアノレまで

高めて、より良い生活空聞を生み出していければ t 思う 。 そうする

こと が、 一方て述設不況対策にもなると思う 。

(L 、なげ まきのぶ)



; 幸田範夫

大阪府建築都市部建築指導課調整係長

スケルトン賃貸と仮使用承認制度

332 

の導入で、建物を長期に活用する手法の普及が溜まれて いる。

法

令

コ

ー

ナ

ー

「規制緩和f制主計画の改定J ( 平成 8年 3 月29日付 け閣議決定) に

JlI J して、平成 9年 3 月30日付け建設省住宅局建築指導諒長通達によ

り、「スケノレ トン賃貸( 分譲)J 等の状況に対応する形て¥仮使用氷認

制度等についての取り扱いの明確化が行われた。

これにより、新たなテナント等の決定に従い、逐次仮使用部分を

追加する必要がある場合は、当初の仮使用承認を変更して、仮使用

部分を追加する こt ができるよう になった。す なわち、 これまでは

1回ごい こ仮イ刻羽を申請し、その者11度申請手数料 Uニ限16万円) を

負担し、審査事務にも時聞を費やしていたものが、当初の申請で極

体全体と 一番目のテナン卜の審査を済ませておき、述是正するテナン

ト入居に迅速に対応するため、 二番目以降は手数料なしで内装等の

務官手続きの簡素 化 が医 ｼ られた。また、仮使用の永吉 ｾｊ 明 間 の上限も

2年から 3年に延長された。

なお、 これまで、スケルトン状態でも、そのままで、の使用とみなす

な ｅ して検査済証を発行していたケ ー スも見受けられたが、ｾ 、 後は

このような運用ではなく、迅速な仮使用承認の手続きが7ドめられよ

フ。

ただし、スケルトン賃貸の仮使用承認の追加申請方式をとる場合

は、躯体工事が完了している こと力主前提であるこ t に留意しておく

必要がある 。

l仮使用承認制度の運用改正

l仮使用承認制度の概要

工事中は、工事に起閃する火災の発生や、避刻t I . i I ! i 設の機能停止等

により、万ーの災害発生の際の被害を桜汰させる可能性が高い。

そこで、 これらそ未然に防止するため、処剥叫主法第 7粂の 3で

は、完了検査を一度も受けた ことのない新築工事中の述築物や増築

等の工事て遊整助芭設の工事を行っている部分等について、原J l IJ とし

て使用を祭止して L、る。

し: かし一方では、経常上ま たは社会的な機能の問題等により、 工

事中や完了検査前に建築物を使用したいい、う要望も強〈、同粂の

後段でただし書きを設け、特定行政庁または建築主事が安全上、|坊

火上及びi盛期U二支障がな いt 認める場企には使J l Iできる ことになっ

ている。 これが、「仮f史j刊氷認品IJ 度j である。

l内装制限と仮使用承認

内装 ｪｾＱＱ 限 等を受け る事務所ヒ ツ レ、底 ｴｴｬ￬ ヒ ツレ等で、 内装イ土上げ 等が

完了していない場合は、工事が完了したとは L、えな L、。 このような

建築物を創刊し、 または使用させようとする易治は、仮倒羽府立を

受けなけれlまならない。

- 上層階の躯体工事中に、 3階にモデルルームを開設して、

テナント誘致を行うケ スの仮使用申請手順

。3階をモデルルームとしてイ土上11、仮使用を申請する

( 鑓体工事中では追加申請方式カ努留されなL 、ため) . 3階

部分の仮使用承認通夫隠肋吹付される。

6 1 ・2 .  7  .  8  .  9階のテナントが決定し、内装等が仕

上げられ新規の対象部分の仮使用を申請する。この場合、

備考欄に「新たなテナン卜が決定した場合には追加申請を

予定J の旨記入。追加申請の象認とともに仮使用承認通知

方、<sefサさ t l 3階部分が包含された仮使用承認となる。

⑥也下 ・5 .  6階のテナン卜別原次決定し、内装等が仕上

げられる朝寝に仮使用部分追加申請を行う. 順次仮使用部

分追加通矢曜方受付される。

。4階の最後のテナントが決定し、内装カ可土上げらt l 工

事完了届となり、検歪踊証か交付される。

※上記の娼体工事中のモデルルームのケース以外に、 1司- - i 載柳〉

市守 中に追加申請方式瑚窃されないスケルトン部分柿躍するケー

ｾ ｉ ＧＢ スなどは仮使用部分の申請と追加申請カ唱哩み合わされた手続き

となる. この場合、先の仮使用部分は、新しい仮使用申請に包含さ

れる.

仮使用を部分ごとに申請するケースの手続き

建築物の内装のイ土kげられて いない状態をスケル卜ン t 言 う。

わが国のオフィスは、床から壁、天井、 !mU)1に至 るまであらかじ

め設定されたi標準内装で、 しかも無難な色や材質てf土仁げられてい

ることが多い。テナントが好みのオフィスにしたい場合は、自己負

担で新品の標準内装を撤去 し、新たに内装を施す ことになる。 しか

しこれが 「未使用廃棄J ｾ生み出す要因になり、撤去費用も大きい

ことから、そのままの状態で使う ことが多〈、 日木企業のオフィス

は概して ii!f l一的て、クオリティの低いものとな っている。

一方 、オフィスをめぐるｾ閣には、次 のような変 化 が生じている 。

. OA化やコンピュータ制請の大量導入

- 著しい通信機株の発達

・t州産性や潤い ・ゆとり欲求の高まり

. 画一化からイ酎性化への転換

- 国際化と齢伏のオフィス文化 t の交流

Ｎ 内装における美的 ・ 色 ，ｗｴｦ￟Ｎ ｾｽｴ の向上

良質な建築ストッ クを形成するためにも 、ベースヒツレの階7ょうや耐

良性能には一長期を見据えてしっかりとした処創生資を行い、時代に

合った設備や内装の夏 ｾｲｲ を容易にするスケノレトン賃貸Ｈ分譲Ｉ方式

完了検査を受けるために仕上 取り壊される天井、未使用廃棄

一一〉

げられた、オフィスの標準内装 された照明器具やカーベットなど

l建築物のスケルトン賃貸の必要性

49 強 績 と 社 会 ・1998. 8

スケルトン状態である工事中の建築物の府組込主の按ド的な考え

方は、以下の 3つである。

- 仮使用部分( 退銀佐経路含む) とスケノレ卜ン状態の部分の区画

・仮使用部分 (避刻係自絡会む) が適法である こと

・スケルトン状態及び工事胞工部分の安全;hJ 策

仮使用承認ぞ受けた状態はあくまで1附則刊であり、完了建築物に

較べ、災害の危険性カ市山、 ことを忘れず、今後 t もハード、ソフト

両面から安全戸:慌に万全を期す必要がある 。 ( きわだ のりお)

l仮使用承認基準と安全計画

退去時は原状回復により再び棟 受付 ・応接・会議室など目的

モー
準内装に戻され、悪循環を生む の個室や、好みの内装に改装

日本の現状 i  Ｑ ゴ ｊ ｾ Ｇｩ ＧＡｩｬｬ 物の仮 使用 手続き Ｗ ニュアノレ ｊ IIH) 11本建築防災協会発行
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角形鋼管柱と ｈ ｊ ｉ ｾ 銅 Ｓ 誌の接合古川正、鉄Ｇ自製作上、最も ｼ 時十日 Ａ と手聞

を必要とし、また、 j割安不良などの1111題の発生しやす い箇所である 。

特 C{加 工ではタ刈アブラムけ主ある いは梁との制安部の榊造上や品

質上の問題がクロ ーズアップ。されている 。

ここで紹介する D S Qフレームは、 このダイアブラムを省略して、

鉄骨製作の単純化 を図り、安定した品質を肝印長する ことを目的とし

て開発された鉄骨』副本システムである 。

l構法概要

妥タ

構

造

の

頁 ｾ＠

図 1

D  S  Q  (Daiwa  S Quare) フレームは、 中仰官z一清拠築を対象に

したもので、 図 1 に示すようにダイアフラムぞ省略するために、梁

との抜令部近傍が増j♀加工された柱( 増厚鋼管) を使用し、そ こに

梁をトルシア形高力ワンサイドボルトで接合する躯休システムであ

る。ダイアプラムがないため、直交する梁せいの違いや梁の段差な

どに容易に対応で、きる 。tl i節目ては、梁の上フランジは柱のトップ

プレートと高カボノレト i射刻安合される 。

創立基本的に通し柱て、柱紺妾合古11て守主を切断 . i割安しないのが

特徴である 。構造設計上や湖船二の理由から、必要仁応じて柱継手

を設ける 。J胡陸手もワンサイドボルトによる摩括織令官11になってお

り、柱からは極力I割安が排除されてし、る 。ちU玉適用できる昔[1材は、

大袋、1;J: ｈ Ｍ ＲＵＰ ｸ Ｑ ＲＵ から ｈ Ｍ ＴＵＰ ｘ ＲＰＰ までの刻Ｑｉ Ｑ ｾ ｴＮ￭ ｈ 形鋼 ＨｓｎＴＰＰ ま

たは SS400) 、柱は、 250角から 350角 ま で の 冷 開 成 形 角 形 鋼 管

( BCR 295または S TK R400) である 。すぺての接合部は、保有耐

力機合として標準化されてし、る 。

l トルシア形高力ワンサイドボルト

本システムてはM U T F  (Met ri c  Ultra  T wist F astener) とい

う 卜ノレシア形市力ワンサイドボルトを用いている 。鋼管のように裏

イJ!l Jに手の属かない部材にも、直後ボルト接合ができる 。MU T Fの

締め付け前と締め付け後の状態を図 2 に示す。紛r.め手l け工程を図 3

に示す。ボル ト孔に外f)!l Jからボルトを差し込み、電j ] j J成シャ ー レン

チを ｊｾｾ Ｈ 、てナットを回転すれば、自動的に内部て、ボノレ ト 頭ヵワｾｾ成さ

50  建築と社会 ・1998. 8

ワンサイドボルトと増厚鋼管を用いた D S Qフレーム

古海賢二

大和ハウス工業側総合技術研究所

れ、PJi 定のボル ト車111力に達

したら トルシア ボ、ノレ トと同

様にピンテーノレ前雌rr して

締め付 けが完了する。

MU T F  はその l呼び径

( 頭古|唯に近い働て守刊il日

すれば、その締め付 け力、

号|張強度は J 1  S の高カポ

ノレト F 8  T  1: W ; f 同程度で

ある 。

図 2 ワンサイドボルトMU T F

① 

ボルトを被核合

昔11材σ〉干しに外f!! l 1

から柿入する。

ピンテール

l内l
② ③ ④  

シャーレンチでナ 11 シャーワッシャー |ボルトにjifr.定自h1J

トを回していくと、 | がせん加減壊し、 | が導入されると、

第I スリーブが割引第l スリープ瑚峨| ピンテー j レカ淵析

変形し、ポJ レト頭部|合苦1財に彼触する。|し、締めやl けが完

カ守形成される。 1 了する。

図 3 ワンサイドボルトの締め付け工程

I増厚工法

梁を取り 付 けるため に鋼管に直接ボノレ 卜孔をあけては、柱の応力

が最も大き い柱端部での凶日商欠損と い う問題が生じる。 また、鋼管

の面外変形が大き いため、同IJt妾合告fl とはな りにくい。 ヨー ロツノ f な

どでは この種の半岡l牒 合 が使用されているそうであるが、日本で1立、

地震l時における層間変形角の制限等もあって、実際には受け入れら

れにくし、のが実状てある。

この問題を解決するため、 D S Q フレームでは、増厚工法により

楼令部の鋼管制享くして補強する方式を採用した。増厚工法とは、

図 4 に示すように鋼管の外IJ!l Jに加熱装世( コイノレ) を通して、高周

波誘導加熱により鋼管を塑性変形が可能な温度にまで昇狙させ、鋼

管をジ、ヤツキで圧縮する ことにより、所定の厚さに増厚するもので、

さらに、加熱装置を移動する こ t により所定の長さにわたって鋼管

を増厚する加工法である。 これは、従来鋼管の曲げ加工に利用され

ていた技術を基本に開発したものである。増厚吉11は、再度加熱装置

を通して再報収主理を施している 。

図 4 増厚工法概念図
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図 6 十字形架構実験の骨格幽線

構

造

の

頁

ため、 DS Qフレームの桜令部は、保有耐力核合された| 司| 牒合音II!:

して設計上取り扱うことがで3 る。

ムｾ設大臣の法 ＳＸ 条→賊定例文衛炎、すでに、 Ｒ 倣ほどの実建物

に応用されており、 写真 3 はその施工中の一例である 。大梁の中1m

継手を設けでないので、 トータノレてーの使用ボルト数カf削減され、処

方効率も改善されている 。 また、柱からブラケッ 卜が出ていないの

で 、 音 附 の 湖 掛J率が上がり、狭い現場ても t財貨場所を附呆しやす

いといった利点がある 。

l実建物への応用

増厚鋼管写真 1

もともと、建築鉄骨の製作工程を改善したいい、う試みからスタ

ー卜 したのであるが、製作而だけでなく、構造的な利点や、施工面

での成果も得られた。開発に 当たっては、ワンサイドボ、ノレ卜や増厚

法の開発など大きな技中附I(長料垣を克服する必要があったが、それ

ぞれ刷ハックリミテッドおよび第一高周i皮工業鮒のスタッフの方々

の多大な ご尽 力に より j主成できた。改めて深謝します。

色、変をさけるため緩やかなテーパーがとられている 。

図 Ｕ は本システムでイ駐日する鋼管の芸ヨオ引張部樹高来て、図 ｉ ｾ Ｚ ｉ 、

出 ＱＱＱ い災線は素管、太い 来 線はｬｉｾｲｊ 写 鋼管の応力 一 ひずみ ｼ剥係 である 。

元の鋼管は降伏点が明| 僚に引れず、降伏比力消い。特に コーナー部

て、は極端に伸びが低下してし、る 。 これ らは、冷問成形角形鋼管の特

徴といえる 。一方、増! 平鋼管はコーナー昔1I も1"11
ぴが回復し、平板昔1I

では降伏御lが見られるようになる 。鋼材の性状が大きく改善されて

いることが分かる 。 また、 tJif僻fill も改善され、J i ill 享鋼管は元の冷間

成形11J形鋼管よりもt J しろ優・れた性質を有する材料にな っている 。

増厚鋼管の縦断面写真 2

D S Qフレームの施工例写真 3

lあとがき

35  

STKR400 口一3∞X 1 2 (10 0 % 増厚)

一素管コーナー部

Ｍｨ ミマＱＮＺ Ｑ 厚鋼ｾＺｊナ一部

て下 一 六ｾ ＮＮ ＮＮ［ 介、でＢ Ｎ

‘ 丈 一 . …… 巳ム紫管平板部・ e ・e ・

…ーペじ増厚鋼管平板部;

ε ( %)  

材料の応力一ひずみ幽線
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吸音プラスチック防音パネル

277 
設備の頁 土 橋 勝

三菱電格制系統変電・交通システム事業所担当部長

l防音パネルの現状

防音には、音を反射して透過させない遮音、音の振重)J エ才、ノレギー

を熱に変換させる l吸音、音の位相変化 を利用する干渉滅背などがあ

り、これらを騒音現場の環境条件に応じて適宜組み合わせ、適用し

この11放音機構を力学モデノレ的に示すと 図 2 のようになる 。すなわ

ち音波の進入する粒子聞の細隙の空気は質量を持った塊、その奥の

背商空気層はぱねてあり、これらは一つの振動系である 。

この系に共11. 鳥周波数の音波があたると、質量に相当する 隙間の空

気が激しく振動 し、粒子との摩擦によって熱エオ、ノレギーに変わるこ

とて1吸音される。

l吸音プラスチックのl吸音率一周波故持性は、 図 3 に示すように共

鳴周波数に対してピークを持ち、そのピーク周波数は背面空気! 習の

j写さに対応してシフ卜する 。 この挙動は粒子結合] 伊吸音材の特徴で

ある 。

従来、粒子結合形11及音材は周波数帯域の狭い音に対しては優れた

l吸音特性カf認められていたが、周i及数帯域の広い音には適さないと

いうのが寸宣何胤であった。 しかし、医13 の特性及び図 2 の機能

から、 j写さの異なる複数の背面空気屑を形成し、かつ各背面空気層

力主独立に 1;( ね作用を発揮するよう隔壁て、分けれI !、l吸音 持|企の広骨子

域化カ可能になることを見出した。 このような空知百群を活用した

l吸音 機構をプラスチァク成形で実現し、 l吸音プラスチックと→判ヒ

し11及音モジ‘ ューノレとして完成させた。

一散 lこ騒音レベノレの周波数分布はフラットではなく、いくつかの

卓越周波数帯が有控する 。オーノ f ーオーノレの騒音レベソレを下げるに

は、この卓越周波数帯封Ｇｬｾ極的に ｬ 吸音すればよいが、当該 ｉ 吸 音機憐

は騒音ν ベソレの周波数分布に適合した設計が可能であるい、う特徴

を持っている 。

交通分野の騒音レベノレの卓越周波数，市・域は主に 0 .4 - 2  k Hz で

あり 、 これに適合する吸音モジューノレを作り、金属医 休中に収納し

たもの制l及音プラスチック防音ノ旬、ノレて、ある 。攻段、道路および鉄

道各社にて割引li 中であるが、すでにi k道数社にコンクリ ー ト育局湖周

11及音ノ叶、ノレとして大j見，t 英に採用していただき、方碍平を得ている 。

l吸音プラスチック |りJ音ノ叶、ノレの主な特徴は、以下の通り。

1  ) プラスチック粒子融着体のため、ガラスウ ーノレのような売をも安や

lル，) ' ( 劣化を生じない。 11

2) 同一ノ f j i _ j V厚さの 。;

場合、万ラスウーノレ 0. 8 

室。 7

内J歳|坊音ノ叶、ノレより、 響

室 0. 6

0 . 4 - 2 . 0k H z の 卓 義 0. 5

音 0. 4

越周波数帯域のl吸音 率

.  0. 3 

特性に俊れている 。 0. 2

(図 4 当 記 搬 献 。;

の結果を参照) ｾ＠

3) 雨>t ) ' ( 性に優れるた

め、お岡山先i争が可能

である 。

ＴＩ 革帥 ｾ ｉ 企材質を退問しているので、延焼はしない。

5)  ｾ除機質の粒 子 結合形 ｬ 吸音材Ｈ発泡コンクリートなどＩに比べ軽

量であり、かつ、 J樹成強度と剥. ¥X 性に優れるため、侵入7)'( の流結

膨張応力に耐える 。

l吸音プラスチック防音パネルの特徴

ている 。

交通施設においては、完全密閉するこ t はL U: んどできない。 こ

のため、音は反射/ 回折によって沿縁地域に伝搬する 。 したがって

遮音機能のみの遮音材( コンクリ ー 卜壁やプラスチック透明板など)

は音波が入射しでも反射しながら伝搬するので、行路が長くなる分

の距自 ｉ ｾ 減衰効果のみしか期待できない 。

しかるに、都市地域においては交通網の高架化によるマンション

などの高層階への音源の接近、あるいは立体交差化や上下並走化な

どによる下部発生音の反射伝搬による騒音 ν べ、ノレの増大など、単な

る遮音壁だけでは解決できないため、 I吸音形防音パオ、ノレや減音装置

が汎用されている 。

11及音形防音ノ叶、ノレとしては、カ、ラスウーノレを吸音材として内包す

る|妨音ノ叶、ノレが汎J有されているが、カ。ラスウ ーノレは長期間屋外で、使

用すると、風雨によって繊維が折れて飛散したり、あるいはl吸水す

るt 樹: 1tが制民して、 l腕コ4i ' i牲が低下するという問題がある 。

三菱電機は電気雄総メーカとして、製造機器の静音ー化に取り組ん

でおり、 l吸音材の活用もその取り組みの一つである 。家電品に適用

する l吸音材には、寸法制約が厳しいので、似音効果の大きいものカちR

められるが、同時に人の身近で、使用される機様であるため、安全で

健康障害を起こさないことが重要である。 このことか ら、プラスチ

ック経子を融着した多孔質成，Ｗ Ｑｾ 品 ＨＱ 吸 音プラスチックと称す Ｉか ら

なる l吸音部品を開発し、これぞ適用した紛音713の家電品 ( 換気扇、

エアコン、掃除機など) を上市し、好評をいたTごいている 。

このl吸音プラス チックの安全性/ 高性能力、つ形状安定性/加工性

を生かして、 l吸音プラスチック防音ノ叶、ノレを開発製品化した。

設

備

の

頁

v  ト、 ｾ＠
y  

¥、

月
き

ト~

11/ 

¥ 

rr囚717 

グ ーoー吸音プラスチックパネル50

ー Ｍｸ ーグラスウ一 ｊ ｴ，ＮＯｾＺＺｪ＼Ｎ ｊ ｴ，Ｎ ＵＰ 馴 J  
ι  ・・・

l吸音プラスチックの吸音原理

l吸音プラスチックは粒子結合形l吸音材に属し、 l吸音構造は、 図 1

のよ うに粒径 1 - 2mmのフ。ラスチック粒子を融着成形した通気性の

l吸音層1 : T f 雨空気層及び遮音屑からなり、入射音のエオ、ノレギー は

「→」の太きて涼したように滅哀ーする 。

白

山

-

問

言 2 富 喜 白 書
ｾ＠ N  

1/3オクタ プ中心周波数 Hz 

防音パネルの吸音性能の比較図 4

o  lioo-2"5O.  315-400"550630 800 16oo 1250 16OUtooO 

1/3オクターブバンドの中心周波数 Hz 

垂

直 0. 6

入

射

吸

喜0. 4

吸音構造図 1

まさる)( っちはし背面空気層の厚さと吸音率の関係図 3吸音原理
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高機能建材

吉田謙二

東洋アルミニウム鞠アルセライト開発部部長 ・理事

204 

l物性

7ルセライト タイ lレ 石 アルミ コン7リート 鉄

比 重 l. 5  2. 10 2. 7 2. 71 2. 30 7.65  

;rUJ: kg/J早さ 1  cm. M2 15. 0 2l. 0  27. 0 27. 1 23. 0 76.5  

勢) ¥膨煩係数 x 1O-'/"C  16. 5 7. 5 8-26 23. 6 11 .7  

非 ｍ 云 ｾｾｊ 支 ｘ ｬｏ ＭＧ ，αｉ Ａ ｃＮ｣ｭ 13. 0 0. 2 0.6  52. 0 0. 3 17. 0 

1)  I'J f : 強度 kg/mm' l. 6  16. 9 0. 35 35.7  

圧 縮 強 度 比Imm' 5. 0 14. 0 9- 23 20. 0 3.4 45.0 

utl げ強度 kg/mm' 4. 2 2. 8 l. 7  0. 7 

i曲げ抑制: 係数 X10' kg/mm' 14. 5 40. 0 70. 0 2l. 0  196 

ｦ ＼ｴ＼ Ｎ ｭ 抵抗 ｉ ｴｾ X  lO-' (l cm 17-30 28-84 2. 75 10.0 

iアルセライト開発の経緯

近年I也鵬誌境い、うテーマカ雫滋命されるようになって久しいが、

今ではどちらかい、えば観念ポl句に諮命されていたtJ噺 がii出 で は 地

球環段、省資源、 リサイクノレい、うことを抜きにしてはどジオ、スそ

のものが成り立たなくなってきて いる 。

特に阪干 Ｑ Ｑ Ｑ 大 震災以 ｾｾ建築、 完 封 Ｔ の分野につ いて も、安全性、リ

サイクノレということが大きな説討直となっている 。

高機能建材/ アノレセライ トはそ の主成分として、イ材質上t約 5 2 %の

ガラスバルーン〈廃カヲスから製造) と約48%のアルミ( 廃アノレミ

2次塊) からなっており、アルセラ イトそのものも完全にリサイク

ノレできる、 エコマー クに認定された ｾｩ 境にやさしい新素材である 。

施

工

材

料

の

頁

i塗装

アルセライトの表面処理は塗装て"1i う。また、その塗装も昨打|柔性

( 20- 30年) 等を考慮して無機塗装を主として行う 。

アルマイト処理Eはアルセライトの椛成上不遜ム

l特徴

.  !経 L 、: アノレミの約半分

- 強 い コンクリ ート の数f音 L壁材、インテリア材に{ 必直)

. 遮 る: ｾ吸 及音性 ＨＱＲＵ ｨ ｺ 近辺約 Ｔ刊 ＵＥ Ｑ吸 倣音剖Ｉ青前｛ｪￍ沌 ｆ

. 燃 λ ない. 不:1 * - 材イとして認定済

・美 し い : ｾＱｴ 特の焼きむら、また印刷 ・ 塗装 カ可 ｔ 能

・加工しやすい: 切断、穴あけ等が容易

+  0， - l. Omm 

:t 0. 5mm 

iアルセライトの製晶寸法他

く 標準 ｾＱｾ Ｑ ＾

厚み 6  mm， 8  mm， 10mm， 12mm 寸法公差

寸法 600mm x  600mm 寸法公差

その{也、IUI板、呉形品( コーナー材等)

l用途

- 外壁材、内壁材、床材

- 家具の材料

・公国等のベンチ、遊具の材料

・種々の工業材料

× 膨れ ・ハクリあり

} } { 現在測定中

A 一部膨れあり

企薄〈残る

{ 塗腺性能評価) 0 変化なし

〈汚れ評価〉 ・跡残りなし
l塗装アルセライトの性能

曲目考

無機系 無機系 無機系 l!' ，f，機 布 機

塗装系統 セラミックコートセラミックコ ー トセラミックコ ー ト タv クロ ウレタン JI S  K  5400 

塗装色 各種カラ ー アルミメタリ y ク 各 種 印 刷 鋲 符極カラー

i，J活性 10 8  10 4  8  8.5 必然自テ ープ争IJ自11

1  mm X  1  mm X  100 

鉛 fEIEj 度 6H  5H  8H  3H  1-j I  8.4 20皮すり傷

耐 水 性 o  0  0  0  0  8. 19 純 水 X 24hr ( 泌がi)

両fi 弗水性 0 0 0  0  ム 8. 20 idU! 降水 X 30分( 反抗)

耐 酸 性 o  0  0  x  0  8. 22 5  %  H，SO，X 24hr (htdi ) 

面川 ｉ 機 ｉ 容 ｆｾｬ 性 0 0 0  6  t h キシレン合以綿30阿

面行iir繋性 o  0  0  0  0  8. 3 デュポン式 1/2"1kg  .  15cm 

面f マジックfj: .  .  .  .  ｾ＠ 8. 10 マジックインキベンジン拭き取り

耐混ノド噴霧性 2000hr  2000hr 2000hr 2000hr iii 9. 1 塩水噴霧試験機35・c ・5 %食品E水

耐 汚 染 性 3  3  ※  6  縮! 日式 3 サイクノレ

色差 <J E

促 進 色差 <J E 0. 8 0. 9 l. 0  5. 1 0. 5 

QUV500ht  

骨tfl .1f i 保持率 90 94 93 80 72 

V  lV  II I  
[[ 
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上記は実例値であり、保証値ではありません。
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改正工業標準化法への取り組み

財団法人 日本 建 築 総合試号食所

干 565- 0873 吹田市藤白台5-8- 1

TEし06-872-0391 FAX. 06-872-0784 

業務時間 9  :  ＰＰｾＱＷ＠ :  15 

五訟丘における規制緩和、国際調市博の要請ぞ踏まえ、工業| 生%主化

法が平成 9年 3 月26日付て、改正され、同年 9 月26日に!j 位行されまし

た。今回の改正は、 ]I S 認言i E11，1j ] 支等の抜本fl") な見直しが行われたもの

で、 主な改正点は次のとおりです。

0 ..J 15 マーク表示認定の民間開放

]I S マーク表示認定制度は、品質の内容を ] IS で具f本(I "J に規

定し、これに適合すると認定された製品には ]I S 適合品である

ことを示すi J IS マークJ を表示できる制度です。

この認定は、これまで主務大臣が行ってきましたが、 主務大

白 f指定する I SO/ I ECガイド65に4撤した民間の機| 剥断定

認定機関) も行えるようになりました。

製品に ] IS マー クを表示しようとする製造業者は、主務大臣

または指定認定機l剥の中から任:11;、に選択して受務する ことにな

ります。指定認定機| 共! が審査した; 場合は、その認定機| 長! から認

定暫: ヵヲE行されます。認定を受けた製造業者は、 ]I S マーク表示

認定工場( 以下、認定工場という) となります。

0 認定工場が公示検査機関 をi甜尺でき る錆IJ度 に新子

公示制度は、認定工場に対して、検査を受けるべき製品が宵

報に告示された場合に、検査( 公示| 勉却を受けることを誕窃先

付けた11，IJ 度て‘ す。

公利抱まは、これまで認定検査機関( 認定工場に検査機関選

択の射也なし) が行ってきましたが、この機|鎖的包上し、改め

て主務大臣が IS O/ IEC ガイド 39に託矧Eした民間の機関( 指定

検査機| 却を指定しております。

今回の改正により、公利鯉Eを受ける認定工場は、 これら指

定検査機関の中から任意に選択することになりました。

0 自己適合表示制度と、これを支援する認定試験事業者制度

]I S の製品開各があるもののうち、 ] IS マー クの表示の対象

外の製品について、製造業者が ] IS への適合に関して自己迎合

表示ができる制度力主新たにできました。

この自己適合宣言を支援し、この制度を円i骨に導入するため

に、 IS O/ IE CカY ド25に準拠した民間の機関( 認定試験事業

者) を主務大臣が認定する ことになりました。

製造業者が ]I S 述令表示を行う場合u、認定試l倒 喋 名 で 試

験を行うようになります。

当主:¥1&主T*は、すで1こ指定検査機|刻として公示検査を実施していま

すが、指定認定機関および認定試験事業者の両機関についても指定

ｲｬｾ ｲＮ￭Ｇ ｩ の準備中であり、近々にこれらの業務についても取り組む ニ 予定

です。

この申請に先立ち本年 7月 1 日付で組織を右図のような整備しま

した。新設した製品認定センターは、指定認定機関の業務をはじめ、

船長検査室が担当していました公利指主工場監査な E の業務を、

また、 ｩｬｩ ｜ＱＦ主 ｰｦｲ の各 言 ｩ｜ 馬主室は認定試験 Ｚｌ ｊｊ 染者の業務を ｾ￯ Ｇ ｾ 、ます。

なお、従来検査室が担当 していました巡回採取骨材の品質討: J 検お

よび鉄筋方、ス圧接継手の ｕｔ 検査 等 の試験業務は、材料検査苦 ｉｬｾ ｬＧ 央

ｩｬｩｾ 覧室が号 ｼ き継ぎます 。 引き続きご利附下さい 。
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建築電気設備編

建築技術者のための建築電気設備の要点目

中央監視制御・幹線・動力設備 谷本敏和

側きんでん妓術本部 F M'BMl i 進部部長

'; [1) ) ・怜線 ・重11

) )  .  "以丁・中央l笠

fJt . セキュリティ

等の|剥述を、 図 1

に示します。

堅手早 里ヨ

l同盆

電灯分電盤!

11) コンセント !  

| 中央監視制御

訳備

図 1

幹線・監視

日) 電動機 システムの系統

1，対立のエ レク卜ロ ニクスの発展に伴い、ヒツレの設備管理 ・逆転は、

動力盤

コンピューターを利用し 1': 11
1
央航悦t11IJ修il が急速に発展しています。

また主I ! 築 . f&哨のインテリジ‘ ェン卜化に伴い、中山監視システム

も設f J 1IH波枕1I，IJ笹11 Ｈ電力、 ｭｾ Ｑ リ ｬ 、空調、動力等Ｉ、 セキ ュリティ (防

災、| 捌巴等) 、ピノレマオ、ジメント( 機総管理、点検スケジ、ユーノレ、保

全予算官辺! 等) の機能をも ったものに進展しています。

l幹線設備

1. 電気法式

使川 |三|的 とか負荷容立。王寺字誌には、' ; [1圧の高い方ヵマ河IJです)

等により決める 必要があります。+:裂な方式は、次の通りです。

①印 刷 ｾＳ 線式 Ｈ Ｑφ Ｓ ｗ Ｉ 200V Ｏ Ｑ ＰＰ ｖ ｾ 刻王総 Ｒ 次氾圧 Ｒ Ｑ Ｐ Ｏ Ｑ ＰＵｖ

②三相 3線式 (3φ3W ) 200V- '劉T : ffi 2次屯圧 210V

③ 3相 4 線式 (3φ4W) ＴＱＵ Ｏ ＲＴＰｖｾ 変圧器 Ｒ 次電圧 ＴＲＰ Ｏ ＲＴＲｖ

④直前E 100V 

2. 幹線の電圧維持

1E気が安全に効率よくイ却1 ' 1されるためには、電気事業法、' ，[ 1気設

備の技 Ｔ 市弘二回ｾ内線規定等で次のようなことが定められています 。

(1) 側主受屯の需用家( 一般 用 屯3ru 併協) の受屯点の叫王

① 100V 系の叩王 101V 土 6V

② 200V 系の屯圧 ・202V:t 20V

(2)  高圧受屯の需用家( 自家用屯安江作物) の変圧総 2 次官邸主圧よ

り分1E終に至る幹線の電圧降下は、 ーづ般 表 1 許容電圧降下率の緩和

亘長 ( m)

60以下

120以下

200以下

200超過

Ｈ ｉ ｾｊ に 表 Ｑ のように定められています 。 し

たがって負荷屯流、幹線の豆長、許二号半1瓦

j荒等より、幹線サ イスーを決める必要があ

ります。

(3)  幹線を過';G: 流、短J矯"n流、 J山総屯流

等から{ 公認zするための処世

①!Ii&' ;[1流保殻の原則 は、次によります。

幹線の許容屯流> 幹線j刊遮凶荷主の定絡' ，'r;:流> 負荷泊五t

3 以下

4 以 F

5以 F

6 以下

日11 / 8 1( 幹線遮断器の定格電流)

I. A盆ー

l81 X  0.55 孟 IWl (分般幹線の許容電流)

←一一一一一長さの制限なし一一一一一一一叶電灯

ｏｒ ｾ ヨ
動力

l81  x  0.35 孟 I W2 ( 同上)

+ 一一一- 8m以下の長さ

ｏｒ ｾ ヨ

I W3の制限なし

3 m以下の長さ一一→{

ｏｒ ｾ ヨ

図 2 幹線の過電流保護

②幹線分l皮の要点は、 図 2 のように定められています。

(4) 配線方式の動向 と防火対策

信頼性、経済性、施工性、保全性、| 坊火性等を考慮 して、配線方

式を採用する必要があります。大容量にはパスダク ト方式や平型ケ

ーフツレ方式が採用されていますが、 一般的には、 fE線( 配管) 方式

よりケーブル( ラック) 方式が多く採用されています。

また、幹線は防火区間の貫通個所が多いため、法に適した防火区

匝拠理を施す必ｾがあります 。

l動力設備

i両丘の! I ) j ]力の迩転は、省エオ、ノレギー ・有力化 ぞ目指したものが多

〈採用されています 。 主要頁自主＿次に結ｾします 。

① 中央監視指11御による、スケジ‘ ューノレ運転とかデマンド コントロ ー

ノレのため自動発停ヵ f行われています。

②剖浦安全性の点より、大型容註のｾ｛Ｑｩｬｬｊ臓の始動に、スタ ー デルタ

ブ武とかリアクトノレ方式が採用され、始到成の過大な突入電j枇 防

止しています。

@ 消エオ、ノレギーのために、空部隊ポンフ芳賀にインノ f ータ- tllll 御を

採用し、軽負荷 i寺の余剰l屯力の低減を1. 2( 1っています。

④iが丘は、危-動機のw支1I，1!1iF.[ Hこインノ f ータ- t11I]1rr. pが多〈 採用 されて

います。

l地絡警報と保護協調

私たちは日常よ 表 2 電流と人体感応

〈感屯した t か、

漏電したとか言 い

ますが、次にー骨量

常識として、要f去

を記述します。

屯流 [mA]

人体ｾｾＧ￬［ＱｉｩＵ
ｾ， ｮ＠ y.: 

l . l  0.7 Ａｩｩｾ 知ｾｕＺ流Ｈ少しち く ち く する程度Ｉ

9  6  難脱 また は可随 電 ￬ｾＨ 筋肉の 自 ＱＱＱ はき 〈カ管 舗を伴 うＩ

16 10.5 耳、随屯流( 筋肉が往! I I L.電線を掴んだ手が離れわす

23 15 筋肉硬直、呼吸困錐となり激しい苦節を伴う

100 100 心 室 制II ill}J ( 心臓の機 能 停 止 )

ーー ーーー ーーーー一一一ー一一一一- ，

幹線

一一。 I gR

J D!ii 地

+一一 I gR(地絡電流)

図 3 ! 也絡電流と保護系統

( 1 ) 感屯については、 表 2 の屯流と人体!0応を参照して下さい。

(2) 漏屯 (地給) については図 3 を参照して下さい。負荷て漏屯し

ますし IgR い づ 地絡屯i束力消れ、大地を通って変圧器にもどる

い、う、循環屯流 IgR が発生します。したがって負荷のt邸主の手盟主

により IgR の大きさが変わり、 MC C B1- MC C B 3が動作します。

司油焔包囲を少なくするために MCCBl 、MCCB2、MC CB3の遮

帥 ｬ 寺限に差を作り、偽 ｲｾｲｴｴＢ 調守図っています 。 図 Ｓ はその一例です 。

なお、M CCB3が30m Aで動作する こ とは、 人f本感応、の値 u 目安

して、人IHJの安全を有倒扶するものである ことがわかります。 したが

って水気の多い場所では、漏屯遮凶「器 t D 核地 を施す ことが必要な

こt も醐年して下さ L 、。

( たにも1: 1: しかず)
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、初

2642 

2642 堺 中 郵 便 局

設 計 近 畿 郵 政 局 施 設 部

施 工 住 友 建 設 ・新 井 組 共 同 事 業 体

a 大阪府堺市深井沢町2470- 21

b.  5455 .56凶

c  2764. 29m'  

d .  9998.  70m'  

e  R C、B1F、4F

f . 平成 8 年 2 月~平成 9 年 6 月

当 郵 便 局 は 堺 市 全 域 の ほ ぼ 中 央 部 を 行

政 区 と す る 中 支 所 行 政 ゾ ー ン 内 に あ る 。

設 計 に 当 た っ て は 周 辺 環 境 と の 調 和 を

図 る た め 、 ア プ ロ ー チ 廻 り を オ ー プ ン

スベ ス と し 既 存 街 区 と 連 続 し た 親 し

み の あ る イ メ ー ジ 造 り を 目 指 し た。 立

面 は 、 窓 口 ロ ビ ー の 空 間 を で き る だ け

外 部 に 広 げ る た め 、 よ り 大 き な 硝 子 窓

を設け明るく開方宜的なものとした。

ま た 、 高 速 鉄 道 と 府 道 に 対 し l宇舎を対

時 さ せ 動 く 視 線 か ら の 見 え 方 を 考 え 横

に 流 れ る 表 現 と し た。 連 続 し た 単 純 さ

に対し腰墜を持ち出し、窓、と腰壁に彫

り の 深 い 横 ラ イ ン で 建 物 の 表 情 を 豊 な

ものとした。 平 面 プ ラ ン の 特 徴 は 、 敷

地 周 辺 の 高 低 差 を 利 用 し 2 階 に 車 庫 を

設 け た 。 こ れ に よ り 地 下 車 庫 等 の 建 物

に 比 べ 工 期 短 縮 や コ ス トダウンを図る

こ と が で き た。

2643 鹿 児 島 県 立 加 治 木 養 護 学 校

設 計 下 舞 建 築 設 計 事 務 所 、

箆 児 島 設 備 連 合 設 計

施 工 中 島 建 設 他 18社

a 鹿 児島 県 姶 良 郡 加 治 木 町 木 田 1784

番地

b .  12. 100 m'  

c  4  . 222. 5001'  

d .  5.895.7901'  

e  RC、2F

f . 平成 8 年 7 月~平成10年 2 月

本 施 設 は 、 国 立 療 楚 所 南 九 州 病 院 に 長

期 の 入 院 療 養 を t必 要 と す る 児 童 ・生 徒

に 対 し 、 個 々 の 障 害 の 状 況 及 び 能 力 等

を 考 慮 し て 教 育 を 行 う 病 弱 の た め の 養

議 学 校 で あ る 。 昭 和53年 に 病 院 敷 地 を

借 用 し て 開 校 し た が 、 こ の 度 同 病 院 の

隣 接 敷 地 に 移 転 整 備 を 行 っ た。

設 計 に 当 た っ て は 、 子 供 達 が 自 由 に 生

活て' きる空間づくりと、外部とのかか

わ り も 積 纏 的 に 図 る 聞 か れ た 施 設 と し

て、クラスのオープンイヒ( クラス編成

が 自 由 に で き る よ う に 教 室 に 移 動 問 仕

2643 切りを備える) 、施設内の回遊性向上、

施 設 周 辺 と の 交 流 、 人 間 活 動 と の 共 生

を 目 指 し た 地 域 環 境 の 形 成 な ど に 配 慮

した。 また、外部デザインについても、

錦 i工 湾 、 桜 島 を 眺 望 で き る 恵 ま れ た 立

地 条 件 に 配 慮 し 、 周 辺 の 自 然 に 調 和 し

た 、 県 民 に 広 く 親 し ま れ る 施 設 づ く り

に 努 め た。



2644 

2646  

2648 

2644 布 施 村 高 齢 者 生 活 福 祉 セ ン タ ー

“ 蓬 蒸 苑 " 及 び 布 施 村 診 療 所

設 計 . 三谷設計

施 工 渡 辺 工 務 底

a 島根県隠岐郡布施村大字布施642- 1

b.  4141. 64m'  

c  1677 .  57m'  

d .  1582.  32m'  

e  R C、1P

r. 平成 8 年 8 月~平成 9 年 3 月

2645 2645 山 形 市 南 沼 原 公 民 館

2647 

.... 

設計. 山形市建設部建築課

施 工 荒 正

a 山形市大字南館字中河原532- 1

b.  3.300 m'  

c  864 .22m'  

d .  1. 099. 20m'  

e  S、2P

r. 平成 8 年 9 月~平成 9 年 6 月

2646 浜 田 勤 労 者 総 合 ス ポ ー ツ 施 設

( サンピレッジ浜田)

設 計 . 三谷設計

施 工 : 今 井 産 業

a 島根県浜国市上府町イ 2457番地外

b.  9034.  32m'  

c  2751.83m'  

d.  2525.  63m'  

e  RC、一部 S

f . 平成 8 年 4 月~平成 8 年12月

2647 上 野 新 都 市 交 流 施 設 伊 賀 総 合

ス ポ ー ツ セ ン タ ー ( 第 二 工 区 )

設 計 : 三重県総務部管財営繕課、

同設計名古屋支庖

施 工 : 大末 ・松並特定建設工事共同

企 業 体

a 三重県上野市依那具地内

b .  15.000.  047m'  

C  1. 746. 400111'  

d .  2. 025.952111'  

e  R C、2F 、一部 S ( 屋被)

r. 平成 8 年 7 月~平成 9 年 9 月

2648 高 齢 者 総 合 福 祉 施 設 「青 藍 荘J 及

び 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン 保 育 園

設 計 エース プラン建築設計事務所

施 工 . 紙谷工務庖

a 大阪府吹田市佐竹台 2 丁目 25番48

他 2m

b.  2，848. 90m'  

c  1，705. 01m'  

d . 6，703. 49m'  

e  R C、s I F、5F

r. 平成 8 年 7 月~平成 9 年 7 月

2649 県 営 繁 多川 高 居 住 宅

2649 設 計 : 近代設計、大城英信建築設計

事務所、光設備設計 J V

施 工 : 大城組、桃原建設 J V 他 18社

a 沖総県那溺l市繁多JI13-4- l 8

b .  6，766. 34凶

c  1，524 .97111' 

d .  11 ，253. 86m'  

e  RC、10F

r. 平成 8 年 l 月~平成 9 年 7 月

凡Ol J

a 所在地

b. 敷地商品目I

c  m築岡高:1

d . 延床面. f i '1

e  構造脱税

f . 工期
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住まい学大系/ 094

孤の集住体

渡辺真理+ 木下庸子著

住まいの図書館出版局

1998. 5. 25干IJ

小 B6半IJ 267頁

住まい学大系/ 090

中野本町の家

後腹暢子 ・後藤幸子 ・後藤文子著

設計者/ 伊藤豊雄

住まいの図書館出版局

1998. 1 .20引l

小 B6判 200頁

桜のいのち庭のこころ

佐野藤右衛門著

草 思 社

1998. 4. 6i 刊l

四六判 224頁

究極ガイド02

あなたも照明探偵団

光のハンテイングに、夜の街へいざ

面出 様 著

日経 B P社

1998. 4. 1刊

A5判 240頁
本体2300円

fj 

2300円本体本体 1600円本体 1800円

回

O

O
穴

集合住宅、集まって住むことの考察。

著者はまず海外で実践されている

集住のかたち、「コハウジングJ に

注目、実際にデンマーク、オラン

ダ、アメリカを訪れ、住民や設計

者らのインタヒ' ュ ー を交えてリポ

ー卜している。{ 主戸群+ コモンス

ペース ( 共食用の キッチン ・ダイ

ニング、洗濯室やプレイルームな

どが備わっている) から成るコハ

ウジンク.の生活に、著者は集まっ

て住むことの積極的な意味を見出

そうとする 。

次章では日本に目を向け、「保田窪

団地」の山本理鎮、最近完成した

岐阜北方住宅を設計した妹島和世、

高橋品子との対談をまとめている 。

ここでは家族の多機性と形骸化し

た nLDK とのズレ、硬直化した制

度が話題の中心となる 。

そして最後の章では、 nLDK に替

わる別のモデルとして CPS ハウ

ジングを提案している 。共用室で

ある ic ・コモ ンJ 、C を中心に展

開する住戸群 i s ・サテライト」、

そして C と S を結ぶ i p ・パス」

を構成要素とするこの考え方は、

特に P の扱いに特徴があり、それ

は具体的な空間形式というよりは、

C とS の関係性、その距離感を重

要視しているようだ。 ( S. T)  

担当 会員企画小委員会/ 川崎敦子・高岡伸一 ・辻川ひとみ ・福田端穏

こころを捕らえて離さないものと 誰もが目にしたことのある、あの

の出会い。 それは必ずしも劇的な 馬蹄形の家が成立後21 年を経て解

ものではなく、見慣れた日常のな 体されるに至った。 スリッ卜窓か

かで、それとは気付かぬうちに経 らは繊細な光が差し込み、中庭の

験しているものなのかもしれない。 黒い土の上にぽっかりと青い空が

見慣れたものたち、気心の知れた 切り取られている 。新築当時と変

人たちとの緩やかな時の流れのな わらない姿が解体前の写真に示さ

かのどこかで見た光景は、いつし れている 。

か大きな意味をもつようになり 、 住まい手の家族は、この個性的で

その意味を知る ころには、生活力、 純粋な建築空間のなかで緊張感の

ら到底切り離すことのできないも ある生活を送り、家族の新たな段

の、自らの拠ってたつものとして、 階を切り開くためにきっぱりと壊

すでにそこにある 。 すことを決断した。本書は、施主

日々の暮らしのなかに自らの生き である母と 2 人の娘へのインタピ

がいを探し求め、そこに自身の存 ューおよび設計者( 施主の兄) に

在の意味を見出だそうと躍起にな よる設計の記憶から構成され、読

っている者たち に、著者の気負い 者の「何故? J という疑問に答え

のない穏やかさは、優しくそう語 ている 。

りかけてくる 。 ここでは、確かに 住宅が、設計された時の家族の研

あったであろう葛藤の記憶は、も ぎ澄まされた心情をあまりに正確

はや語られることはない。大切な に反映していたがために、その後

ものたち、愛する人たちに向けら の家族の変化にもかかわらず、空

れた混かなまなさ. しによって静か 聞を変えることを言午さなかった。

に語られる、庭に、そして桜にこ また子供から大人へと成長してい

ころを奪われた一人の庭師の幸福 った娘さんたちの観察や感想に、

な人生の回想。 ( M. F )  空間が住まい手に与えた 影響力〈率

直に表われている 。 ( A. K)  

本書は、 1990年面出薫氏をリーダ

ーに結成された「照明探偵団J の

活動記録である 。 「照明探偵団」は

もともと、照明デザイン会社 L P  

A 内で結成されたフィールドワー

ク主体の照明文化研究会であるが、

現在では照明関係者だけでなく学

生や主婦も参加する幅の広い市民

研究会として活躍している 。 ある

時は、真横に;盆れんばかりの光を

放つ自動販売機や白い不夜城のよ

うなコンビニに怒りを示し、また

ある時はガード下の赤提灯や飛行

場滑走路の航空灯火に深〈感動す

る。数多くの光を「光の事件j と

して改めて取り上げることで、光

に対して無意識のうちに寛容な私

達に、都市における光の重要性を

投げかけている。暗聞を明るく照

らす照明はそれ自体が批判を受け

付けにくい善玉としての性格をも

ってしまう 。 ソフトな切り口で普

かれてはいるが考えさせられるこ

とはとても深い。全文が非常にわ

かりやすい解説から成っており、

多くの写真も掲載されている 。 カ

ラー写真が少ないことが残念では

あるが、照明関係者でなくとも十

介楽しめる一冊である 。 ( H. T )  

建築と社会 ・1998.858 
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[ お知らせ]

n f o r mo l i o n  

庭園学講座一日本庭園と水-

京都芸祢I慰胡大学・日本庭園研究センターは毎年夏に、

「庭園学講座J を公開し、‘ 遺跡娃園の調査と復元整備'

深室と露地It ' ' t ! t 界遺産としての日本庭面' 官園の管

理と病虫害。をテーマに延べ400人の毛幼日があった。

今年のテーマは、日本庭園と水九 日本庭園における水

の意匠の展開、これを支える技術、そこに込められて

きた人間の思いについて、最新の発掘調査による知見

や、平等院などて'の現地町駅こよって追求する。

・1998年8月21 日倒 9 :  0ト 17: 00 

「水と造園J i 日本誌園の流れと池H 平安時代の池庭J。

現地研修| ー南待寺の別荘庭園ー

. 8 月22日仕) 9  :  ｏｏｾ＠ 1  8  :  30 

パネルデイスカッションじ青らかな水の表現に向けて」

一帯寅「水と 生命j 森下郁子氏( 淡水生物研究所所長) +

報告「石と水の意匠J i 水の都市デザインJ i 水の; 争化と

はH 庭園の水系と都市の環境J +テ' イスカッション

・8月23日(日) 9  :  0ト 16: 00 

現地開彦 2ー古代庭園の水景復原事.j ? ト平城宮東院庭

園 ・平等院庭園一

会場京都造形芸祢扶学/ 京都芸術短期大学の直心

館 J - 41教室

セミナー「大阪の観光をデザインするJ

大阪デザイン振興プラザ ( ODP) デザインセミナー「ヒ

ットデザインはいかにして畠IJ られるかJ シリ ーズの第

13回特別セミナーは、橋爪紳也氏が大阪を対象に、「観

光J 概念をキータームにしながら、次世紀の都市設計

の方法論をめぐるビジョンを語る。

講師橋爪紳也氏( 京都精撃大学E力耕受)

一著書に「倶楽部と日本人J i明治の迷宮都市J

円七物屋敷遊戯化するｾＦｉ布ｊ￭大阪 モダ ン ｪ 等

日 時 1998年 9月18日ω 15:  ｏｏｾ＠ 16 :  30 

会場アジア太平洋トレードセンター ITM棟 10F

デザインセンター内セミナールーム

費 用 参 加 料2000円( セミナー当 日受付で支払い)

定 員 100名( 先着順)

申込み電話か FAX て._ ODP セミナー係 (TEL06- 615

5510、FAX06- 615- 5173) へ。

医療福祉建築に関する研修会

間 日本医療福祉建築協会 (J IHA) の本年の研修会は、

保健・医療 ・福祉を取り巻〈環境や、企画設計にかか

わる卜ピカルなテーマを取り上げる。

会 期 1998年 9月17日同 ・18日悩 10: ＰｾＱＷＺ ∞＠

京都市左京区北白川瓜生山 2-116 会 場 建 築 会 館 ホ ー ル

受講料 35，000円( テキス卜代含仁) 東京都港区芝 5 - 26-20 

定 員 100人 定 員 150名( 先着順)

間合先京都造形芸体f大学/ 京都芸f柏Z期大学文イり玄 受講費 J IHA会員30000円、一般50000円

報課 TEL075- 791- 912止FAX075-79卜9090 講師河口豊氏( 広島国際大学) 、栗生明氏( 千

「建築環境・省エネルギー講習会J

働住宅 ・建 築 省エネルギー機構は、建築士、建築設備

資絡者を対象に、「省エネルギー計画書j 作成のための

建設大臣指定特別講習会を 7都市 8会場で開催。

・期日 ・会場( 各会場とも 10: 0ト 16: 20) ー抜 す い -

9月2日嗣名古屋国際会議場( 定員240名)

9月3日同 大阪国際交流センター (340名)

9月18日悩広島国際会議場 (240名)

9月29日ω アクロス福岡 (200名)

10月2日幽大阪府農林会館 (3∞名)

・講習科目( 講師/ 建設省担当官、松尾陽氏ら委員)

( 1) 建築環境及ひ廷Z築物の省エネルギーに関する施策

(2) 建築と地王手証素境

(3) 建築、設備の省エネルギー計画

(4) 省エネルギー告l胸 ・都里と改修計画

(5) 省エネルギー基準に基づく PAL 計算法

(6) 省エネルギー基準に基づく省エネルギー計算プロ

グラムと CEC計算法

・受講料25，000円( 登録草木テキス卜代含む)

申し込みは、例住宅 ・建築省エネルギー機構建鏑汗究

葉大学) 、外山義氏( 京都大学) ほカ冶

申込み所要事項を記入した申込書を、 J IHA ( 東京都

港区芝 5 - 26-20 干 108-0014 TEL03-3453 

-9904. FAX03- 3453- 7573) へ。

ゼミ「光と空間デザインJ

9 月開講の、大阪ガスイ ンテ リアデザインスクールの

スペースデザインゼミは、「光と空間デザイン」。光と空

間との関係を通して「光の魅力」を探る。

・9月16日制 18 : ＳＰｾＲＰ ・ ＵＰ

「光とデザイン 1J 一照明デザインの今 ・昔、機能と

デザインを語るー岡幸男氏/ 側ライズ主宰

・9月30日ω1 8 : ＳＰｾＲＰＺ＠ 50 

「空間デザインとガラスアート J 一光の質を創る素材

を考える 三浦啓子氏/ ステンドグラス作家

ＮＱＰ 月 Ｗ 日 嗣 ＱＸＺＳＰｾＲＰ 目 ＵＰ

「光とデザイン llJ 一事例を通して、手法と効果を述

べ る ー 岡 幸 男 氏

受講希望者は FAX で、大阪ガスインテリアデザインス

クール ( FAX06-262-7202) へ。定員20名。会場は同

スクール教室( 中央区備後町の備後町オークビル内) 。

部( 〒 102-0084東京都千代田区二番町4-5 TEL03- 受講料25000円併記6) は講義初日に受付で支払うこ

3222-6693.. FAX03- 3222-6696) へ。 と。

「レオナルド・ダ・ヴインチ展J

イタリア ・ルネサンスの巨匠レオナルド ・ダ ・ヴイン

チの、科学者としての倶J j 函を紹介する展覧会が東京ス

テーションギャラリ ーで関かれる。

レオナルドが自然界における自身の観察を書き込んだ

約5000頁にのぼる手稿には、絵画のみならず、飛行、

水ifL 機紘建築、土木運河、人体解剖に関する考

案が、徹密な素描 ・素画とともに銭面文字( 右から左

に讐かれた裏返しの文字) でつづられている。

本展では、レオナルドの手稿、素函に基づいて再現さ

れた飛行、機械建築、土木などの、イタリア国立レ

オナルド・ダ ・ウ.インチ科学技祢汁専物館( ミラノ) と

国立科学↑ 専物館( 東京) 所蔵の模型50余点を、手稿の

写真パネルとともに展示する。

タイトル 「知られさ.る科学技術者レオナルド ・ダ ・

ウ' インチ展」

会 期 1998年 8月1日仕ト 9月27日(日)

10 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 (土日祝日は 18 : 00まで)

休館日は毎週月曜日

会 場東京ステーシヨンギャラリー

J  R東京駅 ・丸の内中央口 ・赤煉瓦駅舎内

入 場 料 大 人800円、大高生600円、小中生400円

1，"1 ・キ. .-

""".......... 

ｮ ｾＺＺｩ 干ｾｻｾＧ・ム
吋 守 刊号 ば

Ｎ ｾー寺 'J ， 

t  1  

"  

レオナルドの手稿より ( 写真パヰル展示)

i  9つのクーポラをもっ求心型聖堂」 の模型

レオナJ レド ・ダ・ヴインチ科学妓術博物館蔵
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i nf ormat i on 

賢島ミキハウス荘、「環境デザイン大賞M・E . S. H' 97 J大賞受賞

環境提案協会一中部 ( M・E ' S'  Hの会) 主催の「環

境デザイン大賞 M ・E ' S' H' 97J は、デザインの立

場から社会や環境など身のまわりの状況をどうとらえ

表現するかを審査するもので、 10回目の今年は全国か

ら一般の部40、学生の部46の応募があった。

応募作品の中から審査( 委員長 ・木村一男) の結果、

一骨宣の部 6作品、学生の部 6作品がこの 6 月に選ばれ、

表彰式が名古屋市中区のクレールワンダーランドで行

われた。

一般の部のデザイン大賞は、賢島ミキハウス荘の設計

者 ・柏木浩一/ 角田暁治氏 (竹中工務庖) が受賞した。

所在地/ 三重県志摩郡阿児町神明字寺川原764-69

総合 7'ロテeユース/ エム・ プロジェヲ ト

設計施工/ 竹中工務底

敷地面積/ 1576.4Im'

建築面積/ 306.51 m'  

延床面積/ 439.03m'

構造規模/ RC 造、日 l、2F

工期 Ｏ ＱＹＹＷ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＷ 年 ＱＲ 月
撮 影 古 川 泰 造

ルイ・ルル一作品集 i MUS E E L OUI S  L E L OUP J 発刊

「建築史探偵団J 参加者募る

大阪市立↑ 専物館学芸員による市民を対象にした「土曜

講座J は、従来の議座スタイルを大幅に変え、まちな

かで建築史を学ぶ「建築史探偵団・入門J となり、大

阪、京者ｾ神戸を学芸員と Ｑ 専物館ボランティア〈ミュ

ージアム ・サポーテイングスタッフ〉の案内で見て回

る予定。定員は40名。

活動日時 1998年 10月17 日出V 10月31 日出V 11 月

14日出1/ 11 月28日出 の 4 日間

各自とも 10:0ト 16:00 C現地集合 ・解散)

会 場 初 回 10月 17日仕}午前中のみ大阪市立博物

館 3 階講堂。それ以外はまちなかてづ舌動。

申 込 方 法 往復ハカ' キに I.f:li斤、 2 氏名、3.年齢、 4.

電話番号、 5. この企画を知り得た媒体を明

記の上、 9 月30日必着でる下記へ。

干540- 0002 大阪市中央区大阪城卜|

大阪市立1専物館建築史探偵団募集係

TEL06- 941- 7177、 FAX06- 941 - 4064

費 用 資 料' t600円( 初回、会場にて徴集)

講座担当 大阪市立1専物館学芸員

船越幹央/ 酒井一光

社会人選抜の大学院生募集

ベルギーを代表するクリスタルガラス作家ルイ ・ルル 作品 147点オールカラー 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科は、平成 11年

一氏の作品集が発刊された。 これは、ルイ ・ルル一氏 定 価 本 体4500円 度の博士前期課程( 修士調D の社会人特別留左によ

の制作活動 50 . 周年を記念して開館したルイ・ルル一美 出 版 部 桝 土 出 版 附 TEL03- 3406- 7950 る学往を募集している。

術館( 京都府相楽君併構重町光台 4 丁目 29- 3、関西文化 なお、ルイ ・ルル一美祢道官( 1997年竣工、言宣言十 ・原因 出願資格は、 ( 1)大学卒業者、 (2汐十国で 16年の学校教育

学f柄汗究都市内) の| 周年を迎えて制作されたものでる、 敏隆J ではルイ ・ルJ レーの収蔵作品約400点の中から、 課程を修了した者、 (3)文部大臣の指定した者、 (4)大学

執筆は、同美術館長の大谷宙t 子氏。 常時 ＱＵＰ 点程度を展示している 。 開館時間は ＱＰ Ｚ ＳＰｾＱＷ 教育修了までの課程が川年未満の国で大学を修了し

1929年ベルギーのリエージュ近郊スランに生まれた 00、月曜休館、入館料・高校生以上500円、最話R: JR た者で、大学卒業者と同等L祉の学力があると京都工

ルイ ・ルルー (Loui s Lel oup) は、 1958年のブリユツ 明 暗 肺 線 「 祝 圏J or 近 鉄 措 闘 「 蝋 燭J 駅下車・ 芸樹住大学大学院が認めた者、のーに該当し、入学時

セル万国博に、吹きガラスの技術を超える高さ 2 mの バス停光台 3 丁目までパスで円分。 に企業において志望する専攻分野の職務経歴を| 年以

フロアスタンドと、 60cmのー脚上に置カ、れた直径70cm f  田 園 圃 ー . . s l _  一司回目 圃・R 比 四国 上有する者。

のむくの一枚からなる円形テーブルを出品した。1971

年には工房を聞き、原材料を直接溶解することから最

終完成に至るまで一貫したオリジナル制作を始める。

本書では、無色透明の中に鮮やかな色彩てす虫特なフォ

ルムを閉じ込め、またプリズムのような多様な色調の

中に幻想的に装飾をした、流れるような曲線をもっル

ルーの世界が展開される。

体裁 B  4変形判、ハードカバー、 104頁

卜リリンガル( 日本語+ 仏語+ 英語)

コンクリート技士、コンクリート主任技士試験、 11月に

募集人員造形工学専攻は 33名のうち若干名

出願期間 1998年 8 月 3 日伺ト 8 月 10日(月) までの、

ＹＺ ∞ ｾＱＲＺＰＰ と ＱＳＺＰＰｾ 16:00，。 郵送の場合は

8 月10日伺k必着。

要項誇求募集要項希望者は、 270円切手を貼付し返

信用の住所 ・氏名 ・郵便番号を明記した封

筒 (24伽 mX 332mm) を同封し、往信封筒の

表に fM. c. 社会人要項請求j と朱書して、

京都工芸樹佳大学庶務課大学院係( 京都市

左京区松ケ崎橋上町 〒606- 8585) へ請求

すること 。

コンクリー卜の製造 ・施工 ・検査 ・宮里など技術的業 誠実社也/ 札幌市、仙台市、東京凱名古屋市、大阪市、 i密 度 方 法 検 定 料/ 30000円、第 l 次出願書類による

務を実施する能力を認定した「コンクリー卜技士」、お 東広島市、福岡市( 那覇市で福岡試験場の一部実施) 選考/ 1998年 8 月 17目、第 2 次学力検査/

よぴコンクリートの製造、工事、研究における計画、 受験申込提出 ＯＱＹＹＸ 年 Ｘ 月 Ｓ 日 ｾＹ 月 Ｗ 日 8 月27日 、 持 錫 / 京 都 工 芸 樹 駄 学

施工、管王室、指導などを実施する能力を認定した「コ 受験についての詳細は、 (紛日本コンクリ ート工学協会 なお、博士後期課程の社会人特別趨左の募集も始まる

ンクリ ート主任 技士」試験が Ｑ Ｑ 月に実施される 。 Ｈｔｅ ｌＰＳ ＭＳＲＶＳＭＱＵＷＱ 、 ｆ ａｘＰＳ Ｍ ＳＲＶＳ Ｍ ＲＱＱＵ Ｉ へ 。 Ｈ出願期間 ＱＹＹＸ 年 Ｙ 月 ＱＰ 日 ｾＹ 月 ＱＷ 日 Ｉので、詳細は

筆記試験日/ 1 998年 11 月29日(日) ＱＳＺＳＰｾ＠ 16:30 同大学庶務課大学院係へ問L 、合わせられたい。
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建築トリ工ンナ- レ奈良1998でアイデア募る

世界建築博覧会奈良第 3回プレイベン卜として「奈

良/ T OT O建築トリ エンナーレ [ 公募部門] 1998J で

は、作品を公募している。

テーマ 「歴史都市の保存と共生j ー痘史を生きた名

建築の再生一 ‘ テーマとなる歴史上の名建築

は、応募者が自由に選んでよい。周辺の環境

に考慮して、現代の生，舌のなかに再生させる

方法を考え、その建築に新しい息吹を吹き込

んでもらいたい。現在ある建築の 目的や用途

を変更してもよいが、建築の骨格( 構造) や

ず ペ

含めた外観スナッフ写実を図面中に貼付。

②作F「一ー平面 ・配置 ・断面図、その基本的

考え方と、透視図もしくは模型写真その他

詳細図など諒博図を罫見する図面、あるい

は 100字以内の説明文。縮尺はいずれも自由。

③用紙 一一中判ケン 卜車励、 A I 判厚紙に図面

を納める。CAD、主健在、墨入れ、着色写真貼

付など若手見は自由。ディスクは不可。

④方法一→乍品裏面に、住所 ・氏名 ・年齢等

1 / . ' 号帯項を記入した A 4用紙を貼付する。

i nformati on 

、、 D A T A MAP109" 発売

雰囲気を残しつつ、再生の術を示してほしい。 提出先側建耕土「奈良/ T OT O建築 卜リエンナーレj 東急不動産倣潤西支社は、知見データを地図上に作成

単なる補修や復元といった保存の方法は、 こ 係 ( 〒 113- 0034東京都文京区湯島卜30也、 できる Wi ndows95対応 CD- ROM 、DATA MAPI Oゲ を

こでは求めてはいない0" (一部抜すい) TEL  03- 3818- 1961)  開発し、近畿圏版を、次いでる首都圏版を発売した。

応 募 応 募 登 録 は 不 要。作品受付は 1998年 8月17日 審査員黒川紀主主・世界建築博覧会総合プロデューサー

伺ト 9月14日明圧午まで。 藤森J l 橋氏一委員長一、岸 和郎氏、 隈 研 吾

提 出 ①条件一一テーマとして選ぶ建築は、現存す 氏、妹島和世氏

る歴史上の名建築であること 。介かれば、竣 賞 金 l  席| 点 100万円、 2 席| 点50万円、 3 席 2 点

工年 ・設詐者名を付記し、その建築の周辺を 各30万円、{ 圭作 5 点各 10万円ほか

デザインコンペ「太陽電池を用いた創造的建造物J

太陽光発電のシステムを普及させるには、思宣物にー 時類格建築関係学科の学生 、 →宣の建築器博。個

体化あるいは融合させることが重要課題となる。 人/ ク'ループとも可。国籍不問。

太陽光発電技術研究組合では、建築専門家の斬新なア 審査員 材す建一氏( 早稲田大学客蝦) 一委員長一、六

イデアを期待して 2 回目のデザインコンペを開催する。 角鬼丈氏( 東京芸紳T大学教授) 、 三井所; 青典氏

課 題 f太陽の恵みと建築との調和J 一一太陽電池 ( 芝浦工業大学教授)、長谷川逸子 氏( 建築

をいかに美的に、調和的に配置するか/ 太陽 家) 、黒川浩助氏( 東京農業大学事対受) 、山保

電池を掛オとしてどのように使うカ」ー 太郎氏( 新エネルギー産業技術総合開発機構)

対象建物全般( 戸建て住宅から駅舎、病院等) 賞 最優秀賞| 点50万円、優秀賞 2 点各20万円、

提出圃 A I 判 ( サイズ厳守) ケ ン 卜紙 l 枚一一団面 f圭作 3 点各 10万円、 奨励賞 10点各記念品

最上部中央に作品名を記入。設計趣旨はワー 提出方法応募希望者は、申込書を作品とともに提出。

ブP口で A 4 サイズ ・1600字程度におさめ、図 作品は丸めない。

面内右上に含める。作品はカラー、仕上げは 締切日 1998年 9 月30日附 17時まで。郵送の場合は当

自由で、建築物外観図、太陽電池の配置や立 日消印有効。

I也環境がわかりやすく表現された各種図面 応募先太陽光発電技師汗究l 'a合デザイン コンペ事務

( 縮尺明記) を入れ込むこと 。 局 ( 〒 11 2- 001 3 東京都文京区音羽卜22- 12

ディティールは必ずしも必要としない。 音羽 M F ピル、 T EL 03- 3946- 245 1)  

富山プロダクトデザイン・コンペティション'98

デザイン立県をめざす富山県の、デザインウエーブ開

催委員会( 黒木靖夫実行委員長) は、全国のデザイ ナ

一、市民を対象にプロダクトデザイ ン案を公募している。

課題は富山県内の企業 3社が提出し、応募 作品の商品

化も検討されるコンペである。

課題A/ シャワー椅子←北陸アルミニウム側

課題 B/ ガーデニング用水差しポ ッ ト←噌嫡藤製作所

課題C / ガーデンライフを演出するフェンス←立山ア

ルミニウム工業側

F諒遺言 9 月 10固までに登録手続きを行う 。登録料は

| 作品 1000円。登録 ・作品提出 ・問い合わせ

は、デザインウ エーブ開催委員会事務局( 干

933- 0981富山県高岡市二上町 150、富山イン

ダストリアルデザインセンタ ー内、 TEL0766

- 25- 5039、FAX0766- 25- 5806) 。

化論i入提出作品 ( B 1判パネル| 枚+ 模型 |車ro は

ＱＹＸＸ 年 ＱＰ 月 ｬ 日 ｾＹ 日に向上事務局へ 。

審査員黒川雅之氏( 建築家) 、酒井和平氏( 金沢美術

工芸大学事対受) 、竹原あき子 氏( 平日光大学教

授) 、長，墨忠徳氏( 東北芸術工科大学助教

授) 、黒川錆夫氏+ 課題提供企業

賞 とやまデザイ ン大賞 |点 100万円ほか

この‘ DATA MAP  1  09" は、建設省国土加醐数値地図

を活用。初の 1/ 250倣宿尺( 建物青刻犬までベクトル) の

詳細地図に容易にデータを落とし込め、オ リジナル地

図の作成ができ、道路情報だけの表示など検索アプロ

ーチのしやすさも特長のーっとなっている。

書き込み型地図データベースソフトとして、近畿圏版

10000円、首都圏版 12000円で、全国の有力害底や東急

ハンズなどで発売中。

東急不動産倣潤西封土では発売を記念して、プレセ' ン

卜キ ャンベーンを実施中。官製ハカ'キに干住J斤・氏名・

年齢 ・職業 ・電E措 号 ・希望ソフト ( 近畿圏版か首都

圏版か) を明記し、同社「、DATA MAP  1  09" プレゼン

卜 ( 建築と社会)J 係 ( 干530- 0001 大阪市北区梅田卜

1- 3- 2900) へ、 8 月31 日開までに応募すること。プレ

ゼント数は 109
0

商品の発送をもって発表。

天窓がバルコニーに変身

天窓メーカーの日本ベルック ス側は、日本て中刀めて天

窓の明る 8 とバルコ ニーの開放感を楽しめるノ Tルコニ

ーウインドウ 「カブリオ」の販売を開始した。

「力ブリオj は、上下に分力、れた窓サッシを外侭Ij に押

し出すだけで屋根の上のバルコニーに変身。断熱性に

{ 憂れたアルコ. ンガス入り Low- E ベアガラスを{ 吏用し

ているので、夏

は涼しく冬は暖

かい住環境を創

出し、ロフトや

屋根裏スペース

が最大限に活用

て・きる。

価格ノてルコ二一ウインドウ ￥450000 

水切り/ ストレー卜用￥ 14000、瓦周￥ 20000

寸法窓本体外枠外のり (mm) 高さ 2540x 幅940

設置可能屋根勾配35・( 7寸) ｾＵＳ ・

販売大手ハウスメ ーカーから販売

日本ベルックス納本社 (TE L 03- 3478- 8141)  
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理 事 会

第 2 固定何日里事会

ＲＷ 日 ・ Ｔ 時 ｾＴ 時 ＵＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 薬 袋 副 会 長 ほ か2 0名

殺 事 ( Ii ' l"成 9 年度事業報告聖書( 案) 承認のイ牛

(2)平 成 9 年度決算報告書( 案) 承認の件

(3)平 成 10年度第 l 固定時評議員会開催の件

(4)平 成 10年 度 第 l 回通常総会R開雀の件

(5)入退会者承認の件

(6) f ; 圭援協賛名義の使用承認の件

(7庫 業 報 告

第 2 回会勢主里事会

ＲＸ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 副 会 長 ほ か 8 名

議 事 入 ・退会状況報告と今後の進め方

編 集 委 員 会

第 2 固施工材料介科会

Ｗ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 十 倉 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1施工材車特寺集の企画

(2)  [ " 施工材車初コ頁J の企画

第 2 回計画分科会一建築系

Ｘ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉｯ｡ 寺 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 刃 金 幹 事 ほ か 5 名

議 事 9 月号建築介科会の特集企函

第 2 回会員企画小委員会

ＱＲ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 塚 口 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1)シリーズものの報告と掲載予定

(2漆庁しい企画案について

第 2 団法令介科会

ＱＳ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時日介 ・ 於本会会議室

出 席 者 炭 崎 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1ｾ委員の交代

(2)1地王拘束境保全と建築」特集l商品報告

(3)  r法令コーナーJ の企画

第 1回構造分科会

ＱＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 Ｓ Ｐ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 田 辺 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1) r械室の頁j の企画

(2) 1日月号将新宣特集の企画

第 2 回編集委員会

14日 . Ｖ 時 ｾＹ 時・於本会会議室

出 席 者 内 田 委 員 長 代 行 ほ か 9 名

議 事 ( 1) 7 月号「心と体を元気にするインテリアJ

「アジア太平洋インポートマー 卜」特集経

過 報 告

(2) 8 月号「建築設備メンテナンスの展望」特

集結晶検討

(3) 9 月号「建築への証言' 98J 特集企画検討

(4) 10月号「執筆特集J 企画掃す

(5)1 ' 乍品作風会員企画、シリース買伍盈報告

(6湯量車正写真の取材テーマの検討

第| 回広告企画小委員会

62  建築 と社会 ・1998. 8

月間の動き

ＱＴ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 内 田 委 員 長 代 行 ほ か 7 名

議 事 ( 1周委員長及び同代行の選出と挨拶

(2)  1企也王将案境保全と建築」特集広告経過報告

(3) 7 月号「心と体を元気にするインテリア」

「アジア太平洋インポートマー卜 J 特集広

告路島報告

(4) l 1J ( 支状況報告

第 2 回「繁材と技術力注み出すデザインJ 幹 事 会

ＱＵ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 Ｔ Ｕ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 高 砂 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ＶｾＹ 月号テーマの内容検討

第 2 回設備分科会

ＱＹ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 安 江 特 別 幹 事 、 山 根 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ( 1編集委員会検討と、 8 月号「建築設備メン

テナンスの展望」特集の企画

(2)  r設備の頁」の企画

第 2 回構造分科会

Ｒ Ｗ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時 ＱＵ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 田 辺 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) 10月号格誼特集の企画

(2)  1構造の頁J の企画

第 2 回作品作風小委員会

ＲＸ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1)1 ' 乍品の掲載状況 ・掲載予定の報告

(2)1 ' 乍品の選定

(3)  1  gall eryJ  I S KET C H  BOOKJ 報 告 ・予定

(4) 11 月号「会員作品特集J の 件

|  事 業 委 員 会

第 2 回若い会員の集い小委員会

Ｖ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時 ＵＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 5 名

言ft

オブザーノてー/ 小林直紀氏

事 ( 1)実施報告と今後の予定

(2体年度の副委員長 ・幹事の互選

(3ル委員会の名称と定例開催日

第 2 @l ' 情報小委員会

ＱＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 川 村 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1熔業委員会総会の報告

(2)今後の予定

第 2 回見学会小委員会

ＱＴ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＵＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 ( 1庫業委員会総会の報告

(2)実施報告と今後の予定、及び見学会の引尉甫

(3)平 成 10年度分科会委員構成

第 2 団事業委員会

ＲＰ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時 Ｓ Ｐ 会 ・ 於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 2 回情報小委員会京者隠尺ピル介科会

ＲＵ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

【平成10年 5月分}

中西主査ほか 7 名出席者

説 話題建築を聞く( 第27回) 京者隠Rピルの企画

建 材 委 員 会

第 2 回掛オ委員会

ＱＳ 日 ・ Ｓ 時 ＳＰ 分 ｾＵ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 川 名

議 事 今 後 の 予 定

出 版 委 員 会

第 2 回出版委員会

ＲＱ 日 ・ Ｕ 時 ＳＰ 分 ｾＶ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出席者 山田委員長ほか 7 名

議 事 ( 1) < プロのノウハウ〉と特装本の伍邑報告

(2)今後のテーマと執筆者選定

見 学 会

近代建築見学会 ・

京大人文科学研究所、駒井邸+ ノてイオリンコンサー卜

ｼ日 ・ Ｒ 時 ＳＰ 介 ｾＵ 時 Ｓ Ｐ 介参加者 ＴＱ 名

茶室見学会. 水無

l目6 日 . Ｑ 時 ｾＲ 時 Ｔ Ｐ 分 ・ 参加者 ＳＶ 名

3 0's E Y E- 2 1世 紀 へ の エ ス キ ス

中 村 勇 大/ 中村勇大アトリエ

「アフォ ダンスと建築行為の多様性を支える建築

の有効'性1

ＲＲ 日 ・ Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時・参加者 ＴＵ 名

I  80年 史 編 纂 委 員 会

ＱＱ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会＿会議室

出 席 者 長 谷 部5委員長ほか 5 名

議 事 80年史編纂について

建 築 ク ラ ブ

ＱＲ 日 ・ Ｘ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 介・於リ ガグランドホテル

演 題 「不況を富; 兄にかえるはなし J

講 師 近 藤 三 雄 氏 ( メ ン タ ル コ ン サ ル タ ン 卜 )

日国人会員 18名〕

王 文華麗

( 昭和股肘}

千 種 幹 雄

何召和股肘}

事 産 木 康 次

{ 蝿木康次建聾事務所)

立 田 千 秋

{ 富士I U十}

仲 義j台

{ 奥村組)

大出宣伝宣

{ 竹中エ輯底)

〔準会員| 名〕

4 会員の許報

入 会 者 (敬称略)

久保田弘昭

( 昭零01宜富十)

鳥 居 久 人

{ 昭和世計)

北 谷 竹 生

( 北谷理股)

霜 崎 等

{ 目刊薗世通情新聞社 }

平 川 麗 美

( カラーコンサルタント}

佐 旗 正 二

付守中ヱ輔庖)

久 米 恒 平

( 近銀大学}

田中 三郎

{ 昭和股肘}

山 本 豊 弘

担問a股針}

坂 口 勲

( 据ロ瞳股工鍵}

高 嶋 異 剛

( 奥村組)

藤 宗 信 子

{ 日本ホムズ}

若 本 幸 範

{ 竹中工輯底)

名誉会員 前 野 慶 太 郎 氏 (附あめりか屋) 平成 10年 6 月25日

正 会 員 西 東 茂 之 氏 (韓首フジタ) 平成 10年 5 月22 日

• 1建築と社会J 誌 1998年 7 月号[ 暑中見舞い] 中

で氏名に誤りがごさ'いました。以下に訂正いたします。

鹿 島 関 西 支 后 長 ( 旧) 豊田佳徳 ( 新) 井保武寿
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ｾ＠ ¥_ _ _ / 大気扇土
・営業種目

空 気聞和 股備 蛤m水衛生股備 撞議政

備 企嘗防止間漫股舗の股針 製作 施王

本社 東烹' "広 東京副新宿区西新宿2-6-1 ft 03-3344-18SI( 大代) 大阪本社官06- 448- 3603(代}

大阪支社 世田- 448- 58Sl {代) 名古屋宝庫 古052-211-153S{代} 中国王底 冒082- 247-5541  

九州支庖 宮092- 431-2147(代) 宮凝所 北聞東横兵 縛戸 烹剖 岡山田園

商昂は空気です。

制

空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

東 京 都 港区 浜松田Tl - 25- 7 屯話 03 (3432) 5711 

大 阪 市 淀 川 区加 烏 1- 58- 59 電 話 06 (302)  2270 

北 海 道/ 東 北/ 北 関 東/ 綴 浜/ 名古屋/ 中国 / 九 iH

本 社 ・本 lli
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畑
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一

品

第

電 気 ・ 空 調 ・衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・mヲイヲシ械式会社
本信大匝本社 干550-0002 大阪市区江戸緬 l 丁目 9 番25号 電 話 (06)44ト8231

東 京 本 社 〒102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号電話( 03)326ト 8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大 宮 千 葉 横 浜 ・金沢 ・京 都 神 戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高絵 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函館 . j'f森 ・秋 田 盛 岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・鍛回 ・津 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・総山 ・高知 北九州 ・鹿児島 ・型l! lIJ I

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・怯江 ・徳島 ・下'*1 '長 崎 大 分 ・宮崎

海 外 宝 庫 シンガポー J レ ホ ン コ ン

技術研究所 干354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58-1511

〒530- 0047 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表)

干100- 0005 東 京 都千 代 田 区 丸 の 内3丁 目 3番 l 号

電話 0 3 - 3 3 1  1- 8 5 1 1  ( 代表)

大 阪 支 庖

ヰ土本

ガス訟備の2宣言十・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社 ・大阪ガス住設機器特約庖

大晃設備株式会社
。
本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 11i: 06- 466- 2268 

大 阪 営業所

枚 方 営業所 枚 方 市 甲 斐 団 東 町 9 - 3  '>1i: 0 7 2 0 - 4 9 - 2128 

i  A  '¥ 産 業 設 備

ｉｾｉ＠ 水 処 理 施 設

マ- - y 環 境 施 設

三 機 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取 締 役 大 阪 支 庖 長 琴 浦 健

大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21 電 話 06( 202) 3071 ( 代表)

東京都千代田区有楽町 1 - 4 - 1 電話 03( 3502) 6111 ( 大代)

名古屋・九州・北海道中国・東北・北陸・横浜・東関東 ・北関東 ・京都・神戸 ・四国

空気調和設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

大 阪 支 庖

本社・東京本庖

支 庖

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工
給 ・ 排 水 ・衛 生 ・ 消 火 ・空 調 設備

三建設備工業株式奮社
，φ  

思西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北区 中津 6 丁 目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支，;!i . 1革勢E所 得l珂 ・京者[1 ・天 理 ・川 西・や"戸

お

大 阪 支l苫 大 阪 市 北 区 紅 権 問f 3 番 5 号 電話 (352) 1  1  3  1刊

本 社 東京者日中央区 日 相 側 波 町 2 - 22 電 話 (3667) 34 3 H大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・縞 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・縦 浜

O K U j U  

自 ｴＹｾ，ＦＱｦＡｪｪＮ 容もた島む危諒錨拶窃｀

「大規模天井無足場工法j

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三発空調

内外装創作パネル・システム天井間仕切

大阪市中央区域且 2丁目 I 帯61 可ツイン21MfD1ワ一 世話 06- 949- 1371

東京都新街区西新宿新宿住友ピノレ1 t t 話03- 3344- 7911

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13番 20 号 電 話 06- 363- 1371

仙 台 ・横浜 ・名古屋 ・京者1¥・やl'戸 ・IAf. o・稲|問

本 社

東京本1;1]

大阪本庄

支 庖

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 干530-0047

TEL (06) 312- 4131 FAX(06)312-799B 

東京九州・横浜・名古屋仙台・宮崎 ・京都

問主社オクジ:ユー

ぁ : 干

おさ泌

る ー _ ;(.;; 7  

足立32j

工.llL 害 ス

τ]¥It1: 量五五

の 唱アト 草 六六

十11 式干一 丁

目主 -，; : 目L L  

q 字予言哩

I エ 号 六四

63 

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番目号( オートセンターピJレ1'2階)

〒542- 0066 電 話 大 阪 ( 06 ) 7 6 8 - 5  0  3  1 代 表

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石)111 丁目 12番14号( 日本生命小石川ヒリレ 7階)

〒112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代 表

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・冷 凍 冷 蔵 ・地 盤 凍 結

伺9 よりよき蹴へ技術で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

宇土

メンテナンス

東 京 支 社



人と都市の快適な環境をつくります

- 情績通f言2宜傭

情 領 通 信 ネ y トワーク

情組処理

通 惜 γ ステム

融 温 γ ステム

・電力流通役備

畳宜電

架空送配電

地中道配電

- 空鯛・ 給排水 ・衛生設備

空気同和

z ・配菅

水 盤理

コージェネレーンヨン

クリ - ' . / J レーム

・プラント

プラント肘轟

システムヱンジニアリング

官 煎 種 目 位 計 ・施工・監理

. . 気段備

畳宜電 ・脚圃

動力・剛ーーさ置

電 醤. 抽進. イノ ターホン

防犯、防出

中央監視制掴

システム肘甚

何時もあ忽たの街で

お会いしている

クリハラの妓術lx会長ぬ

ｾ凶山辺埼玉

. 住 友 電 設 株 式 会 社 禁誌記itZi;2EZ繋 甥:ii4213ぷ:!;r

、ず

-e 

本 町 〒5ル 0017大阪市北区角田町1- l ( 車販車ピル) 日ｾ
TEL06(313) 1101 6l治則ｾ［島最圭桑雲霊

人カずいる多彩なフィールドで、

新しい限界に挑戦しています。

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

ｃｈｏｾ 。電 気 設 備 設 計 施 工

締 裏 金 員 三 興 討

上 田 正 雄

。
社

必
一

A

代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 西天 満 2 丁目 6 - 8  (堂 ビノレ 51暗)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 ( 代)

東 京 都 中 央区 日 本紙 茅 場開T 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 (代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

キ土本

干 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2- 4( 朝 日ピル)

T E L  0 6( 385 )  1  3 6 1  ( 代) F A X  0 6 ( 3 8 5)  1  0 5 0  

ネ土本
m 支

社
ム

冨

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 藤 義 信

営 業 所

電気設備・ 計義制御設備・空調段備・クリー ンル ーム設備・プラント設備

鎗排水衛生設備・エ ネルギー集中監視システ ム 設計施工

三宝電機織式会社

取締役社長 ｾＱｾ＠ *- !Ai 禿

F

，
，

一、
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・
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取締役支社長

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 m諮大阪 (202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿中11奈川 ・東関東・北関東・中部・九州

車 社 〒 ｦ 静側 Ｗ 大師 ｩ 区西天量日Ｋ眼目ｾＩ TEL  06( お4)1471' FAX 06( おの弱お

東京支柱 判官ト世間話唖麗l i I : 歯止島抗馬F刊成量卦 TEL03(5472l お11 'FAX閃(5472) 日正E

85塵豆E 〒4段-a47g 芭慶市北区金鳳3-12-14 TEL郎氏弱。5131 'FAXOO2( 引の75お

神戸支盾 〒 ｦｦｩＷＭｻｬｦｦｩ雨寺涜ｾ→ ＶＭＱ ＱｋＧ丁目し TEL078( 別2) 倒11'FAX078( 倒2)6416

用面究所 〒蜘{ l I I i 大阪府規市三宝町七T369 TEL0722( 27) 84閃 FAX0722( 27) 1424

Cons t r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  

。.T1._¥¥J*- 勝代の断熱用シ~人

tるづ←庁，- ......J-dfみ

目II/¥IIイナ11ーシートP

の貼り合わせ技術て相暗した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです

目 豆 電 線 株 式 奮 批 判 開 刊 田 区 糊 汀 時 期 干 代 田 ピ/(1)

線式会事I 工 ヌ 王 ム ピ ー

株 式 会 粧 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2- 23( f言霊ビル)

T  E  L06-202-3294  
-・11

11

Ｍｆｔｒｾ＠
学校建築のトータルアドバイザー

大阪市西区西本町! の 13町33

TEL. 06- 532- 0 4  6 1  ( 代ぷ)

FAX. 06- 535- 5  18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社

天理営業所

本

⑪む' ' 1 摩窯業随

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547- 0001 大 阪市平 野 区加 美 北 3- 4- 5

T E L 0 6  ( 792)  5858 F A X 0 6  ( 792)  2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本

ＭＱｾ＠

日本電植株式会社

凪ｾ凪劃凪ｩｊ ω ｊｬｗＱｶ
代表取締役社長 依 藤 孝 行

64 

青葉印刷株式会社

〒534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone.06・351・5428 Fax. 06・351・5299



社

本 社 神戸市中央区三宮町3- 7- 6{神戸7 7 トクピル5階)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

之〉、

ヱｾ

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式

支 庖

快適な明日を提案する

τ § ミ Shutter

〒 540- 0024 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 10( TS ピル)

T E L  ( 0 6)  9 4 3 - 6 5 7 1  ( 代)

・東京/横浜/仙台/ 水戸/ 割問/ 剛海/ 名古屋/ 富山/ 滋賀/京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 語調地宝酒主要都市

社

東洋シャッター株式会社本

デンカC S Aファミリー製品

-子二J OCSA ( 膨張 |問 和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ｊｏＢｾ ，ヨニ ｊ Ｈ ク ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ｊｏ 守 Ｓ ー子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ意義 一＿＿＿ Ｉ コンクリー卜躯体の漏水補修に
.ョーニJ OES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・子二J OZI OOO(製品用 超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土
ふ

玄式業 株産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本 社 ・京 都 ・制 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞 '(t(j ( 0 7 7 3 )  7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

T E L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄業 株 式浦 産金 森 藤 平 高 事 株 式 会 社

T EL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L  i主主賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土会式産 株洋 物光

2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6 )  
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ｋｏｂｅｾ の
ｾ神戸製鋼

4つの個性から生まれるハーモニーが輝きます}

受 100-8221 東京都千代田区丸の内 1- 8- 2

( 鉄鋼ビル) Tel : ( 03) 3218- 7111 

〒65ト8585 神戸市中央区脇浜町 1- 3- 18

( 神鋼ビル) Tel : ( 078) 261- 5111 

東京本社

神戸本社

アンサンブル演奏には2 重奏、 3 重奏、オーケストラなどなどたくさんあり

ますが、私たちの演奏は4重奏。神戸製鋼は、鉄鋼・溶接、アルミ・鋼、機械

・エンジニアリング、電子・情報の4事業部門が、それぞれの個性を発揮し

ながら、 1つに融合し、さらに高度な技術力を発展させ複合企業体の完成

をめざしています。そして音楽が人々 を感動させるように、神戸製鋼も豊

かな社会づくりに貢献したいと考えています。

雑誌 03379-8


